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巻首図版上段： A地区 1号墓

下段： C地区 15・8・9号墓（左から）



は じ め に

本報告書は、米軍基地の嘉手納基地に所在する「大作原古墓群」の緊急発掘調査の成果を

記録したものです。

近年、墓も埋蔵文化財として認識され、県内各地で多くの古墓の発掘調査が行われるよう

になり、文献には記されない歴史・文化の一面が、墓やそれに伴う遺構・さまざまな遺物か

ら近世沖縄の様子を見ることができます。

今回調在を行った大作原古墓群は、平安山・浜川・伊礼集落に暮していた人達の墓で、集

落から離れた丘陵に築かれた古墓が確認されました。外観は亀甲墓• 平葺墓・掘込墓等で、

墓からは、蔵骨器などの遺物が出土し、墓から検出された蔵骨器である厨子甕（方言名：ジ一

シガーミ）に記された銘書からみると 18世紀前半から戦前（昭和） ・現在までの古墓群で

あることが判明しました。

町内には、まだ多くの古墓を含め、貴重な埋蔵文化財が残されております。今後、さらに

調査研究を行うことで、私たちの祖先が築き上げてきた歴史や文化を解明することができる

ことと確侶しております。

他方、貴重な文化遣産を記録・保存するだけでなく後世に残すことも私たちの使命であり

ます。

本書が多くの方々に活用され、さらなる文化財保護思想の高揚はもとより・諸開発事業に

おける調整・協議、学術研究の一助ともなれば幸いです。

なお、発掘調壺・資料整理にあたり御指導、御協力を頂いた関係各位に、深く感謝申しあ

げます。

平成15年3月

北谷町教育委員会

教 育 長 瑞 慶 覧 朝宏



例戸

1 . 本報告書は平成12・13年度事業として「嘉手納 (12)送油管移設に係る文化財発掘調

査」 「嘉手納 (13) 送油管移設に係る文化財発掘調査」として、那覇防衛施設局と受

託契約をおこない『大作原古墓群』の緊急発掘調査報告書として、その成果をまとめた

ものである。

2 . 本報告書に掲載した地形図は国土地理院の承認を得て北谷町役場が複製した25,000分の

1の地形図と、沖縄県の承認を得た北谷町役場都市計画課作成の地形図、那覇防衛施設

局建設部作成の平面図 (300分の 1) を借用した。

3. 遺物の同定は下記の先生方による。記して謝意を表します。

陶磁器 金武正紀（那覇市教育委員会文化財課課長）

人骨 松下孝幸（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム館長）

貝類 黒住耐二（千葉県立中央博物館上席研究員）

4. 附記として下記の先生方から玉稿を戴いた。記 して謝意を申しあげます。

土井ヶ浜遣跡・人類学ミュージアム館長松下孝幸

千葉県立中央博物館上席研究員 黒住耐二

北谷町文化課嘱託真喜屋隆 （民俗）

北谷町文化課嘱託伊波直樹（民俗）

5. 蔵骨器（厨子甕：ジーシガーミ）の銘書（ミガチ）の文字判読は下記の先生方による。

記して感謝申し上げます。

那覇市歴史資料室 島尻克美

北谷町文化課町史編集 玉木順彦

6. 本古墓群の聞き取り調査で、字浜川の方々に御教示を戴いた。記して感謝申しあげます。

島袋善弘・照屋仁政・新垣高明•島袋吉盛•新垣政男•島袋善助・照屋仁盛・照屋文吉

7. 本書の執筆は下記の分担で行った。編集は山城・島袋 春美で行った。

第 I・II章、第m章、第W章 1、第v章、第VI章 l 山城安生

第w章 5・6、第VI章 4 松原哲志

第w章 2・4・13 尾木綾

第w章 9 安 里 美 紀

第w章11・12 縄田雅重

第w章 8、第VI章 3 菊池恒三

第N章 7、第VI章 2 砂 川 正 幸



8. 遺物洗浄．接合・実測・集計・図面整理・表・トレース・図版等の資料整理は下記の

人員で行った。

喜 友名勇人真喜屋隆伊波直樹嘉陽田恒古波蔵均宮平諭名嘉間清介

添石雄一 山内真治菊池恒三新垣政一 宇根美智子前田和枝知念均

豊里初江我如古真弓前川恵 子 曽 木 菊 枝 島 袋 春 美 富 平 砂 綾 子

上間真寿美上原恵（順不同）

9. 本報告書に掲載した写真は現場は山城安生・出土遺物は菊池恒三が撮影を担当した。

10. 墓の部位の「墓面」 ・「裏正面J・「羨道」等の呼称については「山川原古墓群 (2)」

（北谷町教育委員会）で使用した呼称である。 （下図参照）

11. 墓の計測値の基準についても「山川原古墓群 (2)」 （北谷町教育委員会）と同じで

ある。

12. 発掘調査で得られた出土遺物及び資料は、北谷町教育委員会に保管されている。

〈墓部位名称〉
型主蓋蒼

、こ）

平面図
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調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号
0 , ,, 0 '"  m' 

大作原古墓群 北谷町字大作原 473260 26°19'25" 127゚45'21" 12年度 1, 6200m' 那覇防衛施設局の

～ ～ 2000 07 嘉手納米軍基地内

26゚19'27"12745'50" ～ の送湘管移設工事

2001 03 に係る緊急発掘調

13年度 査

2001 04 
～ 

2001 10 

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

大作原古墓群 古墓 18世紀 初 亀甲墓 蔵骨器 ハワ イ移民の人の

めから 平葺墓 転用蔵骨器 墓に英語の墓建築

第 二 次大 岩陰墓 沖縄産陶器 月日 の刻印あ り。

戦後（昭和） 掘込墓 中国産掏磁器 墓周辺から後期遺

・現在 本土産陶磁器 物の出上。

銭貨 近く に遺跡あ り、

金属製品 古墓群はその遺物

ガラ ス製品 散布地でもある。

プラスチック製品

根付

-----------・ 

土器 近くに遺跡あり、

石器 古墓群はその遺物

遺物散布地 須恵器 散布地でもある。

後期
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第 I章調査に至る経緯

1■ 調査に至る経緯

大作原古墓群発掘調査は、那覇防衛施設局との委託事業である。

本古墓群は、平成11年 8月に那覇防衛施設局より、 「キャンプ瑞慶覧ほか 3施設におけ

る埋蔵文化財の有無について」の照会があり、同文書で照会があった計画地域について、試

掘・現場踏査が平成12年 2月4日から 2月29日間の16日間で行われた。

そのうち、キャンプ桑江の新設パイプライン計画の嘉手納基地内部分にあたる、県道23

号線沿いの地域では、伐採以前の現場踏査で古墓が11基（大型亀甲墓 2基 ・破風墓 1基、

中型フィンチャー 4基、小型フィンチャー墓2基、仮墓2基）が確認され、さらに増加の可

能性があると回答された。

本古墓群は、新発見の「大作原古墓群Jとして平成12年 5月30日付けで遺跡発見の通知

の届け出が行われた。

本古墓群については、パイプラインの計画がキャンプ桑江から嘉手納基地までの広い範囲

であることも含め、その対応について沖縄県文化課と調整を行い、嘉手納基地内の古墓につ

いては、北谷町で調査を行うこととなり那覇防衛施設局と事業調整を進め緊急発掘調査が行

われた。

2■ 調査体制

今回の調査体制は、発掘調査から資料整理、報告書の刊行まで含めて下記のとおりであっ

た。

調査組織

調壺主体 北谷町教育委員会

調査責任者 教育長瑞慶覧朝宏（平成12年度）

文 化課長嘉手納 昇（平成12~14年度）

調査総括 文化係長中村 悪（平成12~14年度）

調査事務 比嘉ゆかり（平成12~14年度）

我那覇智美（平成12年度）

山口まゆみ（平成13年度）

調査担当者 主 任主事山城安生

調査補助員（嘱託職員） 喜友名勇人

真喜屋 隆

伊 波直樹

（臨時職員） 宇根 美 智 子

前田和枝

-1-



（臨時職員） 豊 里 初 枝

我如古真弓

新垣政

嘉陽田 恒

古波蔵 均

宮平 諭

名嘉間清介

添石雄

山内真治

発掘調査作業員

《沖縄市シルバー人材センター》

安慶名栄吉・石原昌俊・伊志嶺正男・金城孝次郎・佐久間政一• 島田浩

島袋常憲• 宮里勇三郎・名嘉正文・仲地脩昭・仲松行正・名嘉正文・高江洲1昌吉・

呉屋天爵・普天間直純• 田畑政夫・石原昌珍• 砂辺光男・下地富夫•島袋政弘・

島袋盛厚・大城修・金城貞重・比嘉定義・与那嶺幸一 ・真玉橋勝春・新垣真康・

古堅松三・郡山隆彦・下地寛勝・伊佐箕儀

《宜野湾市シルバー人材センター》

古賢勇・ 幸喜信正・久志安貞・仲村信一 ・大城安章• 島袋定雄・高良浩ニ・

武島儀行・上原和正

《北谷町シルバー人材センター》

新垣好惟•新垣義孝・儀間義忠・比嘉盛徳• 平田盛和・熊谷嘉文・仲村渠春義・

小渡善昌・大嶺明文・徳嶺栄吉・内間千福• 吉田昌博• 吉本光清•四本正

《調査助言・鑑定・分析》

中山清美（笠利町歴史民俗博物館 副館長）

樋泉岳二 （早稲田大学 日本学術振興会特別研究員）

黒住耐二（千葉県立中央博物館上席研究員）

《人骨分析鑑定》

土井ヶ浜遺跡・人類学ミュージアム

松下孝幸（館長）

松 下玲子

中野範子

《調査協力》

島袋善弘・照屋仁政・新垣高明•島袋吉盛・新垣政男• 島袋 善助・照屋仁盛 ・

照屋文吉
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3■ 調査の経緯

調査は、嘉手納 (12)送油管移設に係る文化財発掘調査、嘉手納 (13)送油管移設に係

る文化財発掘調査として、平成12・13年度にまたがる約 9ヶ月間で行なった。

調査は平成12年 8月に那覇防衛施設局による調査支援が行われ、調査範囲とそれに伴う

重機などの侵入道の伐採作業が行なわれた。それと同時に、基地への立入りの手続が行われ

たたが、その手続には日数を要し、その後、重機、作業員を投入しての発掘作業は、平成1

2年12月21日から平成13年 3月31日までと、平成13年4月 9日から平成13年10月31日までで

あった。

今回の発掘調査の作業員は、これまでとは異なり、当該年度は町内で数力所の発掘調査が

あり作業員の確保は、沖縄市・宜野湾市のシルバー人材センター、さらに、平成13年度に

北谷町シルバ一人材センターが設立されたことから、同人材センターからも発掘作業員が新

たに加わった。

調査は、工事計画が4つの谷間にまたがっていることからA・B・C・D地区に分け、調査

範囲の東側にあたる C地区を、後の建設工事との兼合いから優先して行った。その結果3つ

の谷間で総数17基の墓が検出された。 A地区 3基 ・B地区 8基 ・C地区 6基である。 D地区で

は墓の確認はされていないが、防空壕ではないかと考えられる石積と斜面の窪みがあり、検

出作業を行なったが確認されなかった。また、 A地区では、閉じられたままの墓 (1号墓）

があり、その墓の持ち主の御理解・御協力を得て、墓を開けて調査を行い、蔵骨器に納めら

れていた人骨について、形質人類学の視点からの分析鑑定調査を行った。 B地区で発見され

た14号墓は、左側の袖垣部分以外は、嘉手納基地のフェンスから外側にあり、調査範囲内

にかかる部分については、基地のフェンスの地盤が不安定になることから、それを保持する

ためにバックホーによる検出状態での写真撮影のみで終了した。

本調壺期間中は、度重なる台風の襲来や2001年 9月11日の同時多発テロが発生し、基地

内への立入り検査が厳重になり、出入りに要する時間に影響が生じた。

本古墓群は、調査範囲が幅約30mで、長さ約1.6kmと細長く、 4つの谷間またがる地形

や、嘉手納基地内の排水溝が敷設されていることから車輌の侵入ができない地域で、必要な

資材を人力で担いでいかなければならない厳しい側面もあり、バックホーの作業工程との連

携が重要であった。

また、本古墓群一帯は、前述した基地内からの排水溝が設置された地域であることから、

赤水流失対策として、伐採した樹木や表土剥ぎ土を利用した土手、ブルーシート被覆だけで

なく、那覇防衛施設局と調整し地表面の硬化剤を塗布して対策を行った。

検出された墓のうち建設計画範囲に、その一部が掛かるものについては、建設作業行程の

範囲内で留意して保存された。
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第II章位搬と環境

大作原古墓群は、北谷町字伊平大作原538番地ほかに所在する。

北谷町は、沖縄本島中部に位置し、県庁所在地の那覇から北に直線距離で約16kmの東シ

ナ海に面した西海岸側にある（第 1図）。本町の北側は嘉手納町、東側は沖縄市、北中城村、

南側は宜野湾市と接し、東西に4.31km、南北に5.91kmを測り、総面積13.62k面である。

本古墓群が位置する一帯を町域の地形で見ると、北側の丘陵地にあたる。本町は、東高西

低の地形で、町域の東側は標高約100mの海成段丘の縁にあたり、しだいに西側へ低くなり

海成段丘に囲まれるように沖積平野がひろがる。

町域の北側には本古墓群が所在する嘉手納基地があり、西側の沖積低地部には平成14年度

3月に北側地区が返還されるキャンプ桑江、南側にはキャンプ瑞慶覧がある。

現在は、町域の約57%が米軍基地であるが、沖縄戦の上陸地点であった本町は、町域の約

90%が接収されていた。そのなかに日本軍が建設した中飛行場があり、ここを含めた広大

な範囲が、西太平洋最大の滑走路を有する嘉手納基地である。この基地の南側の丘陵地帯に

あった多くの墓も接収によって移動を余儀なくされ、そのうちの 1つが本古墓群である。

本古墓群は、その北東から南西方向に伸びる丘陵の斜面中腹に形成された標高約20~30

mの丘陵地帯に形成されている。町域北側の国頭礫層と隆起石灰岩が露頭する地域にあたり、

近世～現代の古墓群で、大半が谷間を挟んで向かい合うように築かれている（第 1図）。

A・B地区にある墓は、字平安山・浜川、 C地区は字伊礼の人々の墓が築かれている。

字浜川・字平安山ともに、町内の古村の一つで、字浜川には明治44年には村役場が移設さ

れいる。沖積低地の北端に位置する同集落には、くびれ平底土器が採集され、祭祀遣跡の可

能性が考えられている浜川ウガン遺跡がある。この遺跡には1713年の『琉球国由来記』に

記される「島森ヨリアゲの森」と考えられている拝所がある。また、字平安山にある「平安

山ウガン」と呼ばれる拝所が、 「オヤギャクイ君ガ嶽」と記されたものと考えられている。

A地区の谷間は、 「シリンサク」と称された道で、大雨の際には、流水がひどくて通れな

かったという。また、このあたりに、字浜川・平安山・伊礼の共同使用のガンヤー（棺箱を

運ぶ輿を納める小屋。）があったが、その位置は県道23号線の下にあたるという。

さらに、 1号墓がある丘陵とその西側の小丘陵の間には、戦前、嘉手納にあった製糖工場で

終点となる軽便鉄道の線路が通っていたようである。

B地区の一帯は「カンジャーヤーヌスバ」 （方言：鍛冶屋の側の意）と呼ばれ、集落から

字下勢頭に至る道で、現在の沖縄市越久に至る小さな道があり、墓の前には畑があったとい

つ。

C地区は、字伊礼の伊平徳川原にあたる。字伊礼は古村の一つで、沖積平野部に立地して

いた。丘陵地の部分は大正14年に行政字上勢頭として分離している。

字浜川・平安山を含むキャンプ桑江には、平成 7年度から行ってきた試掘調査や範囲確認

調査によって沖積平野部とその境目で 7つの遺跡が発見されている。平野部や丘陵との境目
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にあたる地域に、縄文時代早期に相当する前 I期からグスク時代までの全時期の遣跡が発見

されている。そのなかでも、伊礼原c遺跡では曾畑式土器が出土し、木製品・堅果類・ 種子

などの植物残滓どが出土する重要な遺跡がある。

海側にある遺跡の広がりとは別に、平野の北側地域に徳川を上がっていくと、そこは字上

勢頭・下勢頭の人々の墓である上勢頭古墓群や上・下勢頭古墓群がある。前者は、墓の調査

の際に発見されたグスク時代の遺跡でもあり、谷間を横切って石列を設けて階段状にした遺

構が検出され、水田の可能性が考えられる 12世紀~16世紀の伊礼伊森原遺跡がある。

《参考文献》

「北谷村誌』 北谷町役場 1961年9月

『北谷町史第二巻資料編 l前近代・近代文献資料』昭和61年12月

「北谷町史第三巻資料編 2民俗 上』 平成4年10月

『北谷町史第三巻資料編 2 民俗下」平成 6年 2月

『北谷町史第六巻資料編 5北谷の戦後』昭和63年11月

［北谷町の自然・歴史・文化」北谷町教育委員会平成 8年3月

『北谷町の遺跡一詳細分布調査報告書— .I 北谷町教育委員会 1994年 3月

「沖縄大百科辞典』沖縄タイムス社 1983年 5月
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第III章遺構

本古墓群の今回の発掘調査範囲内では、総数17基が検出された。亀甲墓が2基、平葺墓

が2基、掘込11基、岩陰墓 1基、不明 1基であった。以下、各墓について記述する。

尚、今回の調査範囲内で検出された不明 l基 (14号墓）は、聞き取り調査で、戦時中に直

撃弾を受けた墓がここにあるとのことであった。聞き取りによる墓の位置から、それを裏付

けるように墓の袖垣の一部が検出された。その形態から亀甲墓又は、平葺墓等の大形の墓と

考えられるものであった。また、 1·2·4·5·7·8·11~13·17号墓、 12·13号墓

前トレンチから人骨が出土した。墓の位置を第 2・3図に示した。

. 1号墓：亀甲墓。 A地区。

〔概要〕大型墓。発掘調査で墓を開けることになった。納骨された 7個の蔵骨器が納められ

ていた。右袖垣部分の規模が大きく、最大で高さ約 4mの石積で築いている。墓の屋根の部

分は石灰岩礫を敷いている。墓の左側は基地のフェンス外にあり、フェンス設置の際に壊さ

れている。その範囲は、調査範囲外である（第4・5図）。

〔造営特徴〕丘陵斜面下部の岩盤に横穴を掘り込んで造った墓（フィンチャー）の墓室をも

ち、墓の右側袖垣を丘陵と墓の傾斜に合せて高い石積を施す。

〔屋根〕大小の石灰岩切石を組み合わせ屋根は、敷石を施す。

〔墓庭〕墓の規模の割には小さ目の印象を受ける。

〔サンミデー〕 2段。カビアンジをもたない。

〔墓面〕石灰岩切石を組んで、漆喰で仕上げる。

〔墓口〕北西に向く。

〔羨道〕石灰岩切岩を配する。羨道と墓口では施された石灰岩礫は分かれている。

〔墓室〕石灰岩岩盤に横穴を掘り込んだもの。天井・壁面の窪む部分に漆喰を施して仕上げ

る。天井は右壁面側で高く左側に次第に低くなる。タナは正面が3段、左右は各 1段である。

墓室左側の壁には石灰質の流れ出た状況がある。その影響が、この下にあった蔵骨器No7に

も及んでおり器面に石灰分が付着していた。

. 2号墓：掘込墓。 A地区。

〔概要〕中型墓。本古墓は墓主の話によると大正14年頃に作ったと言うことである。墓庭

の左側の縁辺付近から遺物が出土した。屋根の部分は、調査で石列は検出されなかったが、

聞き取りによると 3号墓と同様な形であったという。墓庭を囲む袖垣は崩落している（第 6

図）。

〔造営特徴〕丘陵斜面の中腹の石灰岩岩盤に横穴を掘り込んで造った墓（フィンチャー）。

〔屋根〕墓口の上部分には岩盤が露出するのみで、石列は検出されていないが、聞き取り調

壺では 3号墓と同様な屋根の造りであったという。
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〔墓庭〕斜面中腹にあることから造成して、庭の範囲を確保しているようである。左側から

正面にかけては石積が残る。墓庭入口は右手前隅。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕左側に大形の石灰岩礫を使用している。

〔墓口〕南酉を向く。両脇・上を大型石灰岩切石を積んでつくる。

〔羨道〕厚みのある石灰岩切石を配しているが、これには蓋石を止める段差が無いことから、

この石がその役目を果たしていたことも考えられる

〔墓室〕平面形は方形状を呈し、中央奥に蔵骨器を置くための空間を設けた可能性が考えら

れる。

. 3号墓：掘込墓。 A地区。

〔概要〕中型墓。 2号墓と同様な形態の墓である。屋根を囲むように石列を有し、方形状の

形態を意識しているものではないかと考えられる事から、平葺墓の要素を有する掘込墓と捉

らえられる。墓面は石灰岩礫を積んでつくる（第 7図）。募室内からは、割れた蔵骨器が出

土した。タナは持たない。墓室の壁面や天井の仕上げは雑である。

〔造営特徴〕丘陵斜面の下部にある石灰岩岩盤に横穴を掘り込んだ墓である。

〔屋根〕石灰岩の岩盤の露出部を利用し、左袖垣の延長上に側面の石積を施し、屋根の範囲

を確保するように石列を施す。

〔墓庭〕左側袖垣が正面まで回り込んでいる。墓庭入口は 2号墓と同様に右側手前隅にある。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕石灰岩礫を積んで造る。墓口部分は厚みのある石灰岩の切石で造る。

〔墓口〕南西に向く。

〔羨道〕奥行約30cmである。墓口を造る石灰岩礫の幅となる。床には石灰岩切石を配する。

それには蓋石を止める段差は羨道天井では明瞭であるが床に配された礫には僅かな掛かりを

設けている。

〔墓室〕墓室内にタナは無いが、奥に板状の石灰岩礫が検出された。

. 4号墓：掘込墓。 B地区

〔概要〕中型墓。丘陵斜面下部にある。屋根に石積などをもたない。墓面を石灰岩礫を積ん

で作り、漆喰を施して仕上げている。墓室の成形は雑で、岩盤の間には土の部分がある。石

灰岩岩盤の状態があまり良くないところに築かれているものと判断される。左袖垣は石積が

残る。右側は崩落している。屋根の部分に加工を持たない墓である（第 8図）。墓室からは

人骨が出土した。

〔造営特徴〕丘陵下部の石灰岩岩盤に、横穴を掘り込んだ墓である。

〔屋根〕石積などをもたず、自然の状態と判断される。

〔墓庭〕丘陵斜面を掘削して設けていると考えられる。左側の袖垣は僅かに石積が残る。

〔サンミデー〕 1段。石灰岩切石を縁石にし、内側は土である。
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〔墓面〕石灰岩切石を積んで造り、漆喰で仕上げる。

〔墓口〕南に向く 。石灰岩切石で造る。

〔羨道〕 墓口に使用した石灰岩切石の幅である。蓋石を止める段差部分を石灰岩を整形した

ものを配す。

〔墓室〕平面形は方形。検出時の状態では天井が高いが、本墓の造られた岩盤を見ると脆い

様相を呈し、割れ目が多く隙間には士があること、墓室床面には石灰岩の粉状土が堆積し、

礫が混じっていたことから天井部分は崩落したのではないかと考えられる。

. 5号墓：亀甲墓。 B地区。

〔概要〕大型墓。丘陵斜面に作られている。シルヒラシーからは人骨が散在した状態で出土

した。サンミデーには墓の築造年月日が英文・漠字で刻まれている。墓庭外には道がある

（第 9図）。

〔造営特徴〕墓室の作りは、石灰岩の長方形の切石積で造られている。方言で「マチ墓」と

称されるものである。

〔屋根〕セメントを施して仕上げている。一部それが剥がれた部分や袖垣の作りなどから大

型石灰岩礫を多用した作りと見られる

〔墓庭〕 墓庭入口は、墓口の正面にある。庭からの排水穴が正面石垣の左側にある。

〔サンミデー〕 2段。 1段目の左側に「JAN. 25 1937 MA  d E IN 昭和十二年」と

刻まれている。これについては、ハワイに移民していた方が、帰沖して造ったもので、その

墓の所有者が刻んだということであった。

〔墓面〕眉の下の石を噛み合わせを施して組んでいる。

〔墓口〕南東に向く 。

〔羨道〕蓋石を止める段差もつ。この段差から墓室側の床面は墓口より僅かに低い。

〔墓室〕平面形は長方形。正面の棚は 5段、左右は各 1段である。長方形の石灰岩の切石を

積んで築いており屋根の横断面形はアーチ状である。シルヒラシーから散乱した人骨が出土

した。

. 6号墓：平葺墓。 B地区

〔概要〕大型墓。マチ墓である。墓室天井に積まれた切石には墨書の漢数字で「一・ニ・三」、

カタカナ「イ」、 「X」が記されている。 「一」と「一」を合せた場所が確認出来る事から、

石を組む際にこの番号で組み合せたことが窺える。左袖は、検出時には残存していたが、台

風の雨によって緩んだことで崩壊した。屋根は米軍基地のフェンス設置によって一部壊され

ている。

墓の左側は階段状に石積が施されている。右側は石灰岩の岩盤を基礎にして石積を施して

いる。墓道を有する（第10図） 。

〔造営特徴〕丘陵下部の岩盤を基礎として利用した墓と考えられ、墓の右外側面では石灰岩

に築かれた墓で、一定の規格で成形された石灰岩切石を積んで造っている。しかし石積は角
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柱状の石灰岩切石を積んでその境目をセメントで固定する方法がとられており、石がずれる

ことを防ぐための掛かりが見られない作りであった。

〔屋根〕造成して仕上げにセメントを施している。上部は米軍基地のフェンスが設置されて

いるため未発掘である。

〔墓庭〕墓庭入口は墓口正面にある。正面石積の左側には排水用の穴がある。左袖垣は調査

中に崩壊した。右側同様に長方形の石灰岩切石を積んで造られていた。

〔サンミデー〕 l段。左隅にカビアンジをもつ。

〔墓面〕石灰岩切石を積んで造る。

〔墓口〕北東に向く。

〔羨道〕蓋石を止める段差は墓室に近い位置にあり、墓室側に低くなる。この段差の外側、

墓口が奥行があることは石灰岩製の香炉を置くための奥行の確保ではないかと考えられる。

〔墓室〕平面形は方形。正面のタナは 3段、左右は各 1段であるが正面の 1段目と左右は連

続し、段差をもたない。

. 7号墓：掘込墓。 B地区

〔概要〕小型墓。墓室が墓庭部分より低い形である。小型の蔵骨器が検出され、墓室内から

人骨が出土した（第11図）。

〔造営特徴〕石灰岩の岩盤に小さな横穴を掘りこんだ墓である。墓室が外の地面より低い。

岩盤は板状に割れる石灰岩岩盤部分に築かれている。

〔屋根〕人為的なものはない。岩盤の状態である。

〔墓庭〕墓庭としての明確な区画はないが墓口の前面に平坦部をもち。 6号墓から続く土留

めの石列が本墓の前面まで達している。

〔サンミデー〕ない。

〔墓面〕岩盤の状態で整形の痕跡は見られない。

〔墓口〕北北西に向く。小さな厚みのある板状の石灰岩礫の石積が残る。

〔羨道〕殆ど無い状態である。

〔墓室〕平面形は方形。天井高が低い。

• 8号墓：掘込墓。 C地区。

〔概要〕中型墓。小丘陵の先端に露頭する石灰岩の岩盤に造られている（第13図）。

〔造営特徴〕岩陰状の部分に横穴を掘り込んだものと考えられ、墓口両側に大形の石灰岩礫

を使用している。

〔屋根〕人工的に成形、加工した屋根を持たない。自然の状態である。

〔墓庭〕左側は袖垣が残るが右側はほとんど壊れている。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕大形の石灰岩礫を使用するが、内側の裏正面では小型のものを積でいる。

〔墓口〕南西と南南西の間に向く。
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〔羨道〕石灰岩礫を敷く 。

〔墓室〕墓室のタナは正面・左右ともに 1段で連続した平坦面である。左右に高低差は無い。

. 9号墓：岩陰墓。 C地区。

〔概要〕小型墓。方言で言うチンマーサーにあたるのではないかと考えられる墓である。残

存状況から、数段の石積みで終わるものと考えられる（第 3図）。

〔造営特徴〕石灰岩岩盤のノッチ状に挟れた岩陰を利用している。

〔屋根〕自然の岩盤の状態である。

〔墓庭〕墓庭をもたないが、人が一人通れる程度の幅が残っていた。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕岩陰状の墓のため、 墓面は見られない。チンマーサーの可能性があり、仮に石積み

があったとしても数段と考えられる。

〔墓口〕南南西に向く 。正面を石灰岩の自然礫を積んで墓室を区画している。入口として開

たものはない。

〔羨道〕もたない。

〔墓室〕一見すすけたように見えるが、苔が付着した状態であった。

・10号墓：掘込墓。 C地区。

〔概要〕中型墓。岩陰状の墓室を有する墓である。墓の前面には石灰岩礫が崩落したと考え

られる状態で検出された（第14図）。

〔造営特徴〕石灰岩の岩盤に横穴を掘り込んだ墓。墓の前面の斜面に石灰岩礫の集中が見ら

れる。

〔屋根〕自然の岩盤である。人工的な屋根を持たない。

〔墓庭〕不明。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕墓面は残存しない。

〔墓口〕南に向く。

〔羨道〕奥に向って幅を狭める。

〔墓室〕奥に向って幅を狭める。

・11号墓：平葺墓。 B地区。

〔概要〕大型幕。石積を多用した墓である。墓室部分が基地内にあるので、伐採時は墓口が

埋められていた（第15図）。

〔造営特徴〕石灰岩の岩盤に横穴を掘り込んだ墓である。

〔屋根〕屋根の平坦部分に敷石を施す。

〔墓庭〕 一部のみ検出。敷石などは見られない。

〔サンミデー〕石灰岩の切石で造る。
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〔墓面〕石灰岩の切石を積み、漆喰で整形している。

〔墓口〕南東に向く 。

〔羨道〕南東に向く 。

〔墓室〕屋根が、墓に向かって右角が最も 高く、左側に傾斜している。墓の外観からは、 墓

室も整っていると思われたが、この形状から、改修されたことも考えられる。

・12号墓：掘込墓。 B地区。

〔概要〕 B地区で13号と並んで検出された小型の墓である。石灰岩の岩盤の状態がよくな

い場所にある。小型の厨子甕を納められる程度である。墓室からは蔵骨器とそれに納められ

ていない人骨が出土した（第16図）。

〔造営特徴〕丘陵岩盤の少ない所に、横穴を掘り込んだ墓である。

〔屋根〕自然の状態。人工的なものを持たない。

［墓庭〕墓庭を、 13号と共有するかのように持っている。 6号墓に至る墓道の脇から一段

上がった所にある。

〔サンミデー〕無し。

〔墓面〕自然の岩盤である。

〔墓口〕北に向く 。墓口の脇に立位で石灰岩礫を立てる。

〔羨道〕 墓口に使用した礫の幅の分である。

〔墓室〕小さい墓口に対して、 墓の右側に奥行がある。

・13号墓：掘込墓。 B地区。

〔概要〕 B地区で13号と並んで検出された小型の墓である。石灰岩の岩盤の状態がよくな

い場所でもある。小型の厨子甕を納められる程度である。墓室から人骨が出土した（第17図）。

〔遮営特徴〕丘陵岩盤の少ない所で、横穴を掘り込んだ墓である。

〔屋根〕自然の状態。人工的なものを持たない。

〔墓庭〕墓には、 12号と共有するかのように持っている。 6号墓に至る墓に行く道の脇か

ら一段上がった所にある。

〔サンミデー〕もたない

〔墓面〕自然の岩盤である。

〔墓口〕北に向く 。墓口の脇に立位で石灰岩礫を立てる。

〔羨道〕墓口に使用した礫の幅の分である。

〔墓室〕小さい。天井の高さが低い。小型の厨子甕が入る程度。

・14号墓：不明。 C地区。

〔概要〕聞き取り調査によって、太平洋戦争中に防空壕としてなかに人が入っていたが、砲

撃をうけ、老婦人が死亡し、幼い女子が怪我をしたため日本軍の医者の所に連れていったと

いう（第 2図） 。
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〔造営特徴〕大形の切石を使用している。亀甲墓又は平葺墓であったと思われる。

〔屋根〕不明

〔墓庭〕不明

〔サンミデー〕不明

〔墓面〕不明

〔墓口〕不明

〔羨道〕不明

〔墓室〕不明

・15号墓：掘込墓。 C地区。

〔概要〕小型墓。丘陵斜面の中腹に露頭する大型石灰岩を利用した状態のものである。墓室

から人骨が出土した（第18図）。

〔造営特徴〕露頭した大型石灰岩の下を掘り込んだものである

〔屋根〕自然の状態。

〔墓庭〕小さな平場を有する。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕石積みは見られない。

〔墓口〕南南西に向く。墓室の幅で開いており、納骨後は礫を積んで塞ぐものであったと考

えられる。

〔羨道〕もたない。

〔墓室〕小さい。小型の蔵骨器が納められる程度で横幅も短い。仮墓の印象を受ける。

・16号墓：掘込墓。 C地区。

〔概要〕小型墓。石灰岩の岩盤に小さく掘り込まれた、掘込墓である（第19図）。

〔造営特徴〕小さな墓ではあるが、墓庭を有する。

〔屋根〕自然の岩盤である。

〔墓庭〕小さな平場を有する。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕石灰岩の礫を積んだ後に漆喰で面をつくる。内側の漆喰は少ない。

〔墓口〕南南東に向く。

〔羨道〕礫の幅でほとんど無い状態。

〔墓室〕小さい。奥行があまり無いが天井は他の小型墓に比して高い。

・17号墓：掘込墓。 C地区。

〔概要〕中型墓。 C地区の最も東側に位置する墓である。墓庭外の墓口正面にあたる位置か

ら性格不明の土坑が検出された。平面形は不定形で、墓口に向いた長軸は約1.2m、石灰岩

礫が集中していた短軸は約90cmである。
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〔進営特徴〕掘込墓。石灰岩の岩盤を掘って墓室を造るが、墓には、左右の範囲を区切る程

度の石積みが有るのみで。墓庭正面石積を持たない。

〔屋根〕自然の状態である

〔墓庭〕左右に約15cm大の石灰岩礫を積み上げた袖垣を有するが、基盤の岩盤に対して直

口する状態である。正面には石積を持たない。

〔サンミデー〕もたない。

〔墓面〕石灰岩の切石を積んでいる。

〔墓口〕南東に向く。

〔羨道〕敷石はない。

〔墓室〕天井の高さが低い。墓室の奥と手前を区画したものと思われる礫の並びが見られた

が。約10cm程度の高さで、 一般的なタナとは様相を異にしている。墓室内からは打ち割ら

れた厨子甕が出土した。

（山城安生）
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第 1表 各墓の特徴、墓庭・墓室の部位別計測値一覧

墓外観 墓室乎墓口の
姦番号 ： 規模 ，位置

種類 面形濁 き

1号墓逸甲墓：大団 方形 ；北西 :A地区 3 I J 

5号墓亀甲墓大型：長方形：南東 :B地区 ： I I 
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ー ：

3号墓揮込墓：中型不定形：南西濱地区

4号墓 掘込墓庄閏方形 ， 南 !B地区

：南西と
8号墓：掘込墓 中型不定形：南南西:C地区

：の間 ；

" 

10号墓掘込墓 中型 ：不定形： 南 :c地区

"号墓掘込墓 中型不定形南南西 C地区I'
7号墓掘込墓叫聾 方形 ：北北西：B地区

12号墓掘込墓小型！不定形i北 !B地区

- ~ 
13号墓掘込慕小型長方形 北 !B地区

"号墓掘込墓 ,j型方形 南南西 C地区I
' I / ' ' 

16号墓潅i込墓：小型冴勺定形：西南西；C地区

9号墓逹す陰墓：小型；不定形：南南西：c地区

14号墓：不明不明：不明 不明 B地区

タナの数

m
 

積
り

面

（左

9

9

 

.

.

 
• 

J
 

1
 

ifwl 

： 

ー

]

-

―

1

]

l

.

―

―

一

．
＿

1

，

―

―

墓庭 (mり

サンミデ

墓口
（墓面～蓋石段差）

1段W : 2段H
幅 ；奥ITI , . , ・ I , 詞さ

而iR . [ 1 I受 1l没、 2段 2段
：面積

j j l 1rr J 
1-1 ,~ ・ 「I 11 
幅奥行

. Im'): 
・幅 ~! 行 ： 

. : : : 

- i -i 6.44 5. 31 - I), 91) i i. •15 2 jlj I 0, (I 」02j 0. 6-1 j O. 4b j U, 15 I). 90 j 0. 6・1 ill. 40 j 0. 47 

~., j.",i'~ •0 !··" I'" i'" i,,.I,,, ,,,i" .. i" .. :"" ""i'印 "・"
I • I' : • • • I : 

: ! : : : : : 

26.68 5. S.1 4. 36~ lb . 2. 35 O. 88 - - ! - 1. 05 U. 64 0. •17 0. 50 0. 9:l tl. li•l 0. 32: 0. 38 

i : '  

-: -; -·-• -~" .. ! -I -! -'"I""! ,,,i"・ロニ
13.Si i 1. 05 i-1.SO • 一： o. g; : I), 62 ! o. 151「）. Ill IJ. ~7 i 0. 62 j O. rn i 0. 30 

, , , , , , I , : , 
I 

」062 3. 3-l uo -I -i -! - • - : - I. 02 j 0. 62 i o. 3~0.49 0. 90 j O 62 j 0. 21 I -

: • • I j : j i j i 
1-1.45'3.14'4.76 1.97 Z.63:0.97 - 1 - - I.Oi:O.G6:!l.40:0.30 0.%:1).66:().25:0.30 

0. 99 i 0. 70 : (I. -14 (), •16 (). 87 i (). 65 i 0. :17 i 0. 57 

- - I. 70'2. 17: - - - i -j - i -
: i I • : 

： 
-; - 1一 IO.89 : 0. 61 : - : - O. 90 • II. 61 • O. 30 • 0. 48 

I I • I i • : • 
-. --I o. 37 : o. 51 : - : - - : - : - : -

tl.69 i 0. ,16 ー、—, — , — 

- : - 0・・ !0'"1" "'I"+,, 0"1- 1-□二。,.,. ,, . "I'・""・" 
- • O. fiO : O. 76 : : - - - - : -

ios!,ssi-1≫55 1Jss1-I-
i._,i._' 、 : ： 

―:- -1- -,-,-:-
： 

: 1 

6/  
＿，ー ：ー ：一

！ 
: ~ 
; ， 
： ！ 
: - iー ・一

; : ： l 
: I 

'' -I - 'ー：一
: ; I , ： l 

l :': 
-:-:-:-1-

I ! I 

-

l
 

-＇9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＿
 

―

―
 

6

"v
 

2

2

 

．

．
 

2

"

～
 

•••••••• 

,＇
1
,
 

．．．．．．．．．．．．．．．． 
-

•••
• 

5

6

 

6

3

 

．

．

 

2

1

 

5

1

 

0

5

 

．

．

 

5

3

 

―-

： 
I : 

-1-・-
I 

ー／ー一

―[― 

:r 

面
行

床
奥

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
＇ 

井

行
天
奥

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
'
 

-g
 

胤

羨道
（蓋石段差～シルヒラ

シの境目 ）

'' :  

高さ：幅 ，天井 ：床面

＇奥行 ：奥行

-16 -



墓口
＋ 

羨道 1番タナ 2番タナ 3番タナ

奥行面積 面積 ：天
昧面） (rn') 幅奥行 ， 幅奥行：井忘さ；幅奥行尚さ船如J 高さ ：幅追行I硲さ 幅 ：嗅rrl,喝さ 幅澳行I高さ：幅奥行隣 さ幅：奥行

, , (rn) ! ，四

0. 92 6. 83: 2. 45: 2. 80 2. 32 :1-50: 1. 52 1. 84 0. 18 i 2. 41 0. 41 0. 16: 2. 43: 0. 44 0. 26: 2. 45 0. 4 - : - : - - - • - 0. 22 1. 52: 0. 46 0. 20 :1-53 0. 48 

: ： ':'':''':  : 2 . : : ':  : 
0. 88 9. 99: 1. 53: 3. 65 2. 07: 1. 53: 1. 35 2. 75 0. 24 2. 74: 0. 45 0. 20 2. 74 0. 46 0. 22 2. 72: 0. 45 0. 24: 0. 46 0. 18: 2. 72: 0. 47 0. 22: 1. 36: 0. 60 0. 20 1. 36: 0. 60 

, , , : : : : : : : 7 3 : : : ・:  : : 

0. 88 6. 50 i 2. 40. 2. 73 2. 25 1. 50. 1. 50 i 2. 45 0. 27 2. 40 0. 42 0. 25 2. 40 0. 40 0. 25 i 2. 40 0. 39 - i - i - - i -: - 0. 27 1. 52 0. 40 0. 27 1. 50 i 0. 46 

: • • I 
o. 90 I s.zs ! 2. 62 2. 96 2. 27 1. 51 1. 50 !J. 70 o. 18. 2. 78 o. 65 o. 17 / 95. o. 38 o. 26 i 2. 97 o. 38 - - ! - - -! - o. 20 1. 46 o. 65 o. 20 i 1. 50 o. 55 

, , I 

rn,,~i,us -!--i,,, :-i--!-i--i-i--1-i--,-i-
- 1. 94 • l. 65 l. 1,1 - ; —• -: l. 33 - : - i - -: -: - -: ―,- -, ―, - -,-・- -: —, — 

: l' . : ! : I • • • • • • : • 
0. 60 2. 68: l. 邸 i.ro I • , - - - :2.22 - ・ —- -・- - -,-'- -・-・- -,-・- _, —, — 

1. 03 8. 95, 1. 60 1. 53 2. ~. 1. ~o 1. 53, 1. so o. 35 a. so 1. 17 , ー ：一一 ' - - '- . -

- , 3. 03: J. g7 J. 6-1 , - : - - : ] . 311 - I ---i -I - - -: - -! - : —,_ , _ , _ , _ - -,-,_ -

0.4814.70!!.37 2.06 2.03 2.43・0.S< l.lU 0. 16 2.-JO 1.02 : 

ー !-ー

:』 . ! 

-1-―|― i -I-I― 

工

墓室 シルヒラシ
タナ（正面）

2

3

0

5

9

5
 

9

7

7

3

5

,

-

•

•••.• 

o

o

o

l

u

"

O

 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 

0

5

3

4

8
 

q

.

5

U

6

8

3

-

．

．

．

．

．
 

0

ー

I
’

ー．

0

1

••••••• 

,．, r・・-・・
・-・・・-・・・-・・-・・・-
・・・
 
‘, ••••• 

、.. ,、
... ‘, •••••• 

,、
.... ,
 

．．
． 9999999

99999999999999999999999999••9999, 

1

8

8

-

8

-

o

-

］
 

6

9

-

6

9

5
 

a
 

I
 

．

．

．
．

．

．
 

o

o

u

l

o

1
 

9

9

9

9

9

,

．
 

l

-

＿

―

-

＿

＿

 

-1--'0, 75 

i ！． 

I 
ー i-'― [O. 55 

i 
戸―_,_, — . 

'・ : 0. •115 ， 
I : 
: ： ！ 

• • I : • 

-, ―: -:(J, 82 

: I 
i : ， ； ： ， 

- - • - ,0.52 
: : 
; ’ 

: ：＇ 
: : : ： 

- • - • - .1.9り

: . : 
: : : 

: • i ：：；  
- :- : ー ：一

： 
： ':  
: i 

＿

一

―

―

 

．
．
．
 

―

―

 

'

,

 

―

―

―

―

-

l

-

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
1

,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
r

,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇-9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇『＇9
9
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

ー

ー

―

_

_

 ＿し
い
．

I
＇-

]

I

I

'

．．-

「

-

l

―

―

―

― ； 

ー ；一 j 一

三-'- . - '-

一

-:- -

； 
, • 
• l 
, 9 

- -・-

-i--

4番タ ナ

-— 
： 

／ 

5番タナ

： 

： 

右

＿
9：99:＇,

タナ（左右）

左
一 ，

, ： 
：： ： 

＿

＿

＿
 

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
1
,
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

＇-
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,
 

―

―

―

 

―

―

 

o. 30 1. 50 i o. 65 Io. 30 j I. 37 1. 5 

- -・ 一,- - _,_, 一 ＿
： 

i 
- - _, —, 一1-

j 
ー ：ー：一

T ー ；ー＇一 ,- - _,_ ,_ -

一

-, —: - ,- -_,_ 
： : i 
' ' ' ' ' : ： ． 
： ： 
： ： 

ー ：一 ]-,- - -

-L:----
： ＇ 

i 
ー ：ー，一 ,_ - -

. : , ： 
: 9 

' : 
! ; -•- _,_ - -
. : 
： 

-i 
＿

＿

 

[
：
'
—
一
'
|
'
・
'
[
ー

•9 

t
"
"
"
'＇
ー

・
＇

ー

•
9
,

．

,
i
_

.. ,~ 

―

―

 

！ 
—, -1-
l 

: 1 
! ' ， 

-j- • -
j ! 

ー・

-17 -



沸 3 図 成 願 S 願 S 閉 醐 廿 ~ A 若 図 廿 ~ B 若 図 T ' C ± - f u図

|  1 8  |  



艮）
0
"0
1
=

1
3
:
 

、
V

、~I

＠少
A
、

E

L

 
1
1
 1
0
.
 OOm 

（入

}
m
く
）
図
唄
瞑
酒
姦
担

B
 

<( 平面図

B' 
E L=7.00m -: ― 

入口内面図

図
酒
エ-`  ロく

蒜担`  

<( 長

)> 

8 日

歪
II 
-l 

に

゜
2m 

入口外面図

第 4図 A地区 1号墓 (1) 平面図・側面図

-19 -



B― も`
I 

正面図 (Bライン）

EL =8.00m 

＠少

EL =8.00m 

~c' 

I 

A 

墓室正面 (Cライン）

A no. 1 no. 3 
I/ L 

口，
：： ：ーロ~oo.2

no. 6 

-c' 

＇`  墓室平面 IA

（べ yf, J) 図型王董
I¥::/ 

l,V 

第 5図 A地区 1号墓 (2) 正面図、墓室

-、3

moo・s='13: 
-'.) ゜

2m 

-21-



EL•:! 墓室麟フイノ~
~E L=8.80m 

正面図 (Bライン）

墓室平面図

⑤
 

（入

}
m
く）

図
唄
獣
涸
姦
担

4
 

、~ I

沿＞

A
、

E

L

 11 
8
.

80m

~ 

・り
L.＇べ
2

。
ヽ

計
壁
固
濯
画
図

(
A
7

1

 "/) 

日
0
8
"8

=

1
3
:
 

＜
 

<t: I 

I • 

゜
2m 

第 6図 A地区 2号墓
平面図

-22 -



EL=7.00m 
g
 

、::i:I 

｀ 
(

入

}

↑

＜

(Bライン）

囀 Aヽ
 

E

L

 
1
1
 7
.
 OOm

-|
 

EL~, .. ~~C 
廿
湮
固
渾
画
図

ー

2
3

|
 

g
 

A'J1:;,,,) 

l:i> 

C: 
EL=6.0Qm ~ 

平面図 D 
EL =6.00m一

第 7図 A地区 3号墓

t
 

墓室正面

令
⑭ 

c
 

c
 

墓室平面

固型王童 y

~OL~r~~~ 

゜
2m 



B 
EL=lO.OOm~ 

N① 

ロ
c< 
II 

B' 

さ

旨゚

計

I)>、

雷
: 
区］

• ゞ
I

⇒、

B' 
＼＇ 

2
4
 

第 8図 B地区 4号墓

こ］- --―ニ
N 墓室正面 (Cライン）

）` 
c
 

moo・o1= 13.-
;) 

c
 

c
 

墓室平面

(/.'.yf,'.)) 回匪王童

3
 

1 • 

゜



勺

墓室正面図

＾ 計，＼ 

";-- i 111nn rn 11竺Ii¥ 

<t: 

図 図

: • I l / I EL =12.00m・ 

涸 lゞ
⇒、

塩
担 ¥! 

c- c' 

第 9図 B地区 5号墓

•8I1113 

ri/ 

I 

A 

平面図

裏正面図

Aヽ
 

E
 L
=
1
2
.00m
-

C 
EL=l2.00m― 

B' 
EL =12.00m -

-25 -



B
 

B' 

I 

正面図 (Bライ ン）

墓庭入口内面図 (Bライン）

.~ 
- . -

一- - . 
~ 

` ― 
- - - . - - -

墓庭入口外面図 。

c' 

2 rn 



＇ A
ー

,v 

（入

}
m
く）

図
唄
獣
固
酒
担

正面図 (Bライン）

B' 
EL=l2.00m― 

B
 

墓庭入口内面図

D ＇ E 

|
l,
a
o
o
.
N
I
I
I
T
a
 

＜
 

I 

A 

平面図

石橋平面図

EL =12.00m― , 

＼ 

EL = lO.OOm— 

゜
2m 墓庭入口外面図

第10図 B地区 6号墓

-27 -



B
 

二

右外側側面図 (Eライン）

----了

E' 

計
翌
固
濯
面
図

E

L

 =
1
2
.
 
0
 O
m
 

t
 

豆`

 

J
U
 
U
l
 1
1
T
a
 

C
-

三
[

A ヽ

------

c
 

‘ ... -一.-. ― 

＇ A
ー

⑦
z
 

c' 

A' 

人

墓室平面

I 
A 

裏正面図 (Cライン）



EL =12.00m 

• 

正面図 (Bライン）

入
｝
↑
く
）
図
唄
試
回
酒
「
一
i
}

担

⑦ル

EL~l2.00•- u 
墓室正面 (Cライン）

EL~12b三
墓室平面図

、V

計盆―
l

薬
固
濯
画
図

(
A
'
7
1
 :;,,) 

゜
2m 

第11図 B地区 7号墓

C 
， 

EL =20.00m 

墓室断面図 (Cライン）

（入

}
m
く
）
國
唄
賑
国
酒
ー
―
i
}
担

第12図

m
oo・02: 1
1
1
a

区地c
 

9号墓

；` 

_,・,  --／、ペ
て了ア -1 

<(I 

平面図

計幸―
l

睾
固
渾
岸
図

A
 

E

L

 11 2
0
.
 O

O
m
ー

A
、

゜
2m 

-29 -



B 
EL =19.20m― 

B' 

正面図 (Bライン）

C 
EL=l9.20m -

c' 

~= 
墓室正面 (Cライン）

（ベ.vf: 8)図固可葦
. - - --,-,-,I . 

:) ゞ とべ屯亨?'-Li<.. -,::i lllQZ"61=13: 
M 
r 
II 
;; 

A' 昔

~ ~I 
¥I@ 

/― ~ ＼ 

計
睾
西
湿
画
図
,,____ 

• 
'11 
△、

＼＇ 
ヽ

I)> ,, r'\.~ 、；— _,, f Y-i n.r 4,. ノ"'.K>-J

晨
乏 ―- ...._,_....- I 

II A 

゜
1 2m 

-l 

w 平面図

第13図 C地区 8号墓

-30 -



B .J~ _B' 

ご 巳
トー』

<D 

,_. 

横断面図 (Bライン） 畠

、~II 叫 I)>、

-、 N
，＼ 計

；① 湮
固

• <ヽi:: B B ＇ 
濯

図
~ 

: 医l

• 
陸

¥.jl 

~ 
⇒、

担 " 

ぐ
平面図

<(I o ー 2m 

呈0
0
1
・5
1
=
1
3
:

I)> 

第14図 C地区 10号墓

-31 -



B 
EL =8. OOm ---

正面図 (Bライン）

、::i:I 

（入

}
m
<）

図
唄
獣
阻
酒
担

B
 

<l'. I 

平面図

B' 

計
壁
国
渾
涵
図

(
A
 :
H'
::,,
)
 

E

L

 11 8
.
 O

O
m
 

A
、

EL 8. OOm 

A' 

少②

c
 

叫）o・s= 1 3. -― 
:) 

c' 

人

墓室正面図 (Cライン）

I 

A 

墓室平面図

（／、｝丘'.))図型王童

V 

I)> 

゜
2m 

第15図 B地区 11号墓

-33 -



B
 

B' 
— EL =12. OOm 

c
 、4'.I 

(
入
}
↑

く
）
図
唄
訳
固
酒
担

日
o
o
・z
1
11
T
a
 

ニ・横断面図 (Cライン）

~ 

c
 

~, 計
型
固
濯
画
図

A
 71
'
.
/
)
 

g
 

<I'. I 平面図

゜

E
L
 11 1
2
.
 O

Om
 

m
 

|
A
 2 

第16図 B地区 12号墓

B
 

正面図 (Bライン） EL=l2.00m 

、~,

バニ〗 こ
横断面図

、~I

日

o
o
・z
I
=
1
3
:

＜
 

（入

k
m

<）

図
唄
獣
阻
酒
担

⑦
z
 

B
 

c
 

<{ I 

平面図

g
 

計
翌
固
鴻
面
図

(
A
'
7
1
:.,,) 

A
、

゜
2m 

A
 

E
 L
=
l2
.
0
0
m
 

第17図 B地区 13号墓

-35 -



B 
EL =19. OOm --

<C I 白

r 
正面図 (Bライ ン） II 

后

、4:I 
畠
)> 

． <(I ~ (1')~ 応
I , 

ヘ 計
9、

翌

‘ 囲
If'¥ 

濯
<t: 画

図
図

喜
ヘ

• ゞ
I

固 →、
酒

＼＇ 

喜 ［ 北

ヽ

<( I cs, ←I一I4 

<l'. I 

J I)> 平面図
>---1 
μ1 

第18図 C地区 15号墓 ゜
1 2m 

<( 
I 

B 的~~墨 B' 
EL=20.00m -

M 

'" II 
芦

旦

ヘ`
~I I •, 

計
入

" 
型

II"¥ 
固

<!'. 濯
ヽ 届

図
医l

唄
＾ 皿 >-

晦
'-.!I 

酒
-"-. 

担
¥'. 
ヽ

B ヽ

<(I 
I)> 

゜
2m 

第19図 C地区 16号墓

-36 -



c
 

, , I 

裏正面図 (Cライン）

、4'.I 

ー

3
7

1
 

（入

}

m
く
）
図
唄
獣
涸
塩
担

計
立
室
固
図

第20図

t'1 
r 

； 
C地区 17号墓

1

日
0
0

"8
l

1
1
1
3
 

＜
 

B
 

B
 

;＠ 

a a' 
EL=l7.00m 

てベダ―

正面図 (Bライン）

’
 A

ー

叫

A 

平面図

b b' 
EL =17. OOm 

-ti露—

B' c
 EL =18. OOm 

計
型
国
濯
画
図

(
A
7

1

 1/
)
 

I ヽ

右断面見通図

E

L

 
=

1

8
.

0
 

A
、

o
m
ー
—
—

c' 

EL =18. OOm 

I• 

ー

日

0
0

'8
T

11
T
a
 

0 1 2m 
I , , , , , I 



第W章遺物

本古墓群からは蔵骨器・中国産磁器・沖縄産陶器・ 陶質士器・玉類・円盤状製品 ・金属製

品・ガラス製品・根付などの遺物が出土した。これらの遣物について個々に述べる。

第 1節蔵骨器

本古墓群から出土した蔵骨器は総数196点で、家形と甕形の蔵骨器である。前者は石製と

施釉陶器製があり、後者は陶器製である。これらは方言で「ジーシ（厨子） ・ジーシガーミ

（厨子甕）」などと呼称されるものである。

出土状況を第 3表に示した。墓室内に納骨されて納められていたものは1号墓出土の 7基

であった。また、本古墓群出土の蔵骨器で銘書が記されたものは16基で、第 2表に年代比

較表を示した。本古墓群出土の蔵骨器の分類を以下に示す。分類は銘苅古墓群 I・II、ナー

チューモー古墓群などを参考に行った。

I類．石製家形蔵骨器

A. 身：箱型で 4脚が付く（第30図2)。

B. 蓋：寄棟形。 （第30図 1)。

身の胴部の装飾は正面のみで、蓋は棟に装飾が付く 。いずれもサンゴ石灰岩製である。

II類．陶製家形蔵骨器

A. 身：箱型で 4脚が付くもの。

1 . 口縁下に軒が付くもの （第21図2. 第22図2. 第28図2. 第29図2)。

2. 口縁下に軒が付かないもの（第23図2. 第24図2. 第25図2)。

B. 薔：寄棟形。重ね焼きのための「ツノ」を有する。

1 . 屋根の上層と下層にツノ付獅子頭を有するもので、上層の正面中央と背面の左右

隅に 2個もつもの。

ア．下層の 4隅に付くもの。 （第25図 1)。

イ．下層の 4隅とその間にあるもので、 4隅間の正・背面が 2個、左右 1個をもっ

もの。 （第21図 1)

2. 屋根の上層と下層にツノ付獅子頭を有するもので、上層の正面中央に「ツノ」を

有し上層 ・下層ともに 4隅に付くもの（第22図 l、第24図 1、第27図 l、第29図

1)。

身・蓋ともに貼付による装飾が施されるもので、施釉されており、は、白化粧十緑釉＋鉄

釉（第21図 1・2、第22図 1・2)、第27図 lは白化粧＋緑釉＋鉄釉、白化粧＋コバルト

釉＋鉄釉＋緑釉（第25図 1・2)、白化粧＋コバルト釉＋鉄釉（第24図 1・2、第27・28
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図、第29図 1・2) によって装飾部分などに掛け分けされており、基本的には屋根や格子

部分・柱(?)の部分や貼付の装飾に緑釉やコバルト釉が施され、壁にあたる部分は白化粧、

そこに貼り付けられた蓮華・龍・獅子・坊主などに鉄釉や緑釉を施している。中には背面の

装飾が施されていない部分に鉄釉の大・小の丸文の列を交互に施すものがある。また、身・

蓋の内器面に鉄釉が施されるものがある 。 （第21・22図）。いわゆるツノ付御殿型厨子甕

と称されるものである。身の II類A2はII類Alに比して小振りで脚が長いく装飾が少ない

が、蓋に見られる装飾の貼付などは大きくは変わらない。

m類陶製有頚甕形蔵骨器

A. 身

甕形で頚部が立ち上がるもので、マンガン釉が施されているもの。

1. 口径の外径が胴部の最大径よりも小さいもの。

ア．口縁部内側がほぽ直線的で舌状を呈さないもの、底部に脚を持たないもの。 （第

31図3. 第32図6. 第34図11. 第36図 1~4) 。

文様は正面中央部の銘書を記す部分を囲む装飾が貼付けのみで、逆「U」字状のものと、

家形のものがあり、その左右に施される文様は、貼付け＋線彫りと線彫りのみがあり、背面

にも線彫りの文様を施すものもある（第31図3. 第36図3)。貼付文は蓮華や坊主で他は

線彫りである。

イ．口縁部内側が舌状を呈するもの

①底部に脚を持たないもの。 （第26図2・4・ 第32図8. 第34図8・12)。

②底部に 3個の脚が付くもの（第35図7. 第32図9)。

③底部が不明なもの（第34図10)。

文様は正面中央部の銘書を記す部分を囲む装飾が貼付けと線彫りがあり、器高が40cm以

上からは貼付けで、 20cm以上30cm未満はほとんど線彫りとなり、この装飾の左右に施され

る文様は、蓮華・葉などがすべて線彫りで施される。

2 . 径の外径が胴部の最大径より大きいもの（第32図11、第33図3・5、 第34図 7. 

9、第35図6)。第33図 5は、窯焼の際に変形し片側が胴部の最大径の内側にあ

るものであるが、ここに含めた。

文様は正面中央部の銘書を記す部分を囲む装飾を持つものとないものがあり、前者には貼

付けと線彫りがあり、その左右の文様は線彫りで蓮華が施される。後者は線彫りで、肩部や

胴下部に直線や波状を囲続させており、第33図3のみに胴部下半の直線文の下位に文様を

施している。

3. 口径の外径が胴部の最大径より大きいもので、胴部の膨らみが弱いもの（第34図

6)。

文様は線彫りで、直線文と波状文を肩部や胴下部に施す。器高は、底部を失っており不明

であるが、残存部での器高は22.2cmである。

4. 不明（第32図7・10、第33図 1)
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本類に施された、マンガン釉は底面には施されず、大半が口唇部と底面・内面を除く表面

に施されているが、内器面の口縁下まで施すものもある（第34図9・11・12)。

身の器高は50cm以上60cm未満、 40cm以上50cm未満。30cm以上40cm未満。20cm以上30cm未

満に大別され、 40cm以上50cm未満に施される文様は貼付け＋線彫り、線彫りのみの両者が

見られるが、これ以下は線彫りのみ、これ以上は貼付け＋線彫りである。

B. 蓋

陶製有頚甕形蔵骨器の蓋の分類を記す。

1 . つまみが餞頭形。

ア． 「き」を持つもの。

①．鍔の部分を強く折るもの （第26図3、第34図3、第32図3、第34図2 (6)、

第35図 5、第35図3、第35図 1)。

②．鍔の部分が緩やかなもの（第34図6)。

イ． 「き」を持たないもの。

①．鍔の部分を強く折るもの（第34図 5、第32図2、第34図4、第33図4)。

②．鍔の部分が緩やかなもの （第32図4)。

2. つまみが宝珠形（第34図 1、第35図2、第31図4、第35図4)。

ア． 「き」を持つもの。鍔を強く折るもの（第26図 1、第31図4、第35図4)。

イ． 「き」を持たないもの。鍔を強く折るもの （第34図 1、第35図2、)。

3 . 不明 （第32図 1、第32図 5)

蓋の高さが10cm以下のものは、口径（外径）が20cm以下であることから、 20cm以上30cm

未満の小型の身と対になるものと考えられる。

w類．陶製軒付甕形蔵骨器

A. 身 （第31図2)

肩部に軒を有するもので降棟が4個付く。文様は張り付け＋線彫りで、背面まで施される。

正面中央の銘書を記す部分を囲む装飾は家形である。

B. 蓋 （第31図 1)

上層の軒には降棟が4個付き、 下層は無文で鍔となる。つまみは宝珠形で「き」を持つ。

以上に述べた、蔵骨器には銘書〔名前・洗骨が行われた年号や死亡年・位階などを記す。〕

が記されたものがあり、これに見られる年号で最も古いものは、中国年号の道光 2年（

1822年）で180年前、他には同治・光緒があり、日本年号の明治（同治 7年から日本年号は

明治） ・大正・昭和が見られた。もっとも新しいものは昭和19年 (1944年）で58年前であっ

た。また、位階には、築登・親雲上が見られた。

（山城安生）
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第 3表蔵骨器出土一覧

分；‘‘‘‘ご点
1号奉 2号墓 3号墓 4号墓 5号墓 6号茎 7号墓 8号墓 9号墓

墓室 庭墓 外晏 不明 墓室 庭墓 墓外 不明 墓室 庭墓 外墓 不明 室墓 庭墓 外墓 不明 室墓 庭基 外墓 不明 基室 庭墓 外墓 不明 室基 庭墓 外墓 不明 室墓 庭墓 外墓 不明 墓室 庭墓 墓外 不明

Ii 
完形 I 

A 
胴部

（身）
底部

B 完形 1 
（蓋） 口縁

~ 口縁

2 I l 
I 

l 
］ 

胴部 I 

胴部

完形 3 ＇ ふ 口緑
2 

I I 
胴部 I 
胴部

i 口緑 l 

不明 胴部 7 16 

I 
底部 1 1 

完形 l 
1ア 口縁

洞部

喜 ＇ 1イ
ー，

B 
（蓋） 完形 2 1 

2 口縁

胴部

口縁

不明 胴部

旺部

完形 l 

一］ア 旱，9雌1;
I 

底部

完庇 2 

1イ①
口縁 l 
胴部 ！ 

底部

完形

1イ②
口縁

脹部

底部

完形 I 

1イ③
口縁

ふ
胴部

底部

完形 I 

2 
口緑

III 胴部
類 底部

>I ． 完形 I 

3 
口緑

胴部

底部

口縁

4 胴部

底部 2 I 

口縁

不明 朋部 I 9 4 7 2 l 2 l l I 6 l 

底部

1ア①
完形 l 1 
胴部

1ア②
完形

胴部

1イ①
完形 1』 1 
胴部

1イ②
完形 I 

ふ 胴部

2ア
完形 1 1 

胴部

2イ
完形

胴部

3 
完形

胴部

不明 胴部 3 1 

ir : 
完形 1 

身
口縁

胴部

底部

壷
完形 I 
胴部

小計 13 l 9 8 8 1 I 13 2 1 1 3 1 2 2 1 4 3 27 1 0 1 
総合計 13 10 17 16 5 6 4 31 l 

＊完形には、ほぼ関係や図上復元のものを含む。
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10号墓 ll号墓 12号器 13号星 12・13号墓 14号墓 15号墓 16号姦 17号墓 I・6・7号墓
不明 小計

墓室 庭墓 外墓 不明 墓室 庭墓 外墓 不明 墓室 庭墓 墓外 不明 墓室 墓庭 外募 不明 募室 墓庭 外墓 不明 墓室 庭墓 墓外 不明 墓室 庭墓 墓外 不明 昼室 庭墓 外墓 不明 墓室 庭墓 墓外 不明 墓室 墓庭 ；；；外 不明
合計

I 
トー

1 

旦ーl 

I 5 

1 6 

ト―

3 

I 

I 
5 

l 

2 3 15 43 46 

I 2 

l 2 

2 

I 

I 

1 4 

4 
＇ 

5 2 7 7 

4 5 

I I 1 4 ， 

I 3 

1 4 

I l 

I 

I 2 

I l 
3 

I 

I 1 1 1 5 

5 
ドー

土．
I ~l ． 2 

3 

3 

， 2 I 3 6 I 3 5 I 62 7 69 

2 

1 3 
3 

I 1 4 4 

I 1 
1 

l 3 3 

l 6 3 14 14 

l 

l 

＇ 
1 

1 

， 2 3 2 5 2 115 2 12 2 1 3 5 1 3 3 4 2 17 
196 

11 5 22 14 3 12 7 2 17 
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第4表a 蔵骨器観察一覧
＊口径はすべて外径で、家型については横は長軸、縦は短軸。

出土地 計測値

挿固番号
a : 器高

地 > 分類 b : 口径（横）； 銘書 観察事項
図版番号 墓番号 出土地点 C : ,, (｛ 縦

区 d: 底径横
No e : ,, 縦

36. 5 窓孔10(正面： 3、左右側面：各 2、衷

第21001 
44.4 面： 3)。 「き」なし。

図版17
B 1イ 蓋 29 

A 
地 1号墓 Nol 墓室 II← 

区
類 41. 7 道光二年辛巳八月四日死去 死亡年は、 1822年道光二年。窓孔 6窓

第21図2
42 ／次男樽嶋袋 孔（正面 2、左右側面：各 2)。底孔2。

図版17
Al 身 26. 9 

34. 7 
20. 4 
36. 7 先骨日 ／明治廿五年七月十 洗骨年は、 1892年明治25年。 「き」な

第22図 1
39. 4 日／仲本ノ島袋築登ノ妻ナ し。

図版18
B2 蓋 29. 4 ベ

A 
地 1号墓 No2 墓室

II 

区
類 40. 2 先骨日／明治廿五年七月十 洗骨年は、 1892年明治25年。白化粧に

第222図2
36. 2 日／仲本ノ島袋築登ノ妻ナ 緑釉と鉄釉を掛け分け。窓孔13(正面：

図版18
Al 身 26 ベ 5、左右側面：各4)。底孔3。

29 
19. 5 
46. 5 昭和九年旧十一月 H洗骨／ 洗骨年は、 1934年昭和 9年。窓孔12

第23図 l A 
II 

46. 5 島袋加那妻仲本島袋マカト （正面3、左右側面：各4、裏面： 1))。

図版19 地 1号墓 No3 
類

A2 身 34. 9 底孔 2。
区 35. 4 

25.2 
41. 5 仲本ノ島袋加那父ノ樽姉ウ 洗骨年は、 1914年大正 3年。窓孔 8

第24001 
35. 5 シ丑ノ骨／大正三年旧十一 （正面： 2、左右側面：各 2、裏面： 2)。

図版20
B2 蓋 24. 5 月洗骨 「き」な し。

A 
地 1号墓 No4 墓室

]] 

区
類 44.3 窓孔 7(正面： 1、左右側面：各 2、裏

第24図2
36. 2 面： 2)。底孔 2。

図版20
A2 身 27 

29.1 
20. 5 
42. 9 金加那／島袋義正／昭和二 洗骨年は、 1927年昭和 2年。 「き」な

第25図 l
36.6 年十二月先骨卯年 し。窓孔 7(正面・2、左右側面各 2、

図版21の 1 Blア 蓋： 裏面.1)。

A 
28. 2 

地 1号墓 No5 墓室
II 

区
類 44 窓孔8(正面： 3、右側面： 4、裏面： 1)。

第25図2 35 底孔 2。

図版21の2 B2 身 27. 8 
27. 2 
20. 9 
12 伊礼ノ次男ノ／島袋次□長 洗骨年は1914年大正3年。 「き」なし。

第26図 l
23. 7 ／男蒲骨／口時死／大正三 「台」 1段。

図版22の 1
B2ア 蓋 年旧十一月洗骨

A 
地 1号墓 No6 墓室

ill 

区
類 38.8 窓孔3底孔 8

第26図2
21. 4 

図版22の2
A 1 身

13. 5 

12 7 仲本ノ島袋加那／二女カ メ 洗骨年は1914年大正3年。 rき」あり。

第26図3
26. 3 骨／大正三年1日十一月洗骨 「台」 3段。

図版22の3 Blア① 蓋

A 
地 1号墓 No7 墓室

皿

区
類 56. 5 正面左側で口縁部から胴上部にかけて、

第26図4
28 石灰が付着がみられ、墓室天井からの

図版22の4
Alイ① 身 滴に よるものとみられる。窓孔 3。底

18. 5 孔 9。

A 28. 5 窓孔なし。底孔 9 (底部 5/底部際側

第32図11 1号墓、 1号墓屋根、 III 
18. 9 面4)。

図版28の11 B 
6号墓 6号墓室 類

AZ 身
地 9. 5 
区

12. 8 大正五年・・・照屋仁王 1916年大正 5年。洗骨・ 死亡年のいず

第32図 1 A ill 
27. 6 れかは不明。 「き」な し。 「台」3段。

図版28の 1 地 2号墓 墓庭
類

B3 蓋
区

7 昭和十一年／旧十月 ー十七 洗骨を方言で「シンクチ」に起因する

第32図4 A ill 
18. 9 日／新骨／女ウシ とみられる「新骨」と書かれている。

図版28の4 地 3号墓 墓庭
類

Blイ② 蓋 「き」な し。 「台」なし。
区
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第4表b 蔵骨器観察一覧
＊口径はすべて外径で、家型に

出土地 計測値

挿図番号 a : 器高

>
b . 口径（横）

図版番 号地区墓番号 出土地点 分類 C ． • ク（縦） 銘書 観察事項
a: 底径（横）

No e : ,, (縦）

第32図 9 地A 3ロ 墓 III 5236. .4 7 窓孔 3?。底孔24。

図版28の9 区 方 墓 外 類 Alイ② 身 — 
21. 4-

第35図6 地A 3c 墓 m 3109. .5 l 窓孔 3。底孔不明。

図版31の6 区 方 幸古土去 類 A2 身 — 
12. 5 

第27図 1 4399. . 66 光日／緒ー明治十五年年□□八月廿七 洗骨年は1906(光緒32)年、1897(明治30)
図版24の 1 B2 蓋 35.5 父蒲光緒 山 十凹八月照屋鍋年。窓孔10(正面： 3、左右側面：各 2、

B ー ニ ー年丁酉八月裏面： 3)。 「き」なし。

地 4号墓 墓室 II - 廿七H洗骨／照屋鍋母加ま

区 類 44.5
第28図 1 47.8 窓孔15(正面： 3、左右側面：各4、裏

図版24の 2 Al 身 36.5 面： 4)。底孔 5。

39. 6 
29.1 

B ＿ 如て

第32図10 地 4ロ 墓 —皿 忠 1し不明。底孔 6。

図版28の10 区方 基 庭 類 B3 身 — 
19 

第32図 2 地B 4ロ 墓 皿 179. . 50 「き」なし。 「台」 2段。

図版28の 2 区 方 墓 庭 類 Blイ① 蓋ー

第32図 3 I 4 号墓 Ill 乱 「き」 あり 。 ［台」 1段。

図版28の 3 区 墓 室 類 Blア① 蓋—

第32図 7 地B 4ロ 墓 皿 窓孔不明。底孔15。器高残存(19)。

図版28の 7 区万 墓 庭 類 A4 身 — 
19 

第32図8 地B 4号墓 皿 翌： 窓孔不明。底孔13。

図版28の 8 区 墓庭類 Alイ① 身 —
19. 4 

第32図 5 地B 7号墓 Ill 28-.1 「き」なし。 「台」 2段。器高残存（

図版28の5 区 幸古土去 類 B3 蓋 — 10. 9)。

第32図6 地B 7c 墓 ill 2—6 貼付＋線彫り 。波線と蓮の花の貼付が
図版28の 6 区 万 墓室 類 A 1ア 身 — 一部残存。窓孔不明。底孔不明。

16 
第31図 1 33 「き」あり 。 「台」 1段。

図版27の1 B 蓋 — 
C 
地 8号墓 墓庭 N -
区 類第31図 2 65. 5 貼付＋線彫り 。窓孔3。底孔11。

図版27の2 A 身 30. 2 25.4 

第31図 3 地C 8ロ 墓 ill 259 5. 85 背面側は線彫りで'風景を描いている
図版27の3 区 方 墓室 類 A 1ア 身 — ． と思われる。窓孔 3。底孔 5。

20.8 

第31図4 地C go 墓 III 且 「き」あり 。 「台」 1段。

図版27の4 区 万 士古土宝 類 B2ア 蓋 — 

第30図 1 4527 .56 石灰岩製。 「き」 なし。棟の左右端 と

図版26の 1 IB 蓋 45.5 中央に削りだしの装飾を施す。

C 29 
地 8号墓 墓室 I 25. 4 
区 類 40.4 … 第30図2 35 5 石灰右製。窓孔 2:長方形。底孔なし。

図版26の2 IA 身 41. 9 正面に階段と突帯状の装飾を削り出す。

51. 4 
26. 7 

第33図 1 地B 11ロ 墓 m ― ー 窓孔 3。底孔19。器高残存(57.2)。

図版29の 1 区 万 墓 室 類 A4 身 — 
24 
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第4表 c 蔵骨器観察一覧

I 挿図番号
出 土地

図版番号 唇 ， 分類
墓番号 出土地点

No 

第33図2
図版29の2

~11 12号墓
第33図3
図版29の3

第34図7 1: 112-13号墓
図版30の 7 区

第34図8

喜B［三図版30の8

I 
B 第34図5
地 113号墓図版30の 5 区

B 
第34図 6 地 13号墓
図版30の6 区

第34図2

屋Bロ図版30の2

第34図3 B 
地 113号墓図版30の3
区

I 
B 第34図4
地 113号墓図版30の4 区

B 
第34図9 地 I13号墓
図版30の9 区

第34図10 地BI 13号墓
図版30の10 区

第34図11 1 l 113号墓
図版30の11 区

第34図 1 I: 113号墓
図版30の 1 区

□ 類 I Blア① I盃

I A2 I身

墓外 I 類IllI AZ I身

墓室 |』IAlイ② I身

銘書 観察事項

墓室 I』IB 1イ① I蓋

＊口径はすべて外径で、家梨については横は長軸、縦は短軸。

r a : 冒 I I I 
b : 口径（横）
C • ク（縦）
d : 底径（横）
e : ク（縦）

轟i.78 「き」な し。 「台」なし。器高残存（
6. 7)。つまみの頂部中央に穴あり 。

5
9
 

呑
狐

10. 2 

昇j

12. 6 
＿ 

1i6 

窓孔不明。底孔12(底部 5、胴下部側
面 7)。

ーゴ百 孔 3/円形。底孔7。

2

3

7

 

瓦

ー

一⑫
邸

窓孔3/円形。底孔 8。

旧七月六日洗骨四男松 洗骨年は不明。 「き」なし。 「台」 2
段。

墓室 団
類

A3 

身

第34図12 地BI 13号墓
図版30の12 区

第33図5 Ii 11s号墓
図版29の 5 区

C 
第33図4 地 I15号墓
図版29の4 区

I 

□ 砕図版図25のI2 : 117号墓

I I 

墓庭 Ii I Blア② I蓋

墓外 I I I B 1ア① I蓋

墓室 |』IBlイ① I蓋

墓室 1類mI AZ I身

墓室 |』IAlイ③ I身

> ll\ l
Alア I身

墓 jlB2イ l蓋

墓室 I I I Alイ① I身

墓庭 I 類DII AZ I身

7.2 

-10

＿一71
8

□大正(7年？）年十二月十五 ！洗骨年は、 1918年？大正 7年？ 。 「き」
日洗骨日センロロウ シ あり。「台」段。

3
6
 

．． 
4
1
 

l

＿
 

1
3
 

なし

窓孔不明底孔不明。底部際側面残存2。
高残存(22.2) 

「き」あり 。 「台」 2段。

5
6
 

．． 
110
 2
 

1
2
 

「き」なし。 「台」 1段。

6

4

 

•• 6
7
 

2
1
 

窓孔 3。底孔22(底部 6/底部際側面l
6)。

10. 8 

21 
窓孔2。底孔不明。

1
5
 

．
．
 

7
0
 

3
2
 13. 2 

~~i~i且／． ／．

窓孔3。底孔 5。底面に目土が窯着し
ている。

「き」なし。 「台」 2段。

墓庭 I I I Blイ① I蓋

n B2 蓋墓室、 墓庭 類

墓室、 墓庭 I
I 

Al 身

I 

7
 .3
 

6
2
 

3
 

窓孔2。底孔40(底部16/底部際側面2
4)。

4

5

 

-
14

委
5

4
2
 

8
6
 

-19

＿一L
t

1
2
 

窓孔3。底孔 9。

照屋□口／昭和一九年／旧 1944年昭和19年が洗骨か死亡かは不明。
八月・・／門・・ 1「き」なし。 「台」 2段。つまみは、

餞頭形（頂部中心に穴あり）。

5
8
5
 

••• 5
9
6
 

二

4
4
3
 

「き」な し。

応 □一年己口二月十□口□口窓孔計18(正面： 4、左右側面：各 4、
白 1親雲上 裏面： 6)。底孔 5。

38. 6 
21 I I 
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第4表d 蔵骨器観察一覧

出土地

:::： I夏！墓番号 I! I 出土地占

分類

墓号7
 

ー
C
地
区

ー
1
の

図

32

36
版

第
図

墓庭
甕
形

Alア 身

＊口径はすべて外径で、家型については横は長軸、縦は短軸。

1 計測値 I I 
a : 器高
b: ロ径（横）
C • " (縦）d: 底径（横）
e . ,, (縦）

誓
19. 7 

銘書 観察事項

窓孔3。底孔6。

第36図2 IC 
図版32の 2

地 117号墓
区

窓孔3。底孔底部残存10。

墓庭 I晶IA 1ア I身

I 

第36図4 C 

図版32の4
地 I17号墓

二17号：
I 

墓庭 1贔I A 1ア I身

'I  

墓庭 I Ji I Alア I身

第35図7 I C 
図版31の7 地 I17号墓

区
墓室 贔IAlイ② I身

5

3

9

2

8

6

3

1

3

 

；ニ
5
4
1
-
8
-
―戸＿
23
-ー！
9

＿Qi

4

2

1

2

1

2

5

2

1

 

窓孔3。底孔14。

貼付＋線彫り。背面側に線彫りで唐破
風屋根の家型状の文様。窓孔 3/長方
形： 1、円形： 2。底孔底部5。

窓孔なし。底孔 7。

第35図 1 C 

図版31の1 地 I17号墓
区

墓室

I ，＿ 

第35図 2 I C 
図版31の 2 地 I17号墓

区
墓室

贔IBlア① I蓋

lII
類

6
 

4
.
 

-＿1
6
 

2
 

B2ア

墓号7
 

ー
C
地
区3

 

3
の

図

31

35
版

第
図

墓庭 III
類

B2イ

蓋

蓋

-2
4
 

．． 
3
5
 

1
2
 

光緒十五年己丑十二月廿五 I洗骨年は年。 「き」あり。 「台」一汀尻―
日洗骨稲嶺盛政女子松金次
男真五良

戸年／旧ノ拾1死亡年は、 1894年明治27年。
弐月／女ウシ死亡セリ り。「台」 3段。。

1

1

 

言 右半分窯変。 「き」あり。 「台」 2段。

第35図4 C 

図版31の41地 117号墓
区

墓庭 III
類

B2ア 蓋

4
2
 

•• 4
9
 

1
2
 

「き」あ り。 「台」 2段。

I 

墓号7
 

ー
C
地
区5

 

5
の

図

31

35
版

第
図 墓庭 1贔I Blア① I蓋

2
5
 

．
．
 

5
8
 

1
2
 

「き」あり。 「台」 2段。

し
23

な
版

図
図 Ii I• 号墓

I I 

墓庭

窓孔l。底孔 5。 （未判読）

皿
類

I 

Alア 身

5

8

6

 

⑰

狐

揺

J
 

I I 
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第21図 蔵骨器〈 1〉 1号墓 II類陶製家形蔵骨器 No.1 (蓋・身）
9, ,-1 10,cm 

-48 -



伸
令
9

易
瓜
‘
払
承
，
妻
t‘

ぁ
gliJ

隙
沿
ふ
手
年
翌
月
す

2
 

0 10cm 
I' 'I I 

第22図 蔵骨器〈 2〉 1号墓 Il類陶製家形蔵骨器 No.2 （蓋・身）
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第23図 蔵骨器〈 3〉 1号墓 II類陶製家形蔵骨器 No.3 (身）
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第24図 蔵骨器〈4〉1号墓 II類陶製家形蔵骨器 No. 漢 ・身）
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第25囮 蔵骨器〈 5〉 1号墓 II類 陶製家形蔵骨器 No.5 (蓋 ・身）
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第26図 蔵骨器〈 6〉 1号墓 皿類陶製有頚甕形蔵骨器 No.6 (1・2) No.7 (3・4) 
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第27図 蔵骨器〈 7〉4号墓 II類陶製家形蔵骨器
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0 10cm 
I 'i I 

第28図 蔵骨器〈8〉4号墓 Il類陶製家形蔵骨器
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0 10cm 
I , , I 

第29図 蔵骨器〈 9〉17号墓 II類陶製家形蔵骨器
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第30図 蔵骨器〈10〉8号墓 I類石製家形蔵骨器 0 10cm 
1'I  
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0 10cm 
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第31図 蔵骨器〈11〉 8号墓 皿類陶製有頚甕形蔵骨器(3・4)、IV類軒付甕形蔵骨器(1. 2) 
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第32図 蔵骨器〈12〉 2号墓 (1) 、 3号墓 (2,..,_,10) III類陶製有頚甕形蔵骨器
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第33図 蔵骨器〈13〉11号墓 (1) 、12号墓 (2・ 3)、15号墓 (4・ 5) 皿類陶製有頚甕形蔵骨器
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第34図 蔵骨器〈14〉12・13号墓 (7・8)、13号墓 (1,.._,5、 9,.._,12) ill類陶製有頚甕形蔵骨器
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第35図 蔵骨器〈15〉17号墓 m類陶製有頚甕形蔵骨器 (1,..._, 7) 
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第36図 蔵骨器〈16〉17号墓皿類陶製有頚甕形蔵骨器 (1,...._,, 4) 
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第 2節 青磁

総数13点得られたが、器形のうかがえるものは第37図の碗 3点、第37図の皿の 2点で、

他の 8点は小片の為、器形を判別することはできなかった。以下図示したものについて述べ

る。

A. 碗

第37図 lの口緑部は直口する。内面に沈線文が4本見られる。釉は薄く施され、緑灰色

を呈す。貫入は見られない。素地は灰白色で微粒子。出土地点は試掘No1 VI b層石列層上。

第37図2の口緑部は僅かに外反し、口唇部は角を持つ。内面に櫛描きの文様がみられる。

しかし小片の偽文様構成は不明である。釉は透明で薄く施され、貫入は両面ともに細かい。

素地は灰白色で微粒子。出土地点は試掘No1 VI b層最下部。

第37図3の口緑部は直口し、口唇部はやや尖る。釉は透明で薄く施され、貰入は外面に

細かく見られ、内面には見られない。素地は淡灰色で微粒子。出土地点は17号墓。

その他、蓮弁文碗と思われる胴部片が6号墓覆土から 1点得られた。

B. 皿

第37図4の皿は推定口径は12.8cmで、口緑部は直口し口唇部はやや尖る。釉は透明で薄く

施され、貫入は見られない。両面に気泡が観察される。素地は灰白色で微粒子。出土地点は

不明。

第37図5の皿は推定口径は9.4cmで、口緑部はやや尖る。釉は透明で薄く施され、内外面

とも胴部中位から下を露胎とする。貫入は見られない。素地は灰白色で微粒子。出土地点は

試掘No.1 VI b層石列。

第 3節白 磁

総数4点得られたが、器形のうかがえるものは第37図の 1点で他 3点は細片の為、器形

を判別することはできなかった。

A. 碗

第37図6の碗は推定口径は17.7cmで腰部は丸味をおび、口緑部はやや外反する。釉は白色

で全体的に薄く、緑錆が施されている。貫入は内外面ともに粗く見られる。素地は灰白色で
註

微粒子。年代は15世紀と考えられている。出土地点は 6号墓左石積覆土。 （尾木 綾）

＜註＞年代については金武正紀氏の御教示を戴いた。
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第4節 染付

総数11点得られたが、器形のうかがえるものは第38図の碗 4点、他の 7点は小片の為、

器形を判別することはできなかった。第38図の 4点は釉・素地などから福建・広東窯系と考
註

えられる。以下図示したものについて述べる。

第38図 1の推定口径は14.3cmで、口縁部は僅かに外反する。外面に雲状の文様を有する。

釉は明緑灰色で、やや厚く施されている。貰入はみられない。外面に気泡が観察される。

素地は灰白色で細粒子。出土地は試掘No1 VI c層上部。

第38図2の推定口径は13.4cmで、口縁部は外反する。外面の口縁部付近に 2条の圏線がみ

られる。釉は透明で簿く、内面は見込み際まで施されている。貫入はみられない。素地は灰

白色で細粒子。出土地点は17号墓。

第38図3の推定口径は13.3cmで、器高5.2cm、底径6.8cmである。口縁部は僅かに外反する。

外面口縁部に雲状、桐部に花唐草文様を有する。釉は明青灰色で薄く、口唇部に縁錆を施す。

内面は胴下部および見込みを露胎とし、見込みは中心部径4.4cmの円形に釉を掛け、蛇の目

状になる。外面は胴下部および底部を露胎とする。以上の事からおそらく、重ね焼をする為

の手法と思われる。貫入はみられない。素地は灰白色で細粒子。出土地点は 9号墓墓口岩盤

平坦部覆土。

第38図4の推定底径は3.6cmである。高台脇と腰部に細い圏線がみられ、外にも僅かに文

様がみられる。釉は透明で薄く施されている。外面に粗い貫入がみられる。素地は細粒子。

出土地は 4号墓屋根左側清掃時表採。

類例として天界寺跡 (I)一首里杜館地下駐車場入口新設工事に伴う発掘調査一（第29

図18~21) 、湧田古窯跡 (II) 一県庁舎議会棟県建設に係わる発掘調査一（第27図 17, 第

30図10, 17)が挙げられる。

＜註＞産地については金武正紀氏の御教示をいただいた。

（尾木綾•安里美紀）

-65 -



口ーり✓, 口―ロ―§2-~ ―,fa 

~C::: ~~ 万〗~~ 

｀ヽ. ,,. 
O 10cm 

第37図青磁・白磁

¥Vl 
ヽ

／ダ
／

丁
||
＇

.,.. ,• ー・～
/ "' 

名/ ¥ 
（ ＼ 

) I 
¥..,1, 

／ 

g'- 、~---/

"'"'---------I 

＼三三ク'.
゜

10cm 

第38図染付

-66 -



第 5節沖縄産施釉陶器

沖縄産施釉陶器は小片も合わせると61点出土し、 器種は碗・小碗・猪ロ・皿・瓶・大鉢．

藍・急須・火取・酒器・壷の11種類が確認された。得られた遺物は使用されている釉薬で

分類を行った。以下に分類概念を記し、図版を設けた資料は第 5表bにて個々の観察事項を

紹介する。第 5表 aに出土一覧を示す。

I類 a . 

b . 

・施釉する素地により灰色に見える透明釉 （灰釉と呼ばれる）

・施釉する素地により灰色以外に見える透明釉

II類・・

m類 a . 

b . 

・白化粧後透明釉を施している資料

・鉄釉を施している資料

• 黒釉を施釉している資料

C • ・褐色釉を施釉している資料

IV類・・ • 上記以外の釉の使用や残存状況が無釉になる資料

A. 碗（第39図 1-5、 7-13、20)

碗は15点得られた。口縁部 7点、底部 8点で、 全体の様相が窺える資料は無かった。碗

は灰釉を施すものと白化粧後透明釉を施すものに大別され、飴釉を施すものも 1点確認され

た。口縁部形態で見ると、直線的に口縁部が開くもの （第39図 l、2、 8)や、緩やかな

「S」字状を星し胴部へ移行するもの（第39図 7) があり、底部形態で見ると、高台から腰部

へ「く」の字状に折れ曲がるもの （第39図10、12)や、高台からなめらかに腰部へ移行する

もの（第39図9)等が得られた。

B. 小碗（第39図14~18)

小碗は 6点得られ、内 1点は完形資料であった （第39図16)。小碗の特徴として、内器

面は灰釉か白化粧後透明釉を施し、外器面を鉄釉若しくは黒釉で掛け分けをする資料が6点

中3点あった事が挙げられる。

C. 猪口（第39図19)

猪口は完形品が 1点のみ得られた。

D. 皿（第39図6)

皿は底部資料が 1点得られた。小破片の為、フ ィガキーや見込みを蛇の目状に釉剥ぎした

痕跡は認められない。

E. 大鉢（第39図21)

ワンブーと称される。口縁部と底部付近の資料が 1点ずつ得られた。共に内器面を白化粧
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後透明釉を施し、外器面を鉄釉で掛け分けしている。

F. 火取 （第40図 l、2)

火取は口縁部資料が2点得られた。いずれも白化粧後透明釉を施すが、 第40図 1は呉須

による圏線も見られる。

G. 瓶 （第40図 3~5)

瓶は 5点得られ、そのうち器形の判明する資料が 2点あった。第40図 3は接合によるも

ので、第40図4は完形資料である。第40図5は花瓶の脚台と思われる。

H. 蓋 （第40図6)

蓋は撮みが破損している資料が 1点得られた。

I . 急須 （第40図 7)

急須は、底部資料が 1点得られ、同資料からは脚が 1つ確認できた。

J. 酒器（第40図8)

カラカラとも呼ばれる。酒器はほぽ完形の資料が 1点と、胴部資料が 1点の計2点得られ

た。

K. 壷 （第40図 9、10)

壷は 2点得られ、共に黒釉の短掛けが施されている 。第40図10はいわゆるアンダガーミ

の底部資料である。

（松原哲志）
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第 5表 a 沖縄産施釉陶器出土一覧

器種
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第 5表 b 沖縄産施釉陶器観察一覧

単位 ：cm 

図版 闊
口径

挿図
番号 器種 部位 器高 観察事項 素地 貫入 粒子 文様 出土地点

底径

13 0 口唇部は舌状で、口縁部は直線的に開き、やや膨らみを持つ。 灰釉の単掛けで、外器面口
1 I a 口縁部

唇下13cmの箇所に線彫りが一条施される。
灰白色 有 細 無 17号墓西側丘陵前庭部

＇ 13 I 
口唇部は舌状で、口縁部は直線的に開9く釉。薬口が唇や部や下黄0色.9c味mの外器面に線彫りが一条施される。2 la 口縁部
灰釉による単掛け。焼成不良のため力 がかる。

淡灰白色 無 粗 無 13号墓墓底覆土

＇ 
口唇部は尖り気味で、やや外反する。外器面には草花文が施され、施文範囲は口唇直下の

3 Ia 口緑祁
内器面まで及ぶ。内外器面とも灰袖が施される。

灰白色 無 細 有 不明

I 

高台脇は段を形成し、胴部へは直線的に開掛く。i畳付けは平坦で、内底は丸味を帝ぴる。フィ
4 I a 底部 灰色 無 細 無 8号墓右袖垣覆土

6 6 
ガキーにより腰部、見込み部まで灰釉を単 ナする。

I 

5 N 底部 烏台はやや内側に窄まり、腰部へはやや直線的に開く c 内底は平担。釉は確認できない。 灰色 無 細 無 7号墓東石積ユンポ掲下時
6 2 

I 

7 Il 口緑部
口唇部はやや尖り気味で、口縁部は玉縁状で外反する。透口明縁釉部がか施ら腰部に向かって緩やか
なS字を描きながら移行する。内外器面とも白化粧後、 される。内面下部に釉剥 淡黄色 有 粗 紐 不明

I 
ぎの痕が確認できる。

u唇部は丸く、口縁部は外側にやや屈曲する。月け部へは直線的に開く。外器面には呉須と
8 碗 E、IV 口緑部

飴釉を用いて花弁文が施されている。内外器面とも白化粧後、透明釉を施す。
淡黄色 有 祖 有 不明

＇ ， Il 底部
高台から腰部へは緩やかにカープし、腰もが張る。高台は低く登付けは平坦である。内底は
丸味を帯ぴるようである。内外器面と 白化粧後、透明釉が施され、登付け及び見込みは 淡茶色 有 粗 無 17号墓左袖垣外側覆土

6 8 蛇の目状に釉剥ぎを施 している。

高台から腰部へ「く」の字状に移行する。畳付けはやや丸味を帯びる。内外器面とも白化
10 Il 底部

粒後、透明釉が施され、畳付けと見込みは蛇の目状に釉が剥ぎ取られてる。
淡黄色 有 粗 無 17号墓左袖垣外側覆土

6 6 

高台脇は段を成す。高台下部は破損。内外器面とも白化粧後、透明釉を施し｀見込みは蛇
ll rr 底部 淡黄色 有 祖 無 6号墓右側

第 6 4 
の目状に釉剥ぎを施す。

誓I 

高台から腰部へは「く」と の字状に折り曲がる。羮付けは丸みを帯び、・品台は高くなる。内
12 Il 底部 底は平たい。内外器面 も白化粧後、透明釉が施され、畳付け及び見込みを蛇の目状に釉 淡黄灰色 有 粗 無 不明

闊 7.6 剥ぎしている。

37 高台脇は段を形成し、あ腰る部。へ蛍は付開fき気味に立ち上がる。昼付けは平たく、高台は高い。内13 rr 底部
底は平たくなりそうで ナと見込みは蛇の目状に釉が剥ぎ取られている。

淡黄色 有 粗 無 不明
7 4 

酔面丸は文、見かが込負震見み部部らはれへ丸まるはでく。灰な「釉るく」外施の字器さ状面れには折フれィ、白ガ釉直キ線ー的によ開り高き台蛇ながの中程目ら胴文ま部でへ灰釉移見行が込施すみる。れ畳る付。け釉内は平器20 I a 底部 。が る他、 を用にいての や、 中さ央部に鉄、 で 灰白色 有 細 有 6号墓左石積 1段目覆土
5.2 の

14 lb 底部
嵩台は直線的に立ち上が掛り、高台脇は段を形成し張りの蒔い腰部へと移行する。昼付け、
内底は平坦。透明釉の単 けで、焼成不良の為か器面は黄白色を呈す。畳付けと見込みの 淡灰白色 無 租 無 2, 3号墓前庭祁斜面礫屠集中部

4 2 蛇の目釉剥ぎ取り部は白色になる。

高台は直線的に立ち上がり、腰部の張りは弱い。見込みは平坦になる。内底は中央部がや
15 n 底部 や盛り上がる。白化粧後、透明釉を施されている内外器面は焼成不良の為か、やや黄白色 淡黄色 有 粗 無 不明

4 0 になる。畳付け及び、見込みが蛇の目状に釉剥ぎされている。

粧状焼口唇後にき部の、な透際はる丸。明に畳釉出く来付なのた掛けり気、はけ／口分や包緑がやけ顕部丸。考は畳く外に付、見反内けすら底とれる見は。る込中。口央み緑部は部が蛇か盛のら目り膠上状部がにを釉る経。がて外剥高器ぎ台取面脇はらへ鉄れは釉て緩、いや内るか器。な面内器「はS」面白字化は小 口縁部 8 8 
16 

碗
rr、ma

～底部 3 8 灰色 無 粗 無 不明
4 4 

高台は逆三角形状で高台から腰部へは曲線を描く。内底は丸くなる。外器面はフィガキー
17 I a、Illa 底部 により鉄釉が高台脇まで施されるが、外底は無釉。内器面の灰釉は見込み部で蛇の目状に 黄白色 無 粗 無 4号墓左斜面覆土

3 4 剥ぎ取られている。

高台から腰部へは曲綜を描きながら移行する。畳付けは丸くなる。外器面はフイガキーに
18 I a、Illb 底部 より黒釉が高台中程まで施され、内器面は灰釉が施される。外底は無釉で、見込みは蛇の 灰色 無 粗 無 12号墓墓口前覆土

4 0 目状に釉が剥ぎ取られている。

猪 口縁部 3 0 完形資料。口唇部は尖り、口縁部は外反する。腰は張り、高台へなめらかに移行する。畳
19 

口
I b 

～底部 1 6 付けはやや失る。透明釉の単掛けで、外面は腰部以下釉を剥ぎ取っている。外底は無釉で 灰白色 無 細 無 17号墓左袖垣覆土
l 7 ある。

高台から直角に近い形を呈しながら腰部へ移行する。登付けは平坦で、内底は中央部が肥
6 皿 N 底部 灰色 無 料L 無 6号墓墓庭表採

6 8 
厚する。無釉である。

大
26 0 

口縁部が逆「L」字状には屈白曲化し粧、胴部はストレートな形になる。外器面は、口唇内器面側か21 
鉢

Il、田a 口緑部
ら鉄釉を施し、内器面 後、透明釉を施す。内器面には凝固した砂が付落している。

黄白色 有 祖 無 6号墓墓庭表採

10. 0 口唇部は丸みを帯び、口緑唇り透部部明下は9内側に湾曲する。朋部へはやや内側に傾きながら直線を描
1 Il 口縁部 き移行する。外器面は口 から呉須による圏線を一条施し、囲線直下には線彫りを一 淡黄褐色 有 細 有 15号墓東側斜面客土

火 条施す。7イガキーによ 釉を施すが、内器面は口縁付近のみに止まる。

取 10 6 
口唇部は平坦で、 口縁部はやや外器面側のにみ尖白る化。粧胴後部透へ明は釉やをや施外す側。に反りながら移行する。 内2 a 口縁部
外器面とも白化粧を施すが、外器 。

淡黄褐色 有 粗 無 17号墓左袖垣外阻覆土

口縁部 5. 0 接胴でな合部施る釉で。に張よさフれりイり全るをガ体。持キのたー様せに相、よが志る窟黒台えへ釉る巣は資掛「料けく。」で口のあ唇字る部状。は竺に丸折付くれけ、曲と口外が縁底る部。及は畳ぴ強付、く内け外器は反面下し坦は頸一で部部、で底内く底部ぴ付れは丸近る。まく 9号号墓
3 illb 

～底部 4 8 
茶褐色 無 細 艇 9 墓左石列

9号募墓前斜面部表土

口縁部 2 6 
完形資料。行内口す面唇るに。部登まはで付や及やけぶ尖は。平り白坦、化口に粧縁な後部る、。は透呉弱明須く釉外にを反よ施るしし長圏、線類である。 胴部は張り、 高台へなめ4 瓶 IT ～底部 5.6 らかに移 が五条見られ、口縁部に施される 淡茶色 有 粗 有 17号墓左袖垣前墓底覆土最下展

12 8 ものは口縁 璧付け部は釉剥ぎが認められる。

第 花瓶の脚台資料。末広がり状に畳付けへが移施行、畳付けは部はやや肥厚する。内器面はロク

闘 5 me 底部 口痕が明瞭に残る。外器面は褐色の釉 され、線彫りが二条認められる。畳付け、脚台 黄白色 無 相 簸 不明
7 6 内部は無釉。

! 6 蓋 I a 
口縁部 5 2 撮みがを花欠弁損文し、顎から脚までは直角に近い形を呈す。二条一組の線彫りを二組施し、線彫

灰白色 有 細 有 17号墓
～底部 ー り間 で充填する。外器面は顎まで灰釉を施す。

芦C• 底部から胴部へと立ち上がる境に、円錐状であったと思われる先端が破損した突起が一つ
7 Il 底部 黄白色 有 牲 無 13号墓右1111斜面覆土

須
12 D 

見られる。 内外器面とも白化粧を施し、外器面は突起部まで透明釉が施釉される。

酒 胴部
口縁部付近部、注口先端欠損。胴部中程に稜を持ち、算王状になる。二条一組の線彫りを類

8 器
lb、IV

～底部 部付近と胴 の稜近くに同心円状に施す。線彫透明り釉間では覆頚う部。を中心として放射状に線彫り、 灰白色 有 細 有 17号墓左袖垣外尉岩盤出土
7 6 格子文三組が呉須と飴釉を用いて充填され、透 。外底は露胎を呈す。

口縁部
8.4 

口唇部は丸く、口縁部は玉状に なる。胴部へはストレ ー トに開きながら移行し、縦耳 1か••
9 illb 

＋把手 個のみ確認された内外器面とも黒釉を施す。
灰色 無 柱 無 12・13号墓前トレンチ旧表土

壺

丸味がかる昼付けからなめらかに高台～胴部へと移行する。内底は平坦で、内器面にはロ
10 illb 底部 10 4 

クロ痕が残る。内外器面とも黒釉の単掛けで｀昼付けは釉剥ぎが行われている。
灰色 無 粗 無 1号墓屋根左側石積覆土

-70-



4
 

戸 ,5 

0, 

，
 

＼＼三／
14 

6
 

＼
 

20 

\~' 

15 

11 

12 

16 

'~ (/!' 
17 

18 

ご
19 

＼
 

ー

’

/
 

／
 

I

9

¥

 

―

―
 

-
[

｛

 

t
-

ー`
｝

＼
 

r
 

＼
 

／
 21 

゜
10cm 

一
第39図沖縄産陶器〈 1〉

-71 -



ー

1

:~ , 

2
 

▽ゴア
¥ I It 
I I IJ 

／ 三
6
 

7
 

• >
8
 

3
 ¥

＼
 

，
 ーロ
い／

 

4
 

5
 

¥¥
 ゜

ーニ
10 

第40図沖縄産陶器〈 2〉

-72-



第 6節陶質土器

陶質土器は15点出士し、 2器種得られた。急須が 1点、火炉が4点で、火炉は接合作業

により器形が判明した資料が 1点あった。急須は注ぎ口の破片が得られた。他の資料は細片

であるため、器種を特定するに至らなかった。以下、各資料の特徴を記述する。

A. 急須
註 1

注ぎ口の根元資料で先端部は欠損し、約 2cm程残存する。胴下部は屈曲し、天界寺跡の

急須II類に属するものと思われる。注口は、胴部に穴を設けた後貼り付けている。注口のサ

イズは、先端部で長径1.5cm、短径1.1cm、根元で長径2.1cm、短径1.8cmになり、器厚は0.4

~1 cmになる。淡燈色を呈し、焼成は良い。胎土は精選され、雲栂片や石灰質砂粒、微細

な赤色粒を含む。外面はナデ、内面は回転擦痕が見られる。 17号墓庭覆土（ユンボ掘下土）

より出土（第41図 1)。

B. 火炉

第41図2は、火炉の把手と思われる。略台形状の把手が胴部器面に対して横位に貼り付

けられ、中央に直径約0.9cmの孔を穿っている。器厚は0.6cm~1 cmで、器色は淡燈褐色を

呈し、焼成は良好で堅い。胎土は粗く、赤色粒は0.1cm以上の物も見られ、他に雲母片を含

む。外面はナデ及び回転擦痕、内面は回転擦痕が見られる。 3号墓左側斜面より表採。

3は火炉の底部から口縁部にかけての資料で、口径16.2cm、外底径10cm、器高 9cm、高

台0.3cmになる。底部は緩やかなカーブを描きながら立ち上がり、桐上部で最大になり口縁

部へ向けて内弯する。器壁は底部から口縁直下にかけて0.4~0.8cm と徐々に厚くなり、口縁

部では 1cmとやや肥厚する。器色ば燈褐色を呈し、焼成は良好。胎土は粗く、混入される

赤色粒も0.1cmを越えるものが多く、雲母片も確認される。内外面とも回転擦痕が見られる。

3号墓左側斜面出土。 2の把手と器色や胎土が酷似し、出土地点も同じであることから同一

個体の可能性がある。

4・5は火炉の底部資料である。 4は、外底径は10cmを計り、やや直線的に立ち上がる。

器厚は0.5cm、高台の高さは0.3cm、である。器色は明燈色で、焼成は良い。胎土は粗く、

雲母片や石灰質砂粒、赤色粒を含む。内外面に回転擦痕が見られる。 17号墓庭覆士（ユン

ボ掘下土）出土。 第 6表 陶質土器出土一覧

5の外底径は10cm、高台の高さ0.2cm、器

厚0.5~0.7cmを計り、緩やかな弧を描きなが

ら立ち上がる。器色は淡燈褐色を呈し、焼成

は良い。胎土は粗目で、雲母片や石灰質砂粒、

赤色粒を含む。内外面に回転擦痕が残る。 3

号墓庭覆土出土。 4・5の資料は外底径、高

出二こ;----__門
2号墓 前庭部覆土

3号墓
左側斜面

墓庭覆土

6号墓 右石積

12・13号墓トレンチ 客土壁面清掃

17号墓 墓庭覆土

不 明

＾ 0 

計

台の高さ、器厚等から、 3と同様な器形になるものと思われる。

（註）

急須

1 

1 

火炉 不明 合計

5 5 

2 2 4 

1 1 

1 1 

1 1 

1 2 

1 1 

4 I 10 15 

（松原哲志）

註1島袋洋・絹「天界寺跡(I)」「沖縄県立埋蔵文化財センター調査報告書』第2集沖縄県立埋蔵文化財センター 2001.3
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第 7節本土産磁器

本土産磁器は総数78点が得られ、その内18点を第42図に示した。近代以降の型紙摺り、

吹き付け文、ゴム印、鉄釉、胴版転写、クロム青磁などが出土しており、器種は碗・小碗・

皿・ 急須・花瓶・杯などがある。型紙摺りを主体とする印版手は主に 1号墓から、その他の

磁器は主に 6号墓から出土した。以下、遺物を概略し、詳細は観察表に示す。

1 . 印版手

＜型紙摺り＞碗、皿があり、文様は一つの単位を三回繰り返して摺る。

A. 碗：碗は外反口縁と直口口縁に分けられる。

（外反口縁）①外面に菱形の窓に八弁花文、内唇に文様帯の組み合わせをもつもの（第42

図5)、②外面に点描による草花文、内唇に文様帯の組み合わせをもつもの（第42図4)

などがある。

（直口口縁）外面に菱形の窓に点描による草花文、内唇に文様帯の組み合わせをもつ（第

42図 1)。

B. 皿:外反口縁である。点描により口唇部内面に文様帯を施す（第42図4)。

く吹き付け文＞第42図8は口径8.6cmの小碗である。外面に葡萄を描き、茎の部分に絵具を

吹き付ける。

＜銅版転写＞第42図7は口径11.4cmの皿である 。直口口縁で、内面に正方形・円・葉文・

花文を施す。

くゴム印＞第42図9は口径 8cmの小碗である。直口口縁で、外面に菱形と矢をくみあわせ

た文様帯を施す。

く鉄釉＞第42図13は口径6.4cmの口折れ杯である。口縁部の三箇所に鉄釉で文様を施す。

くクロム青磁＞第42図12口径5.2cmの杯である。内外面に乳緑色の釉を施す。

2. その他の磁器

急須：すべて丸型で、圏線と正方形を組み合わせた文様を描くもの（第42図16)、蜻蛉と

渦巻きを描くもの（第42図17)、桃（？）の木と果実を描くもの（第42図15)がある。

花瓶：第42図14は口径6.6cmの花瓶である。外面に紫色の、内面には乳白色の釉を施す。

杯：いずれも外反口縁で、乳白色の釉を施す。口径が4.4cmのもの（第42図10) 、5.2cmの

もの（第42図11)がある。

（砂川正幸）
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第 7表本土産磁器観察一覧
単位 ：cm 

挿図
番 種類 器種I部位 口径器高 底径 観察事項 出土地点

図版
し

形態：外反口縁。文様：外面一菱形の窓の中に八弁花文。

5 碗 口～底 13.2 5.8 
4 8 内面ー内唇に点描を逆三角形に配する文様帯、内底に圏 l号墓屋根左側
・ 線と複花文。直径 3-5rnmの目痕。施釉：畳付け無釉。呉 石積み

須：濃紺色。
I 

形態：外反口縁。文様：外面一菱形の窓の中に八弁花文。

6 碗 口～底 5 
内面ー内唇に点描による文様帯、見込みに圏線と五弁花 1号墓庭左土砂

文（菊花文）。直径3-5mrnの目痕。施釉：畳付け無釉。 除去時

呉須：淡青色。

＇ 
形態：外反口縁。文様：外面ー五弁花窓の中に花文、地

1号墓庭土砂除
4 碗 口～底 14.4 文に松竹文。内面ー内唇に松竹梅の文様帯と 2条の圏線。

型紙摺 り 呉須：濃紺色。
去時

I l ←― 

形態：直口口縁。文様：外面一菱形の窓の中に十字草花
1号墓屋根左側

1 碗 口縁部 10.4 文。内面ー内唇に略六角形の花文を施す文様帯と 2条の

圏線。呉須：濃青色。
石積み内

I ' -
形態：外反口縁。文様：外面一点描による葉文。内面一

1号墓庭入り口
3 碗 口縁部 内唇に点描による文様帯。施釉：畳付け無釉。呉須：淡

青色。
階段

＇ 

2 皿 口縁部
形態：わずかに外反。文様：外面一点描により施文。内 1号墓庭左土砂

面ー内唇に菱形文の文様帯。呉須：淡青色。 除去時

形態：口折れ口縁。文様：外面一体部に葡萄 （？）の絵。

8 吹きつけ文 小碗 口～底 8.6 4.5 3.2 高台脇に雷文のレリーフ。内而ー無文。施釉：畳付けと 出土地点不明

高台内無釉。色：淡青色（葡萄）、黄茶褐色（雷文）。

形態：直口口縁。文様：外面一口縁部から腰部にかけて、， ゴム印 小碗 口～底 8 4. 7 3.2 菱形の回線と上下逆の矢を交互に配する文様帯。内面一 3号墓前覆土

無文。施釉：畳付け無釉。色： i炎青色。

第
42 形態：口折れ杯。文様：外面の口縁部から茶巾摺にかけ
図 13 鉄釉 杯 口～底 6.4 2. 75 2.5 て、 3箇所鉄釉を施す。施釉：畳付け無釉。成形：外面 1号墓墓庭覆土

図
と腰部に糖轄目。高台内は渦上の巴形に成形。

版
39 形態：直口口縁。文様：外面ー無文。内面一見込み中心

6号墓右前石積
7 鋼版転写 皿 口～底 11. 4 2.2 6 部に八角形と円を組み合わせて描き、その周縁に葉文と

み覆土
花文を配する。

12 クロム青磁 杯 口～底 5.2 2.2 2.3 
形態：やや外反。文様：茶巾摺に紅葉（？）を釉色：乳 1号墓庭縁

緑色、高台内は乳白色。施釉：クロム青磁。畳付け無釉。 （正面崖縁）

I 

形態： 受け口状の直口口緑、短頸。文様：口緑部と底部
1号墓庭土砂除

15 急須 口～底 8.2 付近に淡紺色の屡線。胴部は圏線と正方形の模様を格子

状に配する。施釉：口縁部内面と高台裏は無釉。
去時

I 

形態：底部から胴部にかけて張りながら立ち上がる。文

16 急須 口～底 9.1 10. 1 ， 様：濃紺色で蜻蛉と渦巻きを描く。施釉：底部立ち上が 6号墓右石積み

り付近から、高台裏にかけて無釉。

＇ 
形態：底部から胴部にかけて張りながら立ちあがる。文

6号墓左前石積
17 急須 口～底 7 8.6 7.4 様：口縁部から底部にかけて桃の木（？）を描く。釉色：

乳白色。施釉：底面から底部立ち上がりにかけ無釉。
み覆土

その他
形態：受け口状の直口口縁。断面が楕円形の把手（耳）

6号墓右斜面表
14 花瓶 口縁部 6.6 を付ける 。文様：無文。釉色：外面一紫色。内面一乳白

色。施釉：全面施釉。
採

10 杯 口縁部 4.4 
形態：外反口縁。文様 ：無文。釉色 ：乳白色。施釉 ：全 1号墓屋根左側

面施釉。 石積み内

11 杯 口～底 5.2 2.3 1. 7 
形態：やや外反。文様 ：無文。釉色 ：乳白色。施釉： 畳 1号墓庭左土砂

付け無釉。 除去時

I 

18 摘み |― 
形態：楕円状。蓋の内面はやや張り出す。文様：頂部に 11号墓墓室右側

朱色の花文。施釉：内・外面ともに乳白色の釉を施す。 タナ厨子甕内
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第 8節玉類

玉類は第43図（図版46) に示した 2点が得られている。共に素材はガラス製で、形態・

サイズの点からみると一般に丸玉あるいは小玉と称されるものの範疇に含まれる。

同図 1は直径6.8mmに対して高さは4.5mmで側面観は楕円形を呈する 。全体が丁寧に磨

かれ、上・下面は平坦に仕上げられている。表面は光沢のある黒色で不透明だが、玉内部の

細かな傷が光を乱反射するため、散りばめられた金属粉が透けているかの様に見える。孔径

1.5mmで、孔を中心として縦に走る亀裂は全体をきれいに二分割していることから偶発的な

ものとは考えにくく、また螺旋状の巻き上げ痕も明瞭には認められないことから鋳型による

成形の名残とも思われる。重量0.3g。 1号墓墓室内厨子甕No.6より出土している。

同図 2は肛径17.7mmで、上・下面は平坦に加工され、高さ 14.5mmと数値的には僅かに

扁平である。しかし楕円を意図したものではなく、全体として上面観・側面観共に円形の輪

郭を持つ。孔径は 4mmで、孔内奥に比して開口部が広く、両端から穿孔したものと考えら

れる。表面は淡い緑色で、本来透明感のある光沢を持っていたと考えられるが、全体を覆う

微細な亀裂と磨耗で白く濁っている。重量6.33g。3号墓墓庭覆土より出土している。

（菊池恒三）
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第 9節円盤状製品

本製品は、日常生活で使用した器等を転用した二次製品である。用途に関しては、遊戯具

としての見解があるもので、器の破片の縁を打ち欠いて円形に仕上げるものが一般的である。

なかには、楕円形・方形・多角形も含み、若干のバラエティーがある。

古墓群では、総数 6 点出士し、第45図（図版41) に示した。大きさは、 3~5cm未満の

ものがほとんどで、第44図に大きさの分布を示した。形状は、楕円形・方形・多角形・不

定形を呈するものが確認された。素材は、すべて本

土産磁器で、利用部位は口唇部から腰部にかけての

ものが 1点、胴部が2点、胴部から底部にかけても

のが3点得られた。
= 5 

出士状況をみると 1号墓墓庭から 5点、 8号墓左 尻
径 4

側斜面から 1点出土している。

なお、個別の観察は、第 8表に示した。

上原 静 「グスク時代・近世出土の円盤状製品」 「読谷村立歴史民

俗資料館紀要」第10号 1986年

（安里美紀）

第 8表 円盤状製品観察一覧

第44図円盤状製品の大きさ分布
cm10 

2 

1& 3 

5 ,c L ｀゚
゜,. ,, ー • 

？ ,, 6 ， 

〇最小径

t,:,,, 

単位cm/g

挿図 番 平面形
最大径

器種／部位
最小径

観察事項 出土地点
番号 号 断面 塁さ

さ

3. 18 
角は丸く整える為にやや細かく調整されるが、他 1号墓墓庭器種不明 方形 2. 7 

5 の部分は粗く調整がされている。調整は、内面と 左土砂除去
胴部 平 0.26、0.4

外面の交互に行われている。 時
5.85 

3.93 
調整は主に内側から外側に向けて行われ、特に角 1号墓墓庭小碗 多角形 3. 1 

4 は丸く整えるために細かく打ち欠いている。部分 左土砂除去
胴部 湾曲 0.4、0.58

によっては、整形途中と思われる箇所がみられる。 時
10.1 

3.65 
調整は内側から外側に向けての打ち欠きが多くみ小碗 不定形 3.09 8号墓左側第 6 られる。調整は角を取るため、細かく打ち欠かれ

45 胴部～底部 湾曲 0.52、1.01
るが、他の部分はやや粗めに調整される。

斜面覆土
図 10.68 

図 4.65 調整は主に内側からの打ち欠きで、全体的に粗め

版 小碗 方形 3.59 である。四角あるうちの三角は、角を丸くする為 1号墓墓庭
41 2 

0.51、0.88
に粗くではあるが、調整されるが、残裏）り一箇所は

土砂除去時胴部～底部 湾曲 調整がみられない。高台部分は内（ から打ち
17.29 欠かれている。

小碗 4.98 
D唇部を残し、その周りの角を取るように内側か 1号墓墓庭楕円形 4.47 

3 口唇部～ ら外側に向けて打ち欠いている。調整は比較的丁 左土砂除去
湾曲 0. 17、0.63

寧に行われている。 時
腰部 17.94 

小碗 4.83 
高台部分は、内（裏）から打ち欠いている。角は 1号墓墓庭楕円形 4.35 

1 胴部から 丸く整えるためにやや細かく調整されている。調 左士砂除去
湾曲 0.28、0.94

整は、主に内側から行われている。 時
底部 21.18 
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第10節銭貨

総数6点得られ、その内 3点を図示した（図版40)。同図 1は寛永通賓である。 「賓」

字下部が「ハ」の字となるいわゆる「ハ貝宝」で、 1668年以降に鋳造された新寛永と考え
註 I

られる。本資料に関しては伝世品の可能性もあるが、出土状況から六道銭として用いられた

ものと考えられる。同図 2、 3は十銭硬貨でいずれの資料も「昭和十六年」の銘記が確認で

きる。この他に米貨の 1セント硬貨が3点得られている。これらのサイズは 2cmで、重量は

約 3gの範囲で収まる。

出土銭貨からみた本遺跡の年代は、その鋳造年代から近世• 第 2次大戦以前（昭和初期）

第 2次大戦以降（米軍統治下時代）の三つの時期にわけられる。
註 2

墓室から寛永通賓が出土する例としてはナーチュー毛遺跡などがある。

註 l「図説 江戸考古学研究事典」 江戸遺跡研究会 2001年
註2「ナーチュー毛遺跡」 那覇市教育委員会 2000年

第 9表銭貨観察一覧

図版番号 銭貨名 直径 孔径 重量 I 鋳造年代 残存状態 出土地
ー トー

70 寛永通賓 2.6cm 0.5cm 2. 75 g 1668年（寛文期）以降 完形 15号墓室床面

71 十銭 2.2cm 1. 50 g 昭和16年 完形 15号墓室覆土
図 72 十銭 2.2cm l. 07 g 昭和16年 一部破損 4号墓覆土
版

227 lセント 2 cm 3. 10 g 1958年 完形 15号墓室覆土40 
227 lセント 2 cm 3. 10 g 完形 15号墓室覆土

227 lセント 2 cm 3. 05 g 1945年 完形 15号墓室覆土

（砂川正幸）
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第11節金属製品、その他

金属製品は釘・ 用途不明品・刃物類・指 第10表金属製品出土一覧

輪・舒・煙管．銅板・砲弾片・弾丸・薬英・

用途不明の鉄片の12種類、総数249点得ら

れた。ここでは釘・用途不明品・刃物類・

指輪・薔・煙管・銅板を報告する。また、

プラスチック製ではあるが、埋管とセット

で使用することから、煙管入れについても

ここで報告する。その他の遣物としては砲

弾片・弾丸・薬英・用途不明の鉄片がある

が、明らかに古墓とは関係がないので、今

回の報告では割愛した。

第10表に出士状況、第46図・図版43に示

す。

A. 釘（第46図 1~25)

出土した釘の総数は27点で、うち残りの

よい 25点を 図示し、さらに 1点

（図版43No2) をレントゲン撮影した。

出士した釘はすべて鉄製の丸釘で、同図

25のC地区出土の 1点を除いて、すべて17

号墓左袖垣前からまとまって出士した。ま

、、 種類 用刃I I 涯管 煙

＼ヽ 志、人 指 延銅管

＼ 釘不物箸 雁 吸 合計
輪 べ板入

＼ 明類 首口煙
出士地点 こ 瓶 管れ

ヽ

晏「9 室 1 . 1 l -------------------------------------------••-- ---------I ---- •-----
1号墓墓庭 〇墓外------ ------- ゜
2号墓 墓墓庭室 5 1 -----1 --1-← 7゚ 

墓外 I 0 
墓室 → 。

3号墓 -墓-----庭------ 1 ------------2 -------------1 - 4 

墓外 ゜
墓室.....;. I L ...... 0 

6号墓 墓墓庭外 I 1 1 --1-- 1 1 

墓室 1 ___ _ I 1 
15号墓墓庭 l I ．．．． l 

墓外 。
星．． 室 1 1 l 

16号墓 晏干庭-- I -I .. . . .0 .... 
---墓------外-----------I ---- ----------------------I --------- o 

17り墓 .ii 26JT 55 2 I ---------- 8゚4 
墓外 。

その他 1 3 1 5 
合計 271 2 63 2 2 5 2 1 1 106 

た、同図 6~24の指輪も同一地点から出士している。

全ての釘には木片が付着し、そのうち同図 1~4 は、頭部付近に横位木目の木片が、その

下位には縦位木目の、木目方向の違った木片が付着する。このことから、棺箱の縦板と横板

を固定する際に、使われた釘ではないかと考えられる。

久米島ヤッチのガマでは、木製厨子の部材や木棺材の出士例があり、厚みは平均約1.28cm

である。このことから、第46図 1~4 の横位木目の木片は、残存の状態では厚みは0.5cm前

後であるが、腐蝕して失われた部分も考え合わせると、 1cm程度の厚さが想定される。

部材の厚み約 1cm、X線写真（図版43No2) 、釘の残存長などから釘の長さの復元を試

みると、 45mm(1寸5分）の釘が復元される。

第11表に釘の観察表を示す。

参考文献： 「ヤッチのガマ・カンジン原古墓群」 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001年

註：現在使用されている丸釘の規格には、 18mm・25mm・32mm・45mm・50mm・65mm・75mm

などがある。
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第11表 a 釘観察一覧 第11表 b 釘観察一覧
cm/g 

盾図
播号 材質 残存状況 長太ささ重（（最最さ大小）） 観 察 出土地点

図版

枷図
番号 材質 残存状況長太ささ重（（最最さ大小）） 観 察 出土地点

図版

3. 94 木片付着。

1 鉄 基部残存 0. 36 
頭部付近には横位に木目が入り、そ 17号墓
れ以下には縦位に木目が入る。 左袖垣前

1. 48 赤錆付着。

埜部残存 2.43 木片付着。
17号墓

13 鉄（ 先端音t0. 35 横位に木目が入る。
左袖垣前

欠損） 2. 06 赤錆付着。

4. 01 木片付着。

2 鉄 甚部残存 0. 25 
頭部付近には横位に木目が入り、そ 17号墓
れ以下には縦位に木目が入る。 左袖垣前

1. 45 赤錯付着。

基部残存 1. 7 木片付着。
17号墓

14 鉄 （先端音[ 0. 31 横位に木目が入る。
左袖垣前

欠損） 0 73 赤錆付着。

3. 66 木片付着。

3 鉄 澤部残存 0. 36 
頭部付近には横位に木目が入り、そ 17号墓
れ以下には縦位に木目が入る。 左袖垣前

1. 29 赤錆付着。

2. 25 木片付着。
17号墓

15 鉄 基部残存 0. 36 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 74 赤錆付着。

塞部残存 3.06 木片付着。
頭部付近には横位に木目が入り、そ 17号墓

4 鉄 （先端剖 0 38 
れ以下には縦位に木目が入る。 左袖垣前

欠損） 1 37 赤錆付着。

差部残存 2. 22 木片付着。
17号墓

16 鉄 （先端音I 0. 35 横位に木目が入る。
左袖垣前

欠損） 1. 47 赤鋳付着。

I 

頭部・ 甚 1. 74 頭部は直径： 0. 55cmで、円形。上部に格

5 鉄
部残存

0. 35 
子文が入る。 縦の釘に直交してもう l 17号墓

（先端剖 つの釘が入る。 木片付着。横位に木目 左袖垣前

欠損） 0. 91 が入る。 2つの釘が赤錆により接着。

3. 64 木片付着。
17号墓

17 鉄 墓部残存 0. 28 横位に木目が入る。
左袖垣前

1. 28 赤錆付着。

唄部・基 1. 66 頭部は直径： 0. 6cmで、円形。

> 6 鉄
部残存

0. 3 
木片付着。 17号墓

（先端部 横位に木目が入る。 左袖垣前

欠損） 0. 35 赤錯付着。

骨
3.14 木片付着。

17号墓
7 鉄 基部残存 0. 3 I横競位青付に木目が入る。 左袖垣前

1. 6 着。

3.48 木片付着。
17号墓

18 鉄 基部残存I0. 4 横位に木目が入る。
左袖垣前

0 95 赤錆付着。

> I 3. 07 木片付着。
17号墓

19 鉄 基部残存 0. 35 横位に木目が入る。
左袖垣前， 1. 01 赤錆付着。

2. 93 木片付着。
17号墓

8 鉄 基部残存 0. 26 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 98 赤錆付着。

3. 56 木片付着。
17号墓

24 鉄 基部残存 0. 36 横位に木目が入る。
左袖垣前

1. 37 疇付着。
， 

甚（先欠部損端残）存舘

3. 86 木片付着。
17号墓， 鉄 0. 29 横位に木目が入る。

左袖垣前
1. 36 蒻青付着。

門（先部端残存剖
2. 95 木片付着。

17号墓
20 鉄 0. 37 横位に木目が入る。

左柚垣前
欠損） 0. 89 疇付着。

甚（先欠部損端残）存部

3. 89 木片付着。
17号墓

10 鉄 0. 27 横位に木目が入る。
左袖垣前

l. 37 赤錆付着。

3. 28 木片付着。
17号墓

21 鉄 基部残存 0. 31 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 86 赤錆付着。

基（先欠部損端残）存剖

2. 41 木片付着。
17号墓

11 鉄 0. 27 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 98 赤鎧付着。

3. 22 木片付着。
17号墓

22 鉄基部残存 0.4 横位に木目が入る。
左袖垣前

1. 35 赤錆付着。

2. 63 木片付着。
17号墓

12 鉄 基部残存 0. 29 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 75 赤錆付着。

3.45 木片付着。
17号墓

23 鉄甚部残存 0. 31 横位に木目が入る。
左袖垣前

0. 93 赤錯付着。

3. 3 木片付着。

25 鉄 基部残存 0. 36 横位に木目が入る。 C地区

0. 76 赤錆付着。

B. 用途不明品（第46図26)

直径 1mm前後の針金状の鉄が6条、板状にならんだものである。黒く変色し接着してい

るため、後に熱が加わったと考えられる。また、両面に約0.5mm幅の糸で平織りされた布
註

が付着している。劣化が激しく用途は不明だが、 1号墓No.3蔵骨器（第23図 1) 中から検出

されていることから、副葬品の一部ではないかと考えられる。

長軸5.18cm 短軸： 1.17cm 厚さ： 0.49cm 重量： 1.93g 

註：この蔵骨器には「昭和九年1日十二月0日洗骨……」の銘あり

C. 刃物類（第46図27, 28) 

同図27は鉄製の刀片で、小破片であり、全体を窺い知ることはできない。残存長： 3.0cm 

刃部幅： 2.38cm 厚さ： 0.4cm 重量： 4.48gで、 17号墓左袖垣前の出土である。
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同図28は鉄製の刃物で、ほぼ完形である。刃部を柄部に挟みこんで固定されており、そ

の形状から剃刀ではないかと考えられる。長さ： 15.6cm 幅： 1.11cm 厚さ： 0.83cm 残

存刃部長： 4.72cm 刃部幅： 0.62cm 刃部厚： 0.16cm 重量： 35.36gで、 3号墓墓庭覆土

の出土である。

D. 指輪（第48図 1~24)

出士した指輪の総数は63点で、うち完形を含め残りの良い24点を図示した。

すべて銅製で、指輪の幅が3.5~5.5mmのやや幅広のもの（同図 1~5) と、 1mm前後の

細いもの（同図 6~24) に分けられる。

同図 1~5 は 2 号墓墓庭縁（正面）からまとまって出土した。同図 1 は外面上部に唐草文

が施される。直径： 1.91cm、幅： 0.35cm、厚さ： 0.06cm 同図2は外面は丸みを持ち、継ぎ

目部から上部に向かって肉厚、幅広になる。直径： 1.85cm 幅： 0.44cm 厚さ： 0.18cm 

同図 6~24 は、 17号墓左袖垣前出土の指輪55点のうちの19点である。指輪の幅が 1mm前

後と細いタイプで、釘の説明で既述のように、 17号墓左袖垣前から釘（第47図 1~24) と

共に出士している。幅が細いことや、まとまって出土していることから、単独で装着したと

は考えにくく、同時に複数使用したと考えられる。

第12表に観察表、第48図・図版45に示す。

第12表 a 指輪観察一覧

単図
播号 材質残存状況 占重直〗径さ 観 察 出土地点

因版

闘
1. 91 外面上部に唐草文が施文される。 2号墓

1I 銅
0. 35 

継ぎ目部分註2から折れる。 墓庭縁0. 06 
註l

o_. s7 青錆が付着。 （正面）

l. 85 外面は丸みを持ち、継ぎ目部から上 2号墓

2 銅 完形
0.44 部に向かって肉厚、幅広になる。 墓庭縁0.18 
1. 68 宵錆付着。 （正面）

1. 83 2号墓

3 銅 完形
0. 32 幅広で、継ぎ目部から歪む。

墓庭縁0. 07 青錆付着。
0.65 _ （正面）

2.17 2号墓

4 銅 完形
0. 68 幅広で、継ぎ目部から歪む。

墓庭縁0. 13 音錆付着。
1 53 （正面）

1. 93 2号墓

5 銅 完形
0 55 幅広で、継ぎ目部から歪む。

墓庭縁
0 09 青錆付着。

I 1. 24 （正面）

1 97 

6 銅 完形 0 11 青錆付着 17号墓
0. 1 °  左袖垣前

> 0. 38 
1 94 

7 銅 完形 0 11 音錆付着 17号墓

月
0. 1 °  左袖垣前
0. 26 I 

1 96 

8 銅 完形
0.1 赤錆• 青錆付着。

17号墓
0.1 左袖垣前
0. 36 
1 96 ， 銅 完形 0. 05 宵錆付着 17号墓
0. 08°  左袖垣前
0.14 

＇ l. 96 

10 銅 完形
0.1 育錆付着。

17号墓
0.1 左袖垣前
0. 28 
1 95 

11 銅 完形 0. 07 育錆付着 17号墓
0. 08°  左袖垣前
0.14 I 

l. 97 

12 銅 完形 ~: 『『 育錆付着。
17号墓

左袖垣前
0. 31 

I 13 

1. 99 

銅 完形 0. 09 青錆付着 17号墓
0. 1 °  左袖垣前
0. 21 

第12表 b 指輪観察一覧 cm/g 

庫
] 号 材質 残存状況 i直〗径 観 突六 出土地点

図

1. 87 

14 銅 完形 謬麟付着。
17号墓

左袖垣前
0. 25 
2. 05 

15 銅 完形
0.18 2つの指輪が錆により接着。 17号墓
0.1 青錆付着。 左袖垣前

I ―o._62 
1. 99 

16 銅 完形
0. 1 若干歪む。 17号墓
0. 09 青錆付着。 左袖垣前
0. 23 
1. 95 

17 銅 完形
0. 05 若干歪む。 17号墓

0 08 青錆付着。 左袖垣前

I ↓ - 1 — 0 16 ＿↓  

1 98 

18 銅 完形
0 09 継ぎ目部から開く。 17号墓
0. 1 青錆付着。 左袖垣前

> 0. 29 
2 02 

19 
銅 1員料

0. 08 継ぎ目部は折れ、 若干開く。 17号墓

>
0. 09 青錆付着。 左袖垣前
0.16 
2 12 

20 

←釦銅f元形形

0.12 青錆付着。
17号墓

0.12 左袖垣前
0. 63 
2.13 

21 0.13 青錆付着。
17号墓

0.15 左袖垣前
0. 85 
2.15 

22 

二 形

0.13 青錆付着。
17号墓

0.13 左袖垣前
0. 78 
2.15 

23 銅 完形
0.13 

青錆付着。
17号墓

0. 13 左袖垣前
0. 78 
2.1 

24 鋸 完形
0.15 継ぎ目部から開く 。 17号墓

0n . li14 1 青錆付着。 左袖垣前

註 l残存状況は指輪を10等分にした数値。

註 2継ぎ目部分とは、指輪を製作する過程で、細い板状の金属を円形に整形

した際の、端部のことである。
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E. 替（第48図25,26) 

出土した薔の総数は 2点でいずれも銅製である。

同図25は、ジーファーで、カブ部は匙型、首部・竿部ともに横断面は六角形である。ム

ディ部で稜が交差し、竿部の端に向かって太くなる。 2号墓墓庭縁（正面）出土である。

計測値長さ： 15.2cm (カブ部： 1.71cm 首部： 2.56cm 竿部： 10.93cm) 

カブ部幅： 1.49cm 首部幅（最小） ： 0.48cm ムディ部幅： 0.57cm 

竿部幅（最大） ： 0.7cm 重さ： 28.74g 

同図26は、押差で、カブ部は耳かき型、竿部の横断面は円形である。また竿部中央から

「く」の字状に屈曲する。那覇市の天界寺跡でも同じように「く」の字状に屈曲する督が複

数出土している。これらは角がつくように屈曲しており、故意に曲げられた可能性も否定で

きない。 2・3号墓前トレンチ北側である。

計測値［長さ： 8.32cm (カブ部： 0.91cm 竿部： 7.41cm) 

カブ部幅（最大） ： 0.43cm 竿部幅:0.27cm 重さ： 2.06g I 
参考文献： 「日本の伝統工芸12 九1+1II・ 沖縄」 ぎょうせい 1985 

「沖縄文化史辞典」 東京堂出版 1972 
註： 「天界寺跡 (I)」 沖縄県立埋蔵文化財センター 2001 

F. 煙管（第48図27~35)

出土した煙管の総数は 9点で、うち雁首 2点、

吸口 5点、延べ煙管 2点である。

同図34はアルミ製で、それ以外はすべて銅製

である。同図27,29~31には、小口に羅宇が残存

する。同図29,32,34にはメッキが施され、同図29

は小口側に、斜位に格子文が施される。

同図35の延べ煙管の火皿部内にはスス状のタ

バコと思われるものが残存する。また出土した際、

第48図37の煙管入れに納められていた。 3号墓

墓庭覆土の出土である。

雁首と吸口は出土地点の相違からセットになる

ものはないと考えられる。

「図説江戸考古研究辞典」よ'）

第47図煙管の呼称

第13表に観察表を示す。なお、観察の項の名称は第47図に示す。

参考文献：江戸遺跡研究会 「図説 江戸考古学研究事典」 柏書房 2001 
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第13表 煙管観察一覧 cm/g 

挿図 番号 種類 材質 残存状況 法 量 観 察 出土地点
図版

長火さ： 3.43cm 小口径： 0.94cm 左羅宇側が残存。
墓15室号覆墓土27 雁首 銅 ほぽ完形 皿部径： 1.09cm に縦位の継ぎ目あり。

油反らし部： 0. 7cm重量： 5.06 g 青錆付着。

長さ： 3.09cm 小口径： l. 3cm 
左錆側に縦着位の継ぎ目あり。 墓8庭号覆墓土28 雁首 銅 首部残存 火皿部径：

油反らし部： 0. 81cm 重量： 5. 57 g 
青付。

羅縦n肖側笛杓宇付にが1ご、鏃消残斜。存ぎ位目。メソキが：が施施さされ、 9」29 吸口 鋼 ほぼ完形
長さ： 3.84cm 小口径： 0.96cm に格子文 れる。 15号墓
口付径： 0.57cm 重量： 2. 57 g あり。 墓庭覆土

゜

30 吸口 銅 完 形
長さ： 4. 75cm 小口径： 0.9cm 縦羅位宇がに残継存ぎ。目あり。 17号墓
口付径0.71cm 重羅： 6. 73 g 青錆付着。

左袖垣前

第
羅縦位宇がに残継存ぎ。目あり。48 31 吸口 銅 完形 長さ： 5.22cm 小口径量 ： 0.86cm 17号墓

図 口付径： 0.55cm 重 ： 9. 28 g 青錆付着。
覆土

旦 長さ： 6.02cm 小口径： 0. 79cm メッキが施される。 2号庭晏
32 吸 D 銅 完形 口付径： 0.56cm 重量4.26 g 青錆付着。

墓縁

45 I 
（正面）

長さ： 6.54cm 小口径量 ： 1. 3cm 縦青錆位に継ぎ目あり。
6号墓

33 吸口 鋼 完形
口付径： 0.48cm 重 15.14 g 付着。

右側石積み
付近覆土， 長さ： 11.54四火則部径： I.Ole, 首継部から口付あにかけて上部に縦位

34 延べ煙管 アルミ 完 形 反管ら径し部： ： 0.65cm の ぎ目が り。メッキが施さ れ
墓3庭号覆墓土部 0.88cm 口付径： 0.53cm る

量： 8.19 ll 赤錆゚ 付着。

聾長さ： 19.35頃 火nn部径： I.Ole, 
首継部から口付りにかけて左側に縦位

らし部： 0. 71cm の ぎ目あ 。わ火れ皿る部も内のにカはスス 3号墓
35 延べ煙管 銅 完 形

径部径： 0. 91cm 
状のタバコと思 残ゞ存。

墓庭覆土
青第4錆8付着: 0. 6cm 重量： 43. 11 g 図370とセット。

G. 銅板（第48図36)

長軸： 14.42cm 短軸： 1.54cm 厚さ： 0.32cm 重最： 26.25gの、扁平で細長い銅製の板

で用途は不明である。 16号墓墓室覆士の出土である。

H. 煙管入れ（第48図37)

煙管入れは、プラスチック製で蓋と身に分けられる。側面観は長さ： 18.35cm 幅： 2.46 

cmの長方形、横断面は厚さ： 1.32cmの楕円形で、プラスチックの厚みは、約0.08cm、重量：

13.13gである。側面には直径0.51cmの紐通しが付く。蓋身の表面には縦位に細線が見られ、

紐通し部には縦3条、横 2条の沈線を組み合わせた文様が施される。煙管の説明で既述のよ

うに、第48図35の延べ煙管を納めていた。 3号墓墓庭覆土の出土である。

（縄田雅重）
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第12節ガラス製品

ガラス製品は薬瓶・レンズ・鏡・用途不明の瓶・現 第14表ガラス製品出土一覧

代瓶の 5種類、総数35点得られた。ここでは薬瓶． 、 種類 用

レンズ・鏡・用途不明の瓶・ガラス瓶の栓と考えられ ＼＼ 途 I Iレ

るコルク栓について報告する。その他に現代瓶がある

が、古墓とは直接関係がないので、今回の報告では割

愛した。第14表に出土状況、第49図・図版42に示す。

-A. 薬瓶（第49図 1)

薬瓶は 1点の出土である。

透明色で、底面は楕円形である。肩部から頸部にか

けてすばまり、口縁部は段を有し、方形に肥厚する。

外面に「100」の数字と、約10ccごとに目盛りが入る。

またガラス内には気泡が多く入り、側面には鋳型の接

合痕が見られる。口径： 2.0cm 高さ： 11.3cm 幅：

5.42cm 奥行： 3.35cm 重量： 86.14 g 容量： 100cc 

で、 12号墓墓D前覆土の出土である。
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B. 用途不明の瓶（第49図2, 3) 

小ぶりの瓶で 2点の出土である。

同図 2は透明色で、底面はほぼ正方形である。口縁部には蓋のねじ込み用の溝が入る。ま

た底面には「13」の数字が入る。口径： 2.45cm 幅・奥行： 3.44cm 高さ ：4.92cm 重量：

43 g容量： 25ccで、 5号墓シルヒラシの表採である。

同図 3は透明色で、底面は円形である。肩部から頸部にかけて 2つの段を有してすほまり、

口縁部は段を有し、方形に肥厚する。またガラスの厚みにムラがあり、若干歪む。口径:

1.74cm 胴部径： 3.87cm 高さ： 8.68cm 重量 ：57.22 g 容量： 48ccで、 3号墓墓庭覆土

の出土である。

同図 2, 3共に瓶の形状から液体を入れたものと考えられる。

C. 鏡 （第49図4, 5) 

鏡は 2点の出土である。

同図 4は透明色で、平面形は長方形である。片面の縁は面取りされる。長軸： 14.82cm、

短軸 ：9.83cm、厚さ： 0.29cm、重量： 77.09 gで、 15号墓墓室覆土の出土である。

同図 5は透明色で、平面形は楕円形である。 4と同様に面取りされる。長軸： 11.99cm、

短軸8.28g、厚さ： 0.8cm、重量： 182 gで、 3号墓墓庭覆土の出土である。
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註

山川原古墓群で、類

例があり、表面は面取

りされ、裏面に塗膜が

若干残っていたため、

特定にいたっている。

よって本古墓のものも、

同じように鏡であった

と考えられる。

D. レンズ（第49図6)

レンズは 1点の出土

である。

透明色で上面観は円

形である。端部に段を

有し、側面観は凸状に ~I 
湾曲する。直径： 5.37 

cm 厚さ（最大）： 0.6cm、 I 
重量： 18.67 gで、 3号

墓墓庭覆土の出土であ

る。

4
 

ーロ

5
 

3
 

E. コルク栓（第49図

7) 

コルク栓は 1点の出

土である。

上面にのみ薄い鉄板

が付く。上面観は円形、

側面観は逆台形で上部 第49図ガラス製品、他

から下部に向かって細

くなる。最大径： 2.97cm、最小径： 1.68cm、高さ： 3.15cm、重量:7.45 gで、 5号墓シルヒ

ラシの表採である。

6
 

iT, 
゜i,,,,,,,,,J ・I 

~cm 

註： 「山川原古墓群 (2)」 北谷町教育委員会 2001 

（縄田雅重）
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第13節根付

根付とは、 18~19世紀にかけて

印籠や巾着、煙草入れなどの提げ

物を腰の帯にぶらさげて携帯する

為の、彫刻の留め具のことである。
かたほり

根付はその形状から、形彫根付、
かがみぽり さし まんじゅう りゅう

鏡蓋根付、差根付、餞頭根付、柳
さ めん いんしょう

左根付、面根付、印象根付などに

分類されている。

第50図（図版47) は法衣と袈裟 求
..;;-

を纏い、右手に払子を持つ僧侶を 名

立体的に刻す形彫根付である。 第50図 根付

象牙製と考えられ、両足の下面

から腹部にかけて笹状の紋様が陰・

陽刻により相対的に表現されてい
つか

る。法衣には六角形と蔦、袈裟に

は蔦の絵柄が細線で刻まれている。

左肩袈裟の環の上には緑色の石が、

両目は白目を緑色に塗り、黒日に

は黒色の石がはめ込まれ、法衣下

面には「藻登」の文字が細く刻ま

れているなど、きめ細かな細工を

施している。 図版47 根付

根付の計測値は高さ5.59cm、幅

1.9cm、重量21.24gである。背面中央には対の紐通し穴が斜めに配され、紐ずれがみられる。

孔径は長軸4.5mm、短軸3.5mmである。 4号墓の出士である。

O

'

 

m~ 
C

,

＇ 

3
 

樹昌院住職喜瀬守氏によると、

①根付の僧侶の口元は引き締まり、目は見開き正面を見据える様は強い意志を表している。

②正式な袈裟を纏い払子を持つ下の法衣の膨らみは経蔵を抱え持つと思われる。

③菩薩と同様に素足を揃える並足立ちをする姿から儀式最中の一場面を捉えたものではないか。

以上の事について御教示頂いた。

（尾木綾）
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第V章まとめ

大作原古墓群発掘調査は、那覇防衛施設局の提供施設建設工事である送湘管移設に伴って

平成12・13年度にまたがって、移設計画の米軍嘉手納基地部分の約1.6km、幅約30mの計

画範囲内について調在を行った。

本古墓群では総数17基が確認され、 A地区 3 基 (1~3 号墓）、 B 地区 8 基 (4~7·

11~14号墓）、 C 地区 6 基 (8~10-15~17号墓）であった。聞き取り調査によると A·

B地区の墓は、字平安山・浜川、 C地区は字伊礼の人々の墓が築かれている。

これらの古墓群は、標高約20~30mの北東から南西方向に伸びる丘陵の斜面中腹などに

形成された近冊～現代の古墓群で、 3つの谷間に位置しており、 A・B地区は谷間を挟んで

向かい合うように位置し、 C地区は舌状を呈する丘陵先端などの岩盤部分に築かれていた。

地区別に墓についてみてみると、 A・B地区に大型墓があり、 A地区は大型の亀甲墓

(15号墓）中型の掘込墓 (2・3号墓）、 B地区は大型の平葺墓 (6・11号墓）、中型の

掘込墓 (4号墓）、不明 (14号墓）、小型の掘込墓 (7・12・13号墓）、 C地区は中型の

掘込墓 (8・17号墓）、小型の掘込墓 (10・15・16号墓）や岩陰墓 (9号墓）であった。

これらの墓は亀甲墓・平葺墓・掘込墓・岩陰墓であるが、墓室の構築方法は丘陵の石灰岩

岩盤に横穴を掘り込んで築いた（方言で「フィンチャー」）墓 (1~4·7·8·10~17

号墓）と墓室を石灰岩の切石を積んで築いた（方言で「マチ墓」と呼称される）もの (5. 

6号墓）、岩陰を利用した墓 (9号墓）であった。

大型墓である亀甲墓• 平葺墓には、横穴を掘り込んだ墓室と石灰岩の切石を積んで築く両

方があり、前者は 1・11号墓、後者は 5・6号墓で、 6号墓では墓室天井に使用されてい

る切石に漢数字「一・ニ・三」や片仮名「イ」、 「X」が墨で記されており、 「一」と「一」

が隣り合うものが見られたことから、石を積む際の記号と推察される。

5号墓は同様な造りの亀甲墓であるが、このような記号は見られなかったが、 「JAN.

25 1937 MADE IN 昭和十二年」の文字が、サンミデーに刻まれていた。この墓は聞

き取り調査で、ハワイに移民していた方が墓を造るために帰沖して、造ったとのことで、そ

れを物語るものであった。

5号墓（亀甲墓） . 6号墓（平葺墓）はいずれも屋根は、セメント仕上げの墓であった。

また、 6号墓では土留めの石積が施された墓道を伴っており、この墓道には谷間側に渡るた

めのものと見られる、石橋が検出され、それはやや扁平な大型の石灰岩を利用したものであっ

た。また、谷間を挟んで反対側に位置する 5号墓墓庭の入口前面は、谷間から一段高くなっ

ており、約1.5m程度の幅を持って東側に続く墓道と見られるものが続いていたが、 6号墓

の墓道は墓庭入口の部分までであった。

1号墓（亀甲墓）は、墓右袖側の石積が最大で約 4mと高く積み上げて築き、屋根には敷

石が施されていた。屋根の敷石は11号墓（平葺墓）でも施されていた。

B地区で米軍嘉手納基地のフェンス下に位置していることが確認された14号墓は、聞き
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取り調査で戦時中に直撃弾を受けた墓と場所が一致しているものであった。表土剥ぎで僅か

に検出された石積は、亀甲墓又は平葺墓と見られるものであった。

中製墓の中で 8号墓は、 墓口の両側に大型の石灰岩を配して築いていた。他の中型墓は大

型墓でも見られるような長方形に整形された切石が使われていた。

小型墓は墓面を約40~50cm程度の石灰岩の自然礫を積んで、礫の隙間を土や漆喰で塞ぐ

ものも見られた。また、 7・14号墓の墓室は、 器高の低い小型の蔵骨器を納められる程度

のものであった。

本古墓群の墓室の大きさは、 0.50~9.99面までと、さまざまであるが中型墓で 「 タナ」を

持たない墓の墓室の大きさは、概ね亀甲墓・平葺墓に見られるシルヒラシの大きさ（約1.5

X 1.5m) に近いものであった。小型墓では墓室の幅がおおむね1.5mであ った。

10基の墓 (1・2・4・5・7・8・11----13・15・1 7号墓、 12・13号墓前トレンチ）か

ら人骨が出土した。詳細は附記で述べられており、それによると合計で31体分の人骨が出

土している。そのうち、 1号墓に納骨されて納められていた蔵骨器No.1 ~ 7 には、総数11

体 （男性 7体、女性 3体）が納められていた。11号墓出土のものは、口縁部を失い横倒し

にされた蔵骨器からの出土であった。その他は、墓室内や墓室シルヒラシや墓庭・墓外から

の出土であった。

本古墓群から出土した蔵骨器に記された銘書には、中国年号の道光・同冶・光緒、日本年

号の明治・大正・昭和が見られ、最も古いものは 1号墓蔵骨器Nolに記された1822年（道光

2年）で180年前、も っとも新しいものは15号墓出土のものに昭和19年 (1944年）で58年前

であ った。また、銘書には17号墓出土のものに親雲上の位階を記したものも見られた。さ

らに、 「洗骨Jの文字を「新骨」 ・「先骨Jと記したものがあり、前者は方言で「シンクチ」

と呼称することによる誤記ではないかと見られる。以上、本古墓群の調査で外観からは見え

ない石積による墓室の構築方法や銘書などから人々の歴史の一端を知ることができた。今後、

得られた資料をさらに分析・検討を行っていきたい。
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第VI章 後期遺物散布地（試掘No1トレンチ）

第 1節調査経緯

本古墓群発掘調査の際に、 B地区の南側に位置する 6・7号墓ある石灰岩岩盤の東側を、

墓の有無確認のために表土剥ぎ作業を行った。その際に黒褐色土層が検出されたことから、

幅約 lm、長さ約 5m、谷間側の深さが約2.5m、丘陵側が約50cm。 トレンチ掘り （試掘No

lトレンチ）を行った。それによって丘陵側から谷間に流れ込む遺物包含層の堆積が検出さ

れた（図版16) 。そのため、やや西側にある 5号墓の前面の谷間部分にもトレンチを設定

し（試掘No3トレンチ）谷間の状況を確認した。ここでは幅約 lm、長さ約 5m、深さ約 4

mの掘り下げた。深い谷間に流れ込んで堆積している状況が確認された（図版16)。

この試掘の状況から包含層は、 6・7号墓が位置する丘陵の南側に続いていると見られる

が、そこは現在、県道23号線があり丘陵は大きく失われている。

尚、本古墓群の墓検出作業の第52図試掘No.1 トレンチ層位柱状模式

際にA地区で石斧や土器片が出

土し、 B地区の 4号墓の位置す

る丘陵斜面からも土器片の出土

があったことから、先史遺跡の

存在を裏付けるものと考えられ

る。なお、 A地区は別の谷間で

あることから、この一帯にも遺

跡がある可能性が考えられる。

本トレンチは確認作業で終了

し、バックホーによる掘り下げ

の土から出土遺物の取り上げを

行った。遺物はこの土から取り

上げたものと掘り下げ時の壁面

や床面からのものと墓検出の際

に出土したものである。

遺物は、くびれ平底土器・須

恵器 ・中国産磁器・石器・自然

遺物（貝類）が出士した。以下、

これらの遣物について個々に述

べる 。第52図に試掘No1トレ

ンチの柱状略図を示した。

2.45m 

＇ 

I 

'IP 

-------

I 客土

II 旧表土

m 褐色土層

N 淡暗褐色土層

V 赤褐色土層

VI a 褐色土層

b 暗褐色土層

c 淡褐色土層

d 淡暗褐色土層

e i炎褐色土層

珊
地山

（黄褐色土層）
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約15cm 米軍によ る造成土。

約20cm 淡褐色土層。

約30cm

土器破片 ・マイマイ混 じり 。石灰岩
約20cm

礫検出。

約20cm 谷間側で堆積。東へは途切れる。

約20cm
流れ込み状 を呈する 。二次堆積と思

われる。

ー＇

約15cm 赤味を帯びた石灰岩が目立つ。

石灰岩礫検出。赤味を帯びたものも
約10cm

ある。

約15cm 微粒砂岩出土

偏平な石灰岩礫 ．磨石出土 ・くびれ
約10cm

平底土器底部出土。

約70cm I遺物混じる。

包

＾ 已層

魯
層

包

＾ 己層

包
,,,_ 已

層

包

＾ 己層

包

＾ 己層



第51図 a 大作原古墓群 B地区試掘トレンチの位置

第51因 b 大作原古墓群 B地区試掘No.1 ,...._, 3トレンチの設定
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第 2節土器

土器は総数874点得られ、そのうち特徴的なものを選別して図示した。いわゆる沖縄編年

後期の系統を引く土器（以下、 「後期土器」）と、グスク遺跡などから出土する土器（以下、

「グスク土器」）とに大別できる。大半が細片資料で、復元して全形を窺えるものはなく、

土器型式・器種の判別は困難を極めた。よって、以下に記す各土器群の出土総数は、判別で

きる範囲でのものである。出土資料において、主体となるのは後期土器で、 No1試掘トレン

チから出土する傾向が強く、本試掘トレンチの時期的な指標になると考えられる。以下、各々

の遺物を概略し、詳細は第16表 a・b観察表と第53・54図、図版48・49に記載する。

A. 後期土器

後期土器は判別可能なもので66点得られている。その形状・胎土などの諸属性から、お

おむね高宮暫定編年の後w期に属するものと考えられる。

〈口縁部資料〉

口縁部は27点得られており、そのうち25点を第53図に示した。器種は甕と壷があり、甕

は口縁部の形状から 2種類に大別できる。ほとんどが無文資料であるが、頸部に格子文を施

す資料（第53図3) が 1点得られている。器種と文様の有無、口縁部の形態から以下のよ

うに分類した。

・甕形土器

I類：有文の甕形で口縁部が外反するもの（第53図3)。

II類：無文の甕形で口縁部が外反するもの（第53図 1,2, 4~13) 

皿類 ：無文の甕形で口縁部が直Dするもの（第53図15~20)

・壷形土器

I類：無文の壷形で口縁部が直Dするもの（第53図14)

〈底部資料〉

底部は39点得られており、そのうち22点を第54図に示した。沖縄後期下半に特徴的な、

いわゆるくびれ平底で、底厚．＜びれ部から胴部への立ち上がりの角度等に若干のバリエー

ションがみられる。これらの差違が時期差なのか、あるいは器種による違いであるのかとい

う点については今後型式学的検討を要するところである。底部形態から以下のように分類し

た。

I 類：底面の器壁が薄く、ゆるやかに起ち上がるもの（第54図 1~9 )

II類:内底の器壁が薄く、くびれ部が顕著なもの （第54図10~14)

III 類：内底の器壁が薄く、外底面の外周が反りかえり、接地面から浮くもの （第54図 15~

17) 

w類：底面の器壁と器厚がほぼ同じ厚さで断面観においてかかとができるもの（第54図18

~ 20) 

v類：底面の器厚が厚く、ゆるやかに起ち上がるもの（第54図21、22)
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B. グスク土器

グスク土器は71点得られている。フェンサ上層式土器・鍋形土器・壷形土器などがある

が、いずれも細片資料で、復元して全形を窺えるものはない。

〈口縁部資料〉

口縁部は 8 点得られている 。 そのうち 7 点を固示した （第53図21~26 ) 。 鍋形土器 （第

53図21,22)、壷形土器（第53図26)、器種不明（第53図23,24,25)などがある。

〈底部資料〉

底部は 4点得られている 。その内 1点を図示した

底部で、器表面は石灰岩が欠落しアバタ状を呈する。

第15表土器出土一覧

"~ 
分類 後期土器

甕

口縁部 底 部

地区 層 ＼ 了 Il III I II III N V 

A 地 区I1号墓覆土
I 

I 

A 地 区 2号墓覆土

A 地 区 3号墓墓庭前覆土

B 地区 4号墓左側斜面覆土

B 地 区 5号墓 1 1 1 1 1 2 
,.. 

B 地区 6号墓墓庭覆土 4 2 1 2 2 

B 地 区 7号幕 1 3 1 3 

B 地 区 12号墓墓室覆土 1 
I 

B 地区 13号墓前庭前寝土 1 

V 2 2 

VI a I 1 

VIb 2 1 1 

試掘No1 ¥Ile 1 1 

¥Ile 2 3 2 3 

VlI 3 2 2 1 1 

小計 12 10 11 8 ， 3 5 

試掘No2 

試掘No4 1 
' 

出土地点不明 1 2 1 1 1 

ムロ 計 1 15 10 12 ， 10 3 5 

註＊は滑石混入土器
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（第54図23)。フェンサ上層式土器の

（砂川正幸）

フェンサ
グスク 土器

上層 式

空-='=" 鍋 亜ギ 器種
盃

小
不明

胴 底 胴
口 ロ 底 ロ ロ 部 計

喜部 部
l喜 縁 喜部 部

→ 
1 1 2 

1 1 

1 1 

1 1 52 54 

4 1* 75 87 

1 6 1 1 134 154 

1 43 52 

4 5 

I 23 24 

4 

6 54 61 

10 1 49 64 

1 19 22 

7 1 1 1 70 90 

1 52 62 

1 37 1 3 1 2 2 578 683 

1 16 17 

3 4 

21 1 1 1 140 170 

1 59 2 3 2 2 3 737 874 



第16表 a 土器口縁部観察一覧

挿図
番号 出土地点・層位 器種 分類 口 径 特徴

土：t色潤

混和材
図版

， 
I 泥 黄褐色1 試掘No1, Vle層 甕 II 20.4cm 口縁部内外器面に指圧痕 赤色粒

2 試掘トレンチ堀下土 甕 II 14.4cm 
波状口縁。

泥質 黄褐色 燈色粒
内器面に刷毛目

3 出土地不明 珈コ I 口縁部に格子文 泥質 燈褐色 赤色粒

4 6号墓墓庭覆土 甕 II l―― 
内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 黒色粒

I 

5 出士地不明 甕 II 内器面に箆状工具の痕 泥質 燈褐色 赤色粒

＇ ＇ 

6 試掘No1 VIe層 甕 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 燈色粒

7 試掘No1 VII層 甕 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈掲色 燈色粒

s I出土地不明 甕 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 黒色粒

--， 試掘No1 Vlb層
甕 II 内器面に刷毛目 泥質 燈褐色 燈色粒

（石列層の上）
＇ 

， 
-「―

10 6号墓墓庭覆土 甕 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 赤色粒

11 試掘No.1 VII層 甕 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 赤色粒

-, 

12 
6号墓右側石積み（一段目）

甕 II 内器面に箆状工具の痕 泥質 燈褐色 赤色粒
覆土

第
53 

13 試掘No1 VIl層 II 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 白色粒図

図 14 6号墓墓庭覆土 壷 Ill 
口唇部を面取り。

泥質 燈褐色 赤色粒
版 内器面に箆状工具の痕
48 

,_, 
ドー

泥質 1赤褐色15 試掘No1 VlI層 甕 皿 内器面に箆状工具の痕 白色粒

16 試掘No1 VII層 甕 III 内器面に刷毛目 泥質 燈褐色 赤色粒

I I 

17 試掘No.1 VIe層 甕 ill 
波状口縁。

泥質 黄褐色 赤色粒
内・外器面に指圧痕

18 7号墓 甕 皿 内器面に刷毛目 泥質 黄褐色 黒色粒

ー一ト―

19 試掘No1 Vle層 甕 皿 内・外器面に指圧痕 泥質 黄褐色 赤色粒

20 試掘No1 VIe層 甕 III 内・外器面に指圧痕 泥質 燈褐色 赤色粒

21 
試掘No1 VIb層

鍋 グスク
外耳を縦位に貼付。

砂質 赤褐色 貝殻粉末
（石列層の上） 内器面に指圧痕。

＇ 

22 試掘No1 VIe層 鍋 グスク
内湾口縁。口唇部を面取

砂質 赤褐色 赤色粒
りし、滑石を塗布。

23 試掘No1 Vie層 グスク 外器面に指圧痕 泥質 赤褐色 赤色粒

『

24 出土地不明 グスク 内・外器面に指圧痕 泥質 赤褐色 白色粒

25 
6号墓右側石積み（一段目）

グスク 内器面に刷毛H 泥質 赤褐色 赤色粒
覆士

26 4号墓左側斜面覆土 罪-±a- グスク 肩部に刷毛目 泥質 赤褐色 1赤色粒
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第16表 b 土器底部観察一覧

挿図
番号 出土地点・層位 分類 サイズ 土質 色調 混和材

図版

1 7号墓 I 6 cm I 泥質 燈褐色 赤色粒

2 試掘No1 VII層 I 4.8cm 泥質 燈褐色 赤色粒

3 試掘No1 Vil層 I 6 cm 泥質 燈褐色 赤色粒• 石英

4 B地区 5号墓 I 7 cm 泥質 赤褐色 赤色粒

5 7号墓ユンボ掘 り下げ I 6 cm 泥質 赤褐色 黒色粒

6 
試掘No2包含層最下部より 10cm

I 4.4cm 泥質 黄褐色 黒色粒
上

7 試掘No1 V層 I 7 cm 泥質 燈褐色 赤色粒• 石英

8 試掘No1 V層 I 泥質 燈褐色 赤色粒

， 出上地不明 I 泥質 燈褐色 赤色粒

10 B地区 5号墓 II 5.4cm 泥質 黄褐色 貝殻細片

第 11 試掘No1 VlI層 II 7 cm 泥質 赤褐色 赤色粒

54 
図

12 試掘No1 Vle層 II 6.2cm 泥質 燈褐色 赤色粒
図
版
49 13 6号墓墓庭覆土 II 6.4cm 泥質 赤褐色 赤色粒

14 
6号墓右側石積み（一段目）覆

II 6.0cm 泥質 赤褐色 赤色粒
士

15 B地区 5号墓 皿 8.0cm 泥質 燈褐色 黒色粒

I 

16 出土地不明 III 6.6cm 泥質 燈褐色 黒色粒

17 試掘No1・a層 III 6.8cm 泥質 燈褐色 赤色粒

18 B地区 5号墓 N 6.0cm 泥質 燈褐色 赤色粒

19 B地区 5号墓 N 6.2cm 泥質 黄褐色 赤色粒

20 B地区 N 6.0cm 泥質 燈褐色 赤色粒

21 7号墓墓口付近・覆土 V 5.0cm 砂質 赤褐色 赤色粒

22 試掘No1 Vil層 V 6.6cm 砂質 赤褐色 赤色粒

I白色細片23 試掘No1 VIc層上部
フェンサ

7.0cm 泥質 黄燈褐色
上層式
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第 3節須恵器

総数 5点が得られ、うち 4点を第55図（図版35) に示した。いずれの資料も胎土に白い

微粒子を混入し、いわゆる南島須恵器に特徴的な様相を持つ。すべて胴部片で器形を復元で

きる資料は得られなかったが、いずれも器種は壷と考えられる。以下、各遺物について記す。

同図 1は肩部と考えられる。外面は格子目の叩き、内面は指頭押圧と微かな撫で調整が施

されている。胎土はきめの細かい粘土質で、白い粒のほかに黒い微粒子も混入する。焼成は

脆弱ではないものの、他の資料に比して締まりは弱い印象を受ける。内面は若干褐色がかっ

た灰色で外面は淡い灰色である 。 器厚9.1~10.1mm。 6 号墓墓庭覆土より出土。

同図 2は肩部と考えられる。外面は綾杉文の叩き、内面は格子目の押圧による調整が施さ

れている。また、内面の格子Hを消去するように撫でも行われるが徹底しておらず、明瞭に

格子目を残す箇所がある。胎士は緻密で白い微粒子を混入する。焼成は良好で全休に一様な

灰色を呈す。 器厚6.8~7.9mm。試掘No2 より出土。

同図 3は胴下部と考えられる。外面は微かな撫でが認められる。内面は樹枝文ないし綾杉

文の原体を使用した押圧が見られ、その上から撫でによる消去を施しているが徹底していな

い。胎土は緻密で焼成も良好である。表面付近の褐色がかった灰色が内側に黒味の強い層を

挟み込み、断面はいわゆるサンドウィッチ状を呈す。器厚6.5~7mm。 6 号墓右側石積み

一段目覆土より出土。

同図 4は胴下部と考えられる。外面は平滑で 目立った施文・調整痕を残さないが、横位に

走る微かな稜線は、叩き後の撫で回しとも考えられる。内面は格子目の押圧を撫で消してい

るが完全ではなく、格子目を明瞭に残す箇所や撫での条線の深い箇所がある。胎土は精選さ

れ、焼成も良好である。表面付近の灰色が内側の黒褐色を挟み込み、断面はサンドウィッチ

状を呈す。器厚9.2~10.8mm。試掘Nolの Vld層より出土。 そのほか、試掘Nolからは肩部と

考えられる破片も得られている 。 器厚 7~8.5mm。 e 層最下部より出土。 （菊池恒三）

...._ 

‘‘ 

‘ ヽ
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゜第55図類須恵器
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第 4節石 器

石器は11点出土した。器種が判別できるものに、石斧、敲石、磨石があり、石斧が2点、

敲石が3点、磨石が5点、不明が 1点であった。完形品は敲石 1点のみで、あとは破損品、

又は破片であった。出土地点として、墓庭や、袖垣、屋根等の覆土から出土したものと、

Nol試掘トレンチ内から得られたものがあり、石斧 2点と磨石 5点、敲石 l点は墓付近か

ら得られた。 Nol試掘トレンチではグスク期に相当する遺物包含層が確認され、出土した

石器は同包含層と何らかの関係があるものと思われる。得られた石器の特徴として、磨石の

破片の割面を利用して敲打器として二次使用したものや、磨石の破片の角を若干成形し、ポ

イン ト状に仕上げた後敲打作業を行ったと思われる資料が11点中 3点あった事が挙げられ

る。出土した石器は特徴的なものを図示し、第17表にそれぞれの観察事項を示した。その

他の破片資料、及び石材については出土状況を第18表に示した。

（松原哲志）

第17表 a 石器観察一覧
＊計測値の単位は (cm) と (g) を使用

長さ
挿図

釆田--,,ロ 器種 残存状況
晶重景

観察事 項 出土地点
図版

9.5 
扁平の円礫を使用刺。。を雌大平后痕衷面面が面、が多横とC字断くも状見大面に共らき展れにく開る弱長す。楕離る円し。形、側剥で面離あの"る"はそのま央はま敲ほは打打敲打面と1 

敲石 完形 して利用している 。正面中ど 面 不明
2.6 がり潰あり、その面周り ほとん によ

第 200 れ、右側は
56 
図

6.9 円礫の一部で、磨平面面が、確断認面でとも半円状を呈する痕。正面下部には浅い敲打痕2 敲石 破片 7号墓
図 2.5 が、右側面には きる。 二次使用のは見られない。

版 78.2 

50 
上部、 下部敲表と打面も痕切のが損多密しくている。を平残面形は三角形敲に近く若、横見断面は、 長楕円

3 敲石 破片
7.2 

状になる。 は見磨面 し、上部は打痕が干 られる。両側 1庭2号覆墓土墓
2.8 面とも浅い にられる。
180 

平面形は短側が冊半残形分面で研、渕横序離断面は長楕円形部干と、片扁平な石裏斧面である。上部は切面後損4.5 し、刃部は 程 している。刃は刃で、 は表よ研 が 1斜号面墓表右採側4 石斧 刃部
1. 5 剥少ない。左 は 、右側面は若 潰されており、両側面面ともり調磨整 に

I 
58.8 離した痕 る。

基部状をは折損斧仝している。 平部面形は短冊形で、 横弧部1本状断にず面はをつ里、は確斜隅す認丸めるで長。にき方器走る形表る。擦面を~出すが破確る蛤損認 1 号ー付墓イ近外ヤ覆右ジ土石ョー5 石斧 刃部 5. 7 刃の石き である。刃は両刃で、刃縁は は マ 積
3.9 面 除 面研面磨されている。裏面きたの刃緑 痕
240 できる。両側 には研磨の際にで 稜が

＇ 
6.5 円礫の一部で 平面形は略縦三角向形で本ある。がる確正事面上部きに磨面が認められ 磨

6 磨石 破片
6.7 面上部から下部らにかけて方に 1 稜 認で る。裏面は、三箇所に

不明
2.6 剥離の痕が見 れ、中央がやや潰れてい などから、 二次使用されたも
115. 9 のと思われる。

円礫の一部で潰打、平面形は逆使台形状である面。表と面右焼端は顕著に研磨されてい第
1号石墓積屋穫根土左側57 7 磨石 破片 る面。上微面は敲 による二次用の為、正 の の縁が強く潰れている。

図 200 
下も弱にれている。

闊 擦平痕面も形が強確はく三日月き状離。で左、し横右両断縁面は三角形潰とを呈使滑す。正面の磨面では長軸端方向に
6み号墓（一覆右段土側目石）積8 磨石 破片 認でる は角磨がれ、 らかになる上下先部は潰も

50 れ 、所々剥 ている。 石 して用後、敲打柑に転用された
130 のと思われる。

平面き形は状面略台形両成状で、自横然面断り面が、残敲は三角形正を呈す部る。 正面中央部に磨離面整考が確えを認， 磨石 破片 3.4 で 磨の側は る 面下は使表裏面から剥能 調 行 5号墓
2 い三角ヽ錘に形してお 打器0 類と して二次、 用した可性が ら

51. 4 れる。

左棒態状の礫を部。使裏と用面、。右か平側ら面右面形側下は面部長にが方か剥形け離状てしで、て、微い横弱る断な。面磨正は面面略がに扇残は状る磨に。面近がい形を星する状。 積6み号墓覆（一土右段側§石) 10 磨石 破片 側面上 フラットな

68.4 
で残る。 弱

11 不明 破片
正面の大部分は磨面で、左端は数ヶ所の剥離が見られる。 二次使用の痕は

試掘No1 VI a層見られない。
22.2 
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第17表 b 石器観察表一覧

長さ
挿図

番号 器種 残存状況
幅

観察事項 出土地点
図版 厚さ

重量

6.4 
平面観は多角形で縦横断面とも略四角形になる 。正面観の

6.9 試掘No1 VIc層
12 敲石 破片

5.9 
下部には弱い敲打痕が見られる。 左側面には縦長な剥離痕

最下部

第56図 334 
が確認できる。二次使用の痕は見られない。

（図版ナシ） 10.2 平面観は長楕円状で、横断面は半長楕円状、縦断面は半円

13 敲石 破片
5.3 形になる。正面観の中央と下部、右側面の中央には敲打に 試掘no1 VIe層
7.9 よる痕が見られる。左側面には大きな剥離面が見られ、割 最下部

I 569 れ面以外は磨面である。二次使用の痕は見られない。

第18表石器出土一覧

出~ 類
斧

片
石

破

石

片

磨

破
敲石

完形 1 破片 I不明
合計

右側斜面表採 1 1 1 _____________________________ _1_ _________ l _________ 1 _________」__________l_ ________ J _________―' 
右側斜面覆土 l ―--------------------------」_________J _________ j _________」__________l _________ J ________ _—l 

1号墓 I凰腿左鯛互麟-----------------」_________J ____ ! ____ j _________ j__ _______ J _________ J ____ } ___ _ 
ヤジョーマーイ外
右石積覆土 ー ー

1旦／□ ［ロロ
I 

Vla層（褐色土）

試掘 no1 I 叫邑互戸聾竺ど竺~_________j_ _________ l _________ j _________ J _________ l ____ = ____ j ____~-----

Via層 2
 

2
 

三□i::f::: □ ~ 
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第56図 石器 〈1〉 （敲石類）
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第57図石器〈 2〉 （石斧• 他）
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. --.i ~',; 
図版 1 1段左： A地区遠景（南西から）

2段 ： B地区伐採後{5号墓（右）

3段左： 5号墓の伐採作業風景

1段右： C地区伐採後（西側から）

・11号墓（奥）｝

3段右： 6号募周辺検出作業風景
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図版 2 1号墓

1段 ：全景

2段左：墓室内

3段左：墓室内（左タナ）

2段右： 1号墓（東側より）

3段右：墓室裏正面
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図版 3 2・3号墓

1段 ： 2・3号墓全景（右から）

2段左： 3号墓左袖垣（外側）

3段左： 3号墓室内

2段右： 2号墓左袖垣（内側より）

3段右： 2号墓室
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図版 4 4号墓

1段左：全景

2段左：左袖垣

3段左：墓室正面

2段右： 4・5号墓伐採後（左か ら）

3段右：墓外出土状況
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図版 5 5号墓

1段 ：全景

2段左：墓室内 2段右：裏正面

3段左：築造月日（サンミデー左角） 3段右：シルヒラシ
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図版 6 6号墓

1段 ：全景

2段左：墓正面

3段左：墓室

2段右：墓室天井に残る漢数字（「一」「二」）

3段右：墓室天井に残る漢数字と片仮名（「三」「口」「イJ)
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図版 7 7号墓

1段 ：全景

2段左： 7号墓（奥は 6号墓）

3段左： 6号墓左側の石積

..、
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＇ ゞ．一 ,.,~ ― ヽ -・ ブ,.__..___
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/ '~~/ヘン'

入_,,,j 

2段右：墓室

3段右：墓室
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図版 8 8号墓

1段 ：全景

2段左：墓庭

3段左：裏正面

2段右：石厨子の墓室での検出状況

3段右：左側タナ
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図版 9 9・10号墓

1段左： 9号墓正面

2段左： 9号墓墓室

3段 ： 8~10·15号墓（左側）

1段右： 10号墓墓室

2段右： 10号墓墓室右側
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図版10 11号墓

1段 ：全景

2段左：墓室正面

3段左：墓右タナ

2段右：墓口（内側から）

3段右：シルヒラシ
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図版11 12・13号墓

1段 ： 12・13号墓と墓道への石橋

2段左： 12号墓正面 2段右： 13号墓正面

3段左： 12号墓の蔵骨器出土状況 3段右： 13号墓の蔵骨器出土状況
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図版12 15号墓

1段 ：近景（右は 8号墓）

2段 ：墓正面 2段右：裏正面

3段左：墓室 3段右：伐採後の状況
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図版13 16号墓

1段 ：遠景（右は 8号墓）

2段 ：全景

3段左：墓室 3段右：伐採後の状況
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図版14 17号墓

1段 ：全景

2段左：墓室内の蔵骨器出土状況

3段左：墓室

.::: 
-~/' ・" , 

マ•、~~·-＇ ... ,_,., 、--,7 -----

2段右 ：裏正面（右側）

3段右：裏正面（左側）
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図版15 17号墓

1段左：墓口 1段右：瓶（沖縄産施釉陶器）の検出状況

2段左：蔵骨器・瓶・ 指輪・ 釘の 2段右：蔵骨器の検出状況

検出状況（墓庭）

3段左：指輪・ 釘の検出（左袖垣端下） 3段右：酒注（沖縄産施釉陶器）の検出状況

4段左：指輪・ 釘の一部取り上げ後 4段右：土坑完掘状況（墓庭外）
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図版16 1段左： 14号墓検出状況

2段左： D地区の石積

3段左： D地区の石積裏側

4段左：鎚の検出状況

1段右：試掘No.1トレンチ（全景）
2段右：試掘No.1トレンチ（東壁）

3段右：試掘No.2トレンチ（北壁）

4段右：試掘No.2トレンチ（南壁）
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図版17 蔵骨器〈 1〉 1号墓 II類 陶製家形蔵骨器 No.1 （蓋・身）
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図版19 蔵骨器〈 3〉 1号墓 1I類陶製家形蔵骨器 No.3 (身）

-12,1 -



｀
 

;' 

2
 

＼
 

ー

● 

．
 _J 

図版20 蔵骨器〈4〉 1号墓 II類 陶製家形蔵骨器 No.4 (盗・身）
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図版21 蔵骨器〈5〉 1号墓

-

II類 陶製家形蔵骨器 l'io. 5 （蓋・身）
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図版22 蔵骨器〈 6〉 1号墓 III預 陶製有頚甕形蔵骨器 )lo.6 (1・2) 、No.7 (3・4) 

-127 --



|
 
1
2
8
 |
 

.. ．． 
... ~ しか."もし、,,• し ，.' 
, ¥.,; ,. て、.:~ ヽ；＇’

,. '、 '':1.,.-'、
か・. - , I• 

電’ ヽ←、
,J l . ,.,.,. .' -・' ; .. --= . .!. . 

- 、--

鳥

、:

図版23 蔵骨器〈 7〉 4号墓 II類 陶製家形蔵骨器
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図版24 蔵骨器〈 8〉4号墓 II類陶製家形蔵骨器
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図版26 蔵骨器〈10〉 8号墓 l類石製家形蔵骨器
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図版27 蔵骨器〈11〉8号墓 llI類陶製有預甕形蔵骨器(3・4)、IV類軒付甕形蔵骨器(1. 2'. 
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図版28 蔵骨器〈12〉 2号墓(1)、 3号墓(2"-11)皿類 陶製有頚甕形蔵骨器
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図版29 蔵骨器〈13〉 11 号墓 (1) 、 12号墓(2·3) 、 15号墓(4• 5) III頚陶閲有預甕形蔵骨器
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図版30 蔵骨器〈14〉12・13号墓(7・8)、13号墓(1,......,6、9-12)町類陶製有預甕形蔵骨器
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図版31 蔵骨器〈15〉17号墓 皿類陶製有頚甕蔵骨器 (l"--7)
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図版32 蔵骨器〈16〉17号墓 III類 陶製有頚甕蔵骨器 (1 ~4 )
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図版33 白磁• 青磁（ト'.:外面・下：内面） 図版34 染付
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図版35 類須恵器
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図版36 陶質士器
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図版37 沖縄産施釉陶器 (1)
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図版38 沖縄産施釉陶器 (2)
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図版39 本土産磁器
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図版40 銭貨
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図版41 円盤状製品

7
 

2
 

，
 

U
J
 

｀ • ー
” 

3
 

6
 

4
 

図版42 ガラス製品

-14.3 -



4 5 

'' 2 3 

11 12 13 14 15 

,-~·-,,, 
-= .,. fc~ ー~ =-—-..... __ ., ニ～・ ,..,. 

鼻 ~ --ーニ.... . ..... 

26 28 

27 2
 

因版43 鉄製品（右下：レントゲン写真）
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附 篇



沖縄県北谷町大作原古墓群出土の人骨

＊
 

松下孝幸

キーワード：沖縄県、近世・近代・現代人骨、亀甲墓、厨子甕

はじめに
ちゃたん うふさく ばる

沖縄県中頭郡北谷町字伊平大作原に所在する大作原古墓群の発掘調査が、米軍送湘管の移
かめこうばか

設工事に伴って2000年（平成12年）と 2001年（平成13年）におこなわれ、亀甲墓などの古墓群か

ら人骨が出土した。

これまで、沖縄県内で、筆者が古人骨の調査に加わったり、報告したもののうち、近世人
ぐすくま

骨は、宜野座村のクジチ墓（松下•他、 1988)、浦添市の城間古墓（松下•他、 1990)、北谷町
か みせど やまかわばる

の上勢頭古墓群（松下、 1996)、山川原古墓群や宜野湾市の奥間ノロ墓がある。クジチ墓から

は合計48体分の、城間古墓からは合計136体分の人骨が検出されており、頭型や身長値が得

られている。これらの近世人には短頭性や高身長といった予想もしなかった結果が得られ、

沖縄県での形質の多様性がうかがえた。

本古墓群から出土した人骨の保存状態は必ずしも良好なものではなかったが、厨子甕など

から検出された人骨の残存部位や性別などを推測することができたので、その結果を報告し

ておきたい。

資料

今回調査がおこなわれた古墓は17基で、そのうちの 8基に人骨が残っており、人骨は合

計で31体分あった。 1号古墓を除く古墓では以前に改葬がおこなわれて、厨子甕なども移

設されてしまっており、今回の調査で検出・採集された人骨はごくわずかで、これらは改葬

時に取り残された人骨と思われる。

1号古墓では改葬がおこなわれておらず、厨子甕 7基が残されていた。各厨子甕からはそ

れぞれ人骨が検出されたが、その残存最は少なく、また、高温多湿な環境のために、保存状

態もよくなかった。 1号墓からは合計11体の人骨が検出された。そのうち男性が 7体、女

性が3体で、 1体は 4歳前後の幼児骨であった。また、 7基の厨子甕のうち 4基からは 2体

分の人骨が検出された。 7基の厨子甕にはそれぞれ銘書があり、 1号蔵骨器がもっとも古く

道光 2年(1822年）で、その他は明治、大正、昭和の記載がある。

従って、 1号墓から検出された人骨は近世・近代・現代の人骨であり、その他の墓から検

出・採集された人骨もほぼ同時期の人骨と考えられる。

計測方法は、 Martin-Saller(l957)によった。なお、 性判別については所見の項でそれぞ

れの個体ごとにその推定根拠を挙げた。年齢区分に関しては表2の基準のとおりである。

* Takayuki MATSUSHITA 
The Doigahama Site Anthropological Museum 〔土井ケ浜遺跡・人類学ミュージアム〕
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図 1 遺跡の位置 (1/25.000) (fig. l Location of the ufusakubaru tumul i, 

chatan cho, Okinawa prefecture) 
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表 1 1号墓出土人骨一覧 (Table 1 .List of skeletons of tomb 1) 

遺構番号 人骨番号 性別 年齢 備 考

1号蔵骨器
1号人骨 男性 不明 2休のう ち1体は熟年、道光2年
2号人骨 男性 不明 (1822年）死去

1号人骨 男性 壮年
2号蔵骨器

女性 不明
明治21年(1888年）

2号人骨

1号人骨 男性 不明
3号蔵骨器 昭和 9年(1934年）

2号人骨 女性 不明

4号蔵骨器 1号人骨 男性 不明 大正3年(1914年）

5号蔵骨器 1号人骨 男性 不明 昭和 2年(1927年）洗骨

6号蔵骨器 1号人骨 幼児(4歳前後） 大正 3年(1914年）洗骨

7号蔵骨器
1号人骨 男性 不明（高齢）

大正3年(1914年）洗骨
2号人骨 女性 不明（高齢）

表 2 出土人骨の体数 (Table2 .Number of materials) 

墓番号 •他

1号墓

2号墓

4号墓

5号墓

7号墓

8号墓

11号墓

12号墓

13号墓

15号墓

17号墓

12・13号古墓前トレ ンチ

合計

1

1

2

2

1

4

4

1

1

1

2

ー

＿
ー

数

1

3

 

体 備 考

歯 1本、明治末期頃築造

昭和12年(1937年）築造

幼児骨(5歳前後）

所見

• 1号墓出土人骨

1号蔵骨器（家型厨子甕）人骨

1号蔵骨器からは少なくとも 2体分の人骨が検出された。

頭蓋片 4点、左側の大腿骨体2本、右側の大腿骨体 1本、右側の胚骨体 1本が残っていた。

左側大腿骨が2本あるので、この蔵骨器に納められていたのは大腿骨から少なくとも 2体分

の人骨である。どちらの大腿骨体も径がかなり大きいので、 2体とも男性と思われる。頭蓋
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片には矢状縫合がみられた。内板は癒合していたが、外板は開離していたので、年齢は熟年

と思われる。この頭蓋片と大腿骨 2本のうち 1本が同一個体と仮定すれば、 2体のうち l体

は熟年男性骨である。

2号蔵骨器（家型厨子甕）人骨

2号蔵骨器からは 2体分の人骨が検出された。

頭薔片、右側大腿骨体が2本、左側の尺骨体、 左側の膝蓋骨、右側の距骨が残っていた。

頭蓋は後頭骨で、外後頭隆起部が残っており、この隆起は発達していた。大腿骨体、尺骨体

および膝蓋骨の径は大きい。ラムダ縫合の一部が観察できたが、内外両板とも開離していた。

右側大腿骨体はやや大きいものとやや細いもので、前者は男性、後者は女性大腿骨と推定し

た。頭蓋片と骨体の径が大きい大腿骨と尺骨は同一個体と思われ、性別は男性と推定した。

年齢は縫合の状態から壮年の可能性が強い。従って本蔵骨器には成人男女 1体ずつ合計2体

分の骨が納められていた。

3号蔵骨器（家型厨子甕）人骨

少なくとも頭蓋と大腿骨から 2体分の人骨が検出された。

残存していたのは、頭蓋片、肩甲骨棘片、上腕骨片、撓骨片、大腿骨体4本（右： 2本、

左： 2本）、胚骨体片、椎骨片、右側第 5中手骨、手の指骨などである 。前頭骨が 2体分存

在する。 1体は前頭結節の発達が良好であることから女性の前頭骨と考えられる。上腕骨は

左側の遠位端が、撓骨は右側の遠位端が残っていた。ともに径はあまり大きくない。また、

左側上腕骨には滑車上孔が認められる。大腿骨は 4本あり、左右がそれぞれ 2本ずつで、 2

体分に分けることができた。 1体分は骨体の径がやや大きく、もう l体分の骨体の径はやや

小さい。骨体の大きさから男女それぞれ 1体分ずつの大腿骨と推定した。

計測ができたのは、男性の右側大腿骨で、骨体中央矢状径は28mm、骨体中央横径は

25mm、骨体中央断面示数は112.00で、中央周は85mmである。

本蔵骨器から検出された人骨群には、頭蓋が2体分、大腿骨も 2体分認められたことから、

本蔵骨器には少なくとも、 2体分、多ければ4体分の人骨が納められていたことになり、 2

体分の場合は男女それぞれ 1体ずつ、 4体の場合は男女 2体ずつということになるが、いず

れにしても年齢は不明である。

4号蔵骨器（家型厨子甕）人骨

4号蔵骨器に残存していたのは 1体分の人骨である。

残存していたのは、左右不明の大腿骨体、右側距骨、椎体片 1個、足の第 1基節骨、大菱

形骨である。大腿骨体は大片に壊れており、復元できないので、計測できないが、骨体の径

は大きい。

性別は大腿骨体の径が大きいことから男性と推定したが、年齢不明である。
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5号蔵骨器（家型厨子甕）人骨

5号蔵骨器からは 1体分の人骨が検出された。

1号古墓の蔵骨器から出土した人骨では本例が一番残りが少なかった。残っていたのは左

右不明の大腿骨頭、手の指骨片 1点、肋骨片数点のみ。大腿骨頭の径は大きい。

性別は、大腿骨頭の径が大きいことから男性と推定したが、年齢不明である。

6号蔵骨器（厨子甕）人骨

6号蔵骨器からは 1体分の幼児骨が検出された。四肢骨は破片状態になって残っていたが、

唯一左側の上腕骨体を認めた。遊離歯冠（永久歯、乳歯）が残存していた。年齢は、永久歯冠

の形成状態から 4歳前後と推定した。

7号蔵骨器（厨子甕）人骨

下顎骨が2体分存在した。

残存していたのは、頭蓋片、上腕骨片、尺骨体片、腔骨体、大腿骨体片、椎骨（椎体）4点、

寛骨片、肋骨片、手根骨、足根骨、指骨であるが、残存量は少ない。頭蓋片には左側側頭骨

が含まれており、乳様突起の観察ができた。乳様突起はかなり小さく、女性の側頭骨の可能

性が強い。下顎骨は、下顎体が2体分存在した。歯槽は 2体分ともすべて閉鎖しており、歯

は1本も釘植しておらず、また遊離歯も存在しない。 2個の下顎体のうち、 1個の径はやや

大きい。この 2体の下顎骨の年齢は、歯槽がすべて閉鎖していることから、高齢だったこと

が推測されるが、熟年か老年かの判別ができないので、高齢と表現しておきたい。腔骨は左

側骨休が、大腿骨は左側骨体の後面が残っていた。腔骨は計測できないが、骨体の径はやや

大きい。

下顎骨が2体分存在することから、 7号蔵骨器には少なくとも 2体分の骨が納められてい

たことになり、そのうちの 1体は男性骨で、もう l体ば性別を推測することができなかった

が、この下顎骨と側頭骨とを同一個体とみなせば、女性の可能性が強い。

従って、本厨子甕には少なくとも高齢と思われる男女各 1体ずつの人骨が存在したことに

なる。

• 2号墓出土人骨

墓庭前の斜面の覆土から歯が 1本検出された。これは上顎左側の第二大臼歯である。咬耗

はエナメル質のみで、径は大きい。男性の歯であろう 。年齢は咬耗が弱いので、高齢ではな

かろう。

• 4号墓出土人骨

墓室から採集された人骨は少なく、幼児の左側上腕骨体と成人の中足骨など4点である。

従って、体数は少なくとも 2体分である。
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• 5号墓出土人骨

墓室のシルヒラシから検出されたものが大部分であり、主なものは頭蓋の破片で、四肢骨

はわずかな骨片にすぎない。 A-1は右側の頭頂骨と後頭骨である。外後頭隆起部はわずか

に隆起している。冠状縫合とラムダ縫合の観察ができたが、両縫合とも内外両板は開離して

いる。頭蓋の径はやや大きい。この頭蓋を壮年の男性頭蓋と推定した。A-2は、左右の側

頭骨である。左側の乳様突起が観察できたが、やや大きそうである。また、左側の乳突上稜

は著しく発達している。左側外耳道には骨腫はみられない。これは男性側頭骨であるが、年

齢は不明である。 A-3は、サンミデーから検出された右側の側頭骨である。乳様突起は小

さい。右側外耳道が観察できたが、骨腫は存在しない。乳様突起が小さいことから女性頭蓋

とした。年齢は不明である。その他、距骨などの足根骨や四肢骨の破片がシルヒラシから検

出されたが、その量は少ない。また、遊離歯冠が採集されている。咬耗程度はいずれの歯も

弱く、エナメル質にしか咬耗が及んでいない。

5号墓から今回検出・採集された人骨は、重複する側頭骨の数からは少なくとも 2体分で

ある。もし、 A-1とA-2とが別個体とすれば、 3体分の頭蓋ということになる。すなわ

ち、 5号墓から採集された人骨は少なくと 2体分で、多ければ3体以上ということになる。

• 7号墓出土人骨

墓室から採集された人骨は、下顎骨、頭頂骨片、右側撓骨近位端、右側尺骨遠位端、肋骨

片と中手骨、足根骨、指骨などが数点である。下顎骨の大きさはそれほど大きいものではな

いが、性別は判別しがたい。椀骨と尺骨の径はやや大きく、男性骨と推定した。

今回採集された人骨には重複部分はないので、少なくとも 1体分は存在するが、人骨は厨

子甕から検出されたものではなく、墓室内から得られたものであるから、 1体分の人骨の一

部であると断定することはできない。

• 8号墓出土人骨

(1)墓室内（シルヒラシー）出土人骨

墓室から採集された人骨片の量は多い。頭蓋片は 6点であるが、椎骨片や肋骨片、足根骨、

手根骨、指骨などを含めた四肢骨の破片が多い。同定ができたのは右側肩甲骨片、鎖骨の一

部、右側上腕骨体遠位部、左側撓骨体、右側尺骨体、両側の排骨体、胚骨粗面部、寛骨大坐

骨切痕部である。このうち撓骨、尺骨は計測ができた。撓骨、尺骨は骨体の径が大きいので

男性骨と思われる。排骨も計測できたが、性別を特定することはできなかった。また、遊離

歯14本が採取されている 。この中には上顎右側第二大臼歯が 2本、上顎左側犬歯が 3本、

下顎左側第一小臼歯が2本存在した。咬耗はいずれも弱い。

今回墓室から採集された人骨には骨種の重複は認められないが、遊離歯冠に最高 3本の重

複（犬歯）が認められたので、少なくとも 3体分の人骨（歯）が存在することになる。そのうち

1体は男性（年齢不明）と思われる。
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(2)厨子甕内出土人骨

厨子甕から頭蓋小片 1点と遊離歯 2個が検出された。遊離歯は上顎右側中切歯と下顎右側

の第二小臼歯である。咬耗は両歯ともきわめて弱い。この歯は径が大きいことからおそらく

男性の歯であろう 。年齢は不明である。

11号墓出土人骨

11号墓の右棚に置かれていた厨子甕から検出された人骨は、大部分が四肢骨の破片ばか

りである。量は多いが、細片のためにほとんど同定できない。同定できたのは頭蓋片数片、

椎体 1個、右側距骨 1個、指骨である。距骨は径が大きいので、男性距骨である。この他に

乳児の肋骨などや成人の火葬骨片が少量残存していた。また、遊離歯が残っており、成人の

歯が2体分、幼小児の歯が少なくとも 1体分存在し、火を受けた歯も存在する。従って、こ

の厨子甕には少なくとも 4体分（成人2、幼小児 1、火葬骨 1)の骨が入っていたことになる。

12号墓出土人骨

採集されていたのは未成人骨のみで、下顎骨を含む頭蓋片、左側上腕骨体、左側撓骨体、

右側腟骨体遠位半分、右側排骨体、肋骨片、椎骨片である。下顎右側の第一大臼歯には咬耗

の痕がみられないことから、未萌出だったと思われる。従って、年齢を 5歳前後と推定した。

13号墓出土人骨

幼児の頭蓋片数片と肋骨2本が採集されていた。年齢を特定できる部位が残っていないが、

大きさから幼児骨である。

15号墓出土人骨

割れた厨子甕からこぼれた人骨が採集されていた。この人骨は右側の鎖骨、右側寛骨片、

仙骨、左側寛骨および左右の舟状骨などを含む足根骨と中足骨、指骨や肋骨片などである。

寛骨は大坐骨切痕の観察が可能で、この角度は小さい。遊離歯が 5本残っていた。咬耗は 1

本を除いてエナメル質のみにわずかにみられるだけで、咬耗は賜い。人骨と歯には重複部分

がみられないことから、この人骨は 1体分と思われる。

性別は、大坐骨切痕の角度が小さいことから、男性と推定したが、年齢は不明である。

17号墓出土人骨

採集されたのは大腿骨片、上顎右側第二小臼歯と幼児骨である。前者は成人の大腿骨であ

るが、左右の別や性別は不明である。第二小臼歯の咬耗はエナメル質のみである。後者は幼

児の左側上腕骨体と思われる。従って、採集された人骨は成人骨と幼児骨の 2体分である。

12・13号墓前トレンチ旧表土出土人骨

左側の頭頂骨が採集されていた。骨質はやや厚く、大きそうである。おそらく男性頭頂骨
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であろう。年齢は不明である。

表 3 年齢区分 (Table 3. Division of age) 

年齢区分 年 齢

乳児 1歳未満

未成人
幼児 1歳~5歳 （第一大臼歯萌出直前まで）

小児 6歳~15歳 （第一大臼歯萌出から第二大臼歯歯根完成まで）

成年 16歳-20歳 （蝶後頭軟骨結合癒合まで）

壮年 21歳~39歳 (40歳未満）

成人 熟年 40歳~59歳 (60歳未満）

老年 60歳以上

注）成年という用語については土井ヶ浜遺跡第14次発掘調査報告書(1996)を参照されたい。

考察

男性大腿骨が 1本計測できたので、若干他の資料との比較をおこなっておきたい。表4は

沖縄県と与論島の計測値を掲げている。骨体中央周で骨体の大きさを比較してみると、大作

原は85mmで、クジチの平均値86.17に比較的近く、山川原、城間、与論島よりはやや大き

い。また、骨体中央断面示数をみてみると、本例は112.00と大きく、他の資料よりは大きい。

計測できた大腿骨は 1号古墓3号蔵骨器 1号人骨で、被葬者は昭和 9年に死亡しているので、

おそらく明治生まれと思われる。この近代人の大腿骨は沖縄県内ではやや大きい方に属して

おり、粗線の発達は良好だったと考えられる。

表 4大腿骨計測値（男性、右、mm)(Table 4.Comparison of measurements and indices of male right femora) 

大作原 城間 クジチ 山川原 与論島

近・現代人 近世人 近世人 近世・近代人 近世人

沖縄県 沖縄県 沖縄県 沖縄県 鹿児島県

（松下•他） （松下•他） （松下） （平田）

n M n M n M n M 

13 26.00(左） 6 27.67(左） 2 24. 50 

13 26. 54(左） 6 27.00(左） 2 26. 00 

13 82.92(左） 6 86.17(左） 2 80. 00 

13 98.31(左） 6 102. 52(左） 2 94. 65 

n M 

6. 骨体中央矢状径 1 28 

7. 骨休中央横径 1 25 

8. 骨体中央周 1 85 

6/7骨休中央断面示数 1 112. 00 
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要約

ちゃたん うふさくばる

沖縄県中頭郡北谷町字伊平大作原にある大作原古墓群の発掘調査が、 2001年（平成13年）に
かめこうばか

おこなわれ、亀甲墓などの古墓群から人骨が出士した。調査された古墓は17基で、うち 8
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基に人骨が残っていた。今回の調査で検出・採集された人骨の解剖学的・人類学的考察をお

こない、以下の結果を得た。

1 . 1号古墓を除く古墓では過去に改葬が終わっており、厨子甕などもなく、検出・採集

された人骨は少量で、これらは改葬時に取り残された人骨と思われる 。従って、人骨の

体数はこの体数以上に埋納されたことを意味しており、埋葬された被葬者の体数を示す

ものではない。

2. これらの人骨は近枇から現代にいたるまでの人骨である。

3. 今回の調査では合計31体分の人骨が検出・採集された。

4. 1号墓には 7基の厨子甕が残されており、各厨子甕から人骨が検出された。 7基のう

ち4基の厨子甕からは 2体分の、 3基の厨子甕からは 1体分の合計11体の人骨が検出

された。11体のうち男性は 7体、女性は 3体、残りの 1体は幼児である。

5. 人骨の保存状態は悪く、頭蓋については、頭型や顔面の特徴、鼻根部の形態などを明

かにすることはできなかった。四肢骨については、大腿骨や尺骨など計測できるものが

あり、また観察ができたものもある 。男性四肢骨はおおむね骨体がやや太かったが、最

大長を計測することができるものは存在しなかった。骨体が太ければ長さも長いという

わけではないので、長さについては不明である。

6. 計測ができた大腿骨は男性の右側 1本 (I号古墓 3号蔵骨器 l号人骨）で、骨体中央

矢状径は28mm、骨体中央横径は25mm、骨体中央断面示数は112.00で、この値は近代

人としては大きい方である。また中央周は85mmであった。
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表 5 撓骨(mm) (Radius) 表 6 尺骨(mm) (Ulna) 
大作原古墓群

8号墓人骨

男性
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4 a. 
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頚矢状径

小頭周

頚周
骨体中央周
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最大長

機能

肘頭尺骨頭長

最小周

肘頭

上幅

肘頭深

肘頭高

尺骨矢状径

尺骨横径

中央最小径

中央最大径

中央周

長厚示数

骨体断面示数

中央断面示数

大作原古墓群 大作原古墓群

1号墓 8号墓人骨

2号蔵骨器1号人骨

男性

左

男性

右

14 

16 

13 

16 

48 

87.50 

81.25 

12 

18 

12 

18 

49 

66.67 

66.67 

表 7 大腿骨(mm) (Femur) 
大作原古墓群

1号墓

3号蔵骨器1号人骨

男性

右

1. 最大長
2. 自然位全長

3. 最大転子長
4. 自然位転子長

6. 骨体中央矢状径

7. 骨体中央横径

8. 骨体中央周

9. 骨体上横径

10. 骨体上矢状径

15. 頚垂直径
16. 頚矢状径

17. 頚周

18. 頭垂直径

19. 頭横径
20. 頭周

21. 上顆幅

8/2 長厚示数

6/7 骨体中央断面示数

10/9 上骨体断面示数

28 

25 

85 

表 8 上腕骨 (mm) (Humerus) 
大作原古墓群

12号墓人骨

(5歳前後）

左

112. 00 

2
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7

 

骨体最大長

骨体中央最大径
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骨体中央周

骨体上端幅

骨体下端幅

骨体最小周

骨体中央断面示数

長厚示数

134 

12 ， 
35 

20 

34 

75.00 

25.37 

表 9 撓骨 (mm) (Radius) 
大作原古墓群

12号墓人骨

(5歳前後）
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8 
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25 

23 

21. 90 

87.50 
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表10 腔骨 (mm) (Tibia) 

大作原古墓群

12号墓人骨

(5歳前後）

右

表11 排骨 (mm) (Fibula) 

大作原古墓群

12号墓人骨

(5歳前後）
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表12 形態小変異(Non-metoriccrania variants) 

L
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大作原古墓群

12号墓出土人骨（幼児）
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貝類遺体

黒住耐二（千葉県立中央博物館）

今回対象とした本遺跡の貝類遣体は、試掘トレンチからくびれ平底土器を中心に貝塚時代

後期の遺物と共に出土したものと、古墓（古琉球から近世）から得られたものである。

貝類遺体は、発掘中にピックアップ法で得られたものを対象とした。その詳細は、表*1 

~4*に示した。

本遺跡に近接した地域ではグスク時代の貝類遺体組成が報告されており（北谷城・玉代勢

原遺跡・後兼久原遣跡等）、今回の結果は、貝類遺体の時代差を考えることができるという

ことと、古墓出土の貝類を詳細に検討できたという点で成果があったと考えられる。

貝塚時代後期のくびれ平底土器を主体とした試掘トレンチでは、マガキガイが極めて多く、

イモガイ類も比較的多い。一方、 二枚貝類では、種数は多いが、優占する種は認められなかっ

た。巻貝類では、ほとんどの種と出土個体数の多くが外洋ーサンゴ礁域に生息するものであっ

た。二枚貝類では、内湾一転石域のものが多い傾向にあった。また、シャコガイ類のサイズ

では、 5-lOcmのものがほとんどであった。また、死サンゴ片も多少得られている。

今回の試掘トレンチでは、後代の遺物が出土したり、戦争中に国外から持ち込まれたアフ

リカマイマイが得られているので、当然多少の撹乱は存在するものの、得られた貝類遺体の

組成はグスク時代の組成とは異なっていた。もっとも大きな相違は、他のグスク時代の遺跡

に多い内湾一転石域のカンギクや河口干潟ーマングローブ域のアラスジケマンが得られてい

ないことである。さらに、グスク時代の遺跡では、ウミニナ類やカニモリ類の割合の増加す

ることが知られているが、本遺跡ではこの仲間は、極めて僅かしか確認されていない。つま

り、グスク時代と異なり、サンゴ礁域のみを貝類採集の場として利用していたと言える。し

かし、サンゴ礁域でも、干瀬に多いチョウセンサザエやサラサバテイは比較的少なく、同じ

サンゴ礁でもこの部分での採集活動は少なかったと考えられる。同様に貝塚時代後期の砂丘

遺跡で優占するシャコガイ類でも、本遺跡の出土個体は10cm以下と小形であった。後期遣

跡との比較で明らかな本遺跡の貝類遺体の特徴は、遺跡前面の海域環境や貝類採集空間といっ

た立地条件に帰結する可能性も否定できないが、むしろ、貝塚時代後期からグスク時代への

移行期の様相を示していると考えられる。

古墓のうち、 5号墓の組成は前述の貝塚時代後期のものと類似しており、同一の堆積物と

考えられる。古墓の調査でも、二枚貝片に色の残った新しいものがあり、最近の混入物の存

在は否定できない。しかし、全体として見ると、明らかに古いシャコガイ類とマガキガイ・

チョウセンサザエ・ギンタカハマ等の中・大形の食用貝類、さらには種々の二枚貝が出土し

ており、これらは古墓の時代のものと考えられる。シャコガイ類に関しては、さらに古い時

代から死者に対して特徴的な利用が認められており、ここでもその流れの中での出土と考え

られよう。中・大形の食用貝類は、もしかしたら供物としての利用や墓前での食後の投棄な

のかも知れない。二枚貝類の多くは水磨を受けたものであり、死サンゴ片等と共に墓域に持

ち込まれたものの可能性も考えられる。その用途は、現在でも時折見られるような墓の一画

に海岸の打ち上げ物を敷くことであったとも推測される。これらの可能性の検証のために、

今後も古墓出土貝類遺体の詳細な調査が必要であろう。
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第 1表古墓貝類出土量（巻貝）

地 区

層

貝種名 --
2号墓

前庭部覆土
I . 

完：殻：破
形：頂：片

アクキがイ科

アクキカ`イ科

アクキがイ科

アクキがイ科

アマオ7"ネがイ科

イトマキホ万科

イトマキホ`ぅ科

イモがイ科
． 

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

イモカ‘`イ科

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科
I 

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

イモがイ科

ウミニナ科

オキニシ科

オニコアシがイ科
I 

オニ｝ツ）がイ科

オこ）ツ）がイ科

キセルがイ科

'}テ`和ぅ科

ソデホ` ぅ科

'}テ`ホ→ぅ科

ザ ;j;"ぅ科

＇）デホャラ科

タカラがイ科

タカうがイ科

タカうがイ科

クカうがイ科

クカうがイ科

タカうがイ科

二ナンI¥"ンマイマイ科

ニシキウス`がイ科

ニシキウズがイ科

7ジッカ` イ科

ヤマタニシ科
I 

リュウテ冴明エ科

リュウテ冴サ令エ科

リュウテ冴サ`エ科
I -

リュウテンササ エ`科

ア7リカマイマイ科

7カイカ}レイシカ中イ

ヵさンセさキホ‘う

ッルイシ

ムうサキイがレイシがイ

アマオ7"ネがイ

イトマキホ`う

チトセ和う

アカシマミナシ

アンホ`ンク叶 メ`がイ

カ／＼`ミナシがイ

キヌカッキ中イモがイ

クnミナシカやイ

ゴマ7イモがイ

サヤがタイモがイ

サうサミナシカ`イ

サラサモドキ

中形イモ

ニシキミナシ

マがライモがイ

ヤキイモがイ

ヤナキ`淋`＇）イモがイ

タがヤサンミナシ

リュウキュウウミニナ

オキニシ

コオニコアシがイ

オニJツ）がイ

イりカニモリ

ツヤギセルがイ

イホ")こ

クモがイ
ヽ

砂，，マがキがイ

へ":::、Jデがイ

マがキがイ

キイロタ`カラがイ

コモンタ，，カうがイ

ハナヒ‘うタカうがイ

ハナマルユキク中力う

ボシキヌタがイ

ヤクシマが力う

リスがイ

シュリマイマイ

キふンクカハマ

サうサI¥"テイ

ホラカ，,イ

オキナりヤマタ：：：シ

ヵ；；ギクカ‘イ

チョウセンサ附エ

チョウセンササ..17タ

ャコウがイ7タ

ア7リカマイマイ

不明

＝ 合計

Druparubusidaeus 

Chicoreusbrunneus 

Mancinella tu berosa 

Drupamorum 

Theliosty laal bicilla 

Pleuroplocatrapezium 

Fu sin usnico baricus 

Conusgeneralis 

Li thocon usli ttera tus 

Con usvexill um 

Virgiconusfla vidus 

Conusmarmoreus 

Puncticulispulieanus 

Virroconusfulgetrum 

Rhizoconuscapitaneus 

Dauciconusvitulinus 

Conusspp(middlesize) 

Conusstriatus 

Virrocon use braeus 

Pionoconusmagus 

Rhizocon usmiles 
--:-: 

Dariocon ustex tihs 

Ba tillariaflectosi phona ta 

Bursabufonia 

Vasumturbinellum 

Cerithiumnodulosum 

Clypeomorusbatillariaeformis 

Luchuphaedusapraeclara 

Len tigolentiginosus 

Lambislambis 

Strombusgibberulus 

Euprotomusbulla 

Conomurexluchuanus 

Monetariamoneta 

Erosariaerosa 

Monetaria(Om amen taria)ann ul us 

Ra vi tronacapu tserpen tis 

Ponda(Mystaponda)vitellus 

Arabicaarabica 

Mammillaopaca 

Satsumamercatoria 

Tectuspyramis 

Troch usmaxim us 

Charoniatritonis 

一
Cyclophorusturg1dus 

Lunellacoronatagranulata 

Marmarostomaargyrostoma 

M.argyrostoma(operculum) 

Lunaticamarmorara(oper叫 um)

Achatinafulica 
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第 2表古墓貝類出土量（二枚貝）

-----～面心,;-----._-地-区

1号墓 2号墓 3号墓 4号墓 5号墓

墓 庭 覆土 前庭部覆土 墓庭前覆土 左側斜面 覆 土 墓室

- 完形 頂殻 破片 備考 完形 頂殻 破片
完殻破備 完 殻破備 完 殻破備------- 形頂 片考 形 頂片考 形 頂片考

聾双：げ イ科 アうスジケマンがイ Gafranumtum1dum I左／右 0/1 
不明

＇ 
I -. 

アうヌJメがイ Perigl): ptareticulata F 不明
0/1 

＇ ＇ アラヌ）メカさイ Per紅ly ntareticula ta 
I 

スタ・v"マク・・1J Katelvmaiapomca 左／右
スタ、レハマク"1} 不明 1 
ヌ｝メカ`イ 凸 ,2taoueroera 左r右

不明 2 

初スゾイナミカ`イ Gafrariumpectinatum 左I右
不明 I I I 

リュウキュウアサ') Ta12eshteratus 左／右
ー＇

I不l明 I・ — I I 

オミナ砂 P1taroelluc1dum 

I 

7ネがイ科 エがイ Barbatia(Abarbatia1decussata 左／右
＇ 不明

クロチョウ,_}!"ィ P1nctadamarf!ant1fera 左／右
不明

リュウキュウサルホ冴 Anadaraantiauata 左1右 2/0 

不明 I 4 

ツキがイ科 力7万ッキがイ TndacmdacsQp 左i1右
ド―I I 

不明
戸

I 

サやルがイ科 力りう力やイ Fragumunedo 質
りュウキュウがルがイ Vasticard1 umfla vum 左I右

I 

． ． - -

不明 1 
Itヤカ・（科 切れが｛忌~-A[()IJPl'oPn 左／布

不明

シャコが1科 ヒiジャコ T1・1dac11acroce11Lamarck 左／む

＇ 
不明

0/1 原い殷'で親眉
「

ヒレジャコ Tr1dacnasguamosaLamarckた Iじ
不明 I 

シャゴウ HiooooushiDuouus 戸右
不1月 1 

シャコがイ不明 Tridacmdacsoo 左／右
不明

＇ シうナミ Tndacna(Vulf!odcna)max1ma 左:/8 0/1 1/0 89 90 叫
不明 門o

シラナミ？ Tridacna(Vul~odcna)max1ma l 學奇
I 

1 
沙` ミがイ科 沙ナシゾミ Gelomaoar.iua 左j右

I I 

不明
キクサャルがイ科 シロ州}~がイ Chamabrassica 左／打

不fリj ． 
シロサ,iv? Chamabrass1ca ? 

~ 左j右チドリマスオがイ科イ'JI¥マク‘リ A tactodeastna ta 立l 色残 0/1 6/1 25 24 

不明
イタホやがキ科 マがキ Crassostreai. 紅as 左，＇右 I 

不lVJ
シオ判キナミがイ科マスオがイ Psmmotaeaelongata 左／右

不明 I 

luo I 

りュウキュウマスオがイ Asa12hisd1chotoma 疇 位1 色残

ウミキヤク科 メンがイ S pond 1 vussnuamosusSchre1 bers 左／右 I 
不明 1 1 1色残 1 

ニッコウがイ科 りュウキュウシ和/Q―uidniuaguspalatam 左／行
不明 1 

王 枝サンコ`片 左／右
不町

サンゴ片 左／石
不明

知冴1牝ぅイク類 左／右 I 
＇ 

I 

• 
不明 一1

I 1 

一枚貝不明 左/f:, 

信屈：両

1色残 3 I 

貝不明 I . 

合 計 圧／右 0/4 1/0 011 1/2 9月
不明 1 1 1 1 2 1 24 
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6号墓 6号墓
7号墓 墓外 9号墓墓外

12号墓 13号墓 17号墓
不明 合計

墓庭覆土 墓室シルヒうシ 墓外 墓庭前 墓庭覆土

眉頂殻 破片 麿殻頂 破片
備 喜魯破 備 喜篇破 備 眉紐箭 破 鷹篇破 備 完 殻 破 備 完 殻 破 備 '='元冗"'"'又

界考 片 考 片 考 片 片 考 形 頂 片 考 形 頂 片 考 形頂
I 0/1 

＇ 0/1 0/2 

1 2 
1/0 0/1 1/l 

1色残 3 
0/2 0/2 

1 t'-/01ク砂付着 1 

1/0 全ても｝

1色残 1 
Oil 0/1 2/0 

2 6 

＇ 

0/1 0/1 0/1 

＇ 

1 2 
1/0 化石 1/0 

1 
0/1 

2 2 
~ 

1 

2 2 
0/1 1/0 111 0/1 1/2 2/1 

1 1 12 

3 1 5 

2/0 2/2 6/1 

1/1 

1 色残 2 2 1 
3/0 0/1 全て色i 3/0 0/1 

1 1 3 

1 スレ 1 

1 

4 

0/1 1/1 1/2 4/0 0/1 堕 1/1 0/1 2/1 9113 11/5 
7 1 2 1 1 1 1 1 6 2 2 49 
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第 3表試掘No.1 貝類出土量（巻貝）

アクキがイ科~ アカイカ、レイシがイ Drupa rubus1daeus 

アクキがイ科 力勺ンセ、キホ万 Chicoreus brunneus 

アクキがイ科 、7/レイシ Mancinella tuberosa 

アクキがイ矛斗 ムうサキイカ レ`イシカ・1 Drupa morum 

アマオ7沐がイ科 了マオ7沐がイ Theliostyla albicilla 

イトマキホ万科 イトマキホ・7 Pleuroploca trapezium 

イトマキホ万科 チトセホ万 Fusinus nicobaricus 

イモがイ科 アカシマミナシ Conus generalis 

イモがイ科 ァンヤンクロサ中メがイ Lithoconus litteratus 

イモがイ科 力／＼^ミナシがイ Conus vexillum 

イモがイ科 キヌカッキ‘イモがイ Virgiconus flavidus 

イモがイ科 ク0ミナンがイ Conus marmoreus 

イモがイ科 J"マ7イモがイ Puncticuhs puheanus 

イモがイ科 サヤがクイモがイ Virroconus fulgetrum 

イモがイ科 サラサミナシがイ Rh. IZOCOllUS cap1taneus 

イモがイ科 サうサモドキ Da ucicon usvi tulin us 

イモがイ科 中形イモ Conus spp (middle size) 

イモがイ科 こシキミナシ C onus stnatus 

イモがイ科 マク+うイモがイ Virroconus ebraeus 

イモがイ科 ヤキイモがイ Pionoconus magus 

イモがイ科 ャナキ今況ホ.,,イモがイ Rhizoconus miles 

イモがイ手斗 クがヤサンミナン Dar10conus text山s

ウミニナ科 リュウキュウウミニナ Batillaria flectosiphonata 

オキニシ科 オキニシ Bursa bufoma 

オニコ7"シがイ科 Jオニコアシカ イ` Vasum turbmellum 

オニ）ツ）がイ科 オニJツ）がイ Cerithium nodulosum 

オニ）ツ）がイ科• イワカニモリ Cl ypeomorus batillanaeform1s 

キセルがイ廂ト ッヤキ セ`ルがイ Luchuphaedusa praeclara 

'}デギぅ科 イホ.'}デがイ Lentigo lentiginosus 

'}テ ホ`ふう系斗 クモがイ Lambis lambis 

'}デ和ラ手斗 ネゾマがキがイ Strombus gibberulus 

'}デホ万科 ベニ'}デがイ Euprotomus bulla 

'}テ万ドラ手斗 マがキがイ Conomurex luchuanus 

クカラカ‘イ科 キイUク`力うがイ Monetana moneta 

タカラがイ科 コモンタ、力うがイ Erosana erosa 

タカうがイ科 I¥ナビラタカラがイ Monetaria(Ornamen taria)ann ul us 

タカラがイ科 Iヽナマルユキが力ぅ R ・av1trona caputserpent1s 

クカうがイ科 切キヌタがイ Ponda(Mystaponda)vitellus 

タカうがイ科 ヤクシマタ`カラ Arabica arabica 

タマがイ科 リスがイ Mammilla opaca 

ナンIゞンマイマイ科 シュリマイマイ Satsumamercatona 

こシキウス`がイ科 キさンタカハマ Tectus pyramis 

ニシキウス 中 がイ手斗• サうサI¥.テイ Trochus maximus 

7シ→、）がイオ斗 ホうがイ Charonia tritonis 

ヤマタニシ手斗 オキナワヤマタニシ Cyclophorus turgidus 

リュウテン奸 エ`科 カンギクがイ Lunella coronata granulata 

リュウテ冴戸科 チョウセンササ• .I. Marmarostoma argyrostoma 

リュウテンササャエ科 チョウセンサ エ゚7夕 M.argyrostoma (operculum) 

リュウテ冴附坊斗 ヤコウがイ7夕 Lunatica marmorata (operculum) 

ア7リカマイマイ科 ア7リカマイマイ Achatina fuhca 

不明
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第 4表試掘 No.1 貝類出土量（二枚貝）

層 序 V Vla 

貝種名 完：殻：破：備完：殻：破 i備
形 l 頂 ！片 ， 考 形 ： 頂，片 l 考

マルスタ、レがイ ,: アラスシ‘ケマンカ・1 Gafrariumtumidum ・"j -, ↓ ljO~ 0/1~ , I 

-----------------------------------------------------------―万頭―------I --- --I --- --, ----- ------7―----―↑―-----「―-----

アラヌ）メがイ Per且ly_ptareticulata 左／右 I I I I I ---------------------------------- ---------------------- -- --- ------上______L ______ L __________」______.l_ _____ L ____ _ 
アラヌ）メがイ Peri 1 tareticulata 不明 I I I I 

I I I I I : 

I I I スタ、レハマク"I} Katelys1aJapomca 左j右 I I ----------------------------------- --------------------------- -----—+-----—+-------:-—---- ______ i ______ i ______「―-----
スがレハマク"I} 不明 I I 

ヌ）メがイ Per坦ly_pta_JJ_ue匹 era 左／右 ： ljO: I I 
・----------------------------------- -- -- -------------- -- ---------- --- -- ------'----- ------ , ______ I ______ :------

不明 了 「 「 1 了 2『
ポ＇］スシ`イナミがイ G afran um _]J_ectma tum 左／ 右， I I I I ---------------------------------------- -----------------------------—• -----—• -----C.------ ------1-----—• ______ L ____ _ 

明ヽ I I I I I , :-
リュウキュウアサリ Tapeshteratus 左j右 ， I I I I I ----------------------------------------------------------―示雨―――---了―-----「―-----「―----------7------r-----「――----

------------―ーがだ;;____________~ じ恥国担叫ll_IIl_____________―ーー加右i.__  1 ' --・ 「-------______ ., ____________ , __ 
不明 1 I : 

フネがイ科 エがイ Barba tia(A bar ba tialdecussa ta 左j右 ， --------------------------------------- --------- ---------- ----- - ---- -- -- --ー ーヤ

不明 I 

クロチョウがイ Pinctadamargari tif era 左j右 I I I I I ―-------------------------------------------------------------------上______L ______ L ___________ _J ______ _l ______ l _____ _ 
不明 ： ： ： ： ： ： 

リュウキュウサ）Vホ方 Anadaraantiq_uata 左J右 I I 1/0 I 14mm I I I ---------------------------------------------------------------------—+-----—+---- T:------------+----—+-----—+-------
不明 ， 31 

ツキが1科 力7方＇グギがイ 左J右 ： I I I I -----------------------------------------------------------------------------—!------―卜—---- ------)—----—+-----—+------
不明 了 I I I 

サ、ルがイ科 カリラがイ Fragumunedo 左／右 l lj飢 lj叫 I 

•---------------------------------- ----------------------―ー一示坦-------, -----, -----, ------ ------寸ー＿＿＿＿＿ャ—----t------
I I 

.• .. 匂右 ： ： ＇ ： ： ： 
不明
--------—• ------,------し------------, —-----,-----—• ------

I I I I I I 

キンチャクがイ Chamabrassica? 左J右 I I I I I 
------------------------------------------------------------ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _  _L ______  L ______ L _______________________ , _____ _ 

I I I — i f t 不明 I I I I I I 

竺判僭＿――___t互翌――------―ー一直卓雲笠攣吐.all!fl!"ft_____―一 1½贔___uQ+------r—_ _lj『~f--li_l_Illll1_ ------~ ―__ lLQ+-----—+------

ヒレジャJ TridacnasguamosaLamarck 左j右 ： ： ： tv片大きい ： ： ＇ ---------------------------------------- --------------------- --- -------------------------- ---------------------------
不明 I I I I 

I I 2: I I : 

シャJ''ゥ I I I 

_______________________________ I.:): 辿皿祉1_p_p_c叩 ¥113__________―＿左J_有＿――---~------i------L----- ------」------~------t------
不明 ， I I I I I 

シャコがイ不明 Tridacnidae堕 E 左J右 I I I I ------------------------------------------ ----------------示雨― ------t------t—---—-~------ ------i------t------t------
シうナミ Tridacna(V ulgodcn① maxima 左J右 l L 3/0 U80,90mm ' -I Q/1' .¥. 2jl 150,60mm ----------------------------------------------------------------------------------------------------—• ------

不明 I I I I 2: 
シラナミ? Tridacna(V ulgodc叫 maxima? 左j右 ： ： ： I I I -----------------------------------------------------------, 萌→ —-----r―-----「―-----「―----- ----―丁―----1―-----「―-----

之乙翌H土＿＿＿之け翌、ーミ.___________ Q1;lQ.i坦坦]J1l_a_______________―ー一左／＿右[___」-------------______ J ____ L_ 
不明 l I I • 

キクサ、ルがイオ斗 シnサ、ルがイ Ch __________________________________ flll!fll:i_r_c1翌翌-------------―左J_在＿――___I ______ I ______ I I I I 

不明 1, + 「 l「―-----------1-----—+-----—+------
I I I 

汎州）レ？ Chamabrass1ca? 左／右 I I I I I ------------------------------- -- --- ______ .l ______ L ___________________」______.l_ _____~------

不明 ： ： ： 1: : : 
叫図圧僭＿化竺_'}___—-------~ 翌堕幽ili3!r-i_a_t_a____________—凰扉— __J/.』!------~------1 ------__ l/Q~------ ------_ _!_8J喧

イタホ‘がキ科 マがキ Crassostre墜互as 左／右 I I I ----------------------------------------- ---------------―不明― --: :--―-「-- -- ----

シオ胆ドナミがイ科 マスオが1 Psmmotaeaelon_g_ata 左J右 l 
--------------------------------------------- - - - ---------- -- --- ___  __J.  __ j__ -— , ----'----

不明 ： I I 
_____________ _'}王＿姐翌ーマ入すーカ：ーイ~-----~i3flp_hj13cl_i也9胚円逹＿＿＿＿――------ ―左L宜 ： -------r------r-------------- ------------------

不明 I I l 
ウミヤク科 メンがイ 泣ond虹ussguamosusSchrei bers 左J右 I I ------------------------------- --- ---------------------―不明― 1-・ 「― -1------ - I ― 

ニッコウがイ科 リュウキュウシラトリ Q " 叫 m]Jaguspalatam 左J右 I I ------------------------------- ----- - -- ----------------- -- ---
不明 1 I 

枝サンゴ片 左／右 I I I ------------------------------------------------------------------- '------+--- -—-:- -- --- ------------------------
明ヽ T , , 1 T 

的デ片 左J右 l----- ----------・ —- ---・--• 一 ↓―_____ J ___—-+-----· ―---'---------- -不明 I f 1虚 1・e?
形コ＇片が比.71シ類 ＇ 

ー . - --—-―—— 信畠一王—+…--+-- --――  -—t--
二枚貝不明 左J右 I ・-・―----------------------------------------------- I __L___ -- ---- -----

不明 ： ： I 2 t 
貝不明 左J右 ＇ -------- --- ----------------------—. -------,.---—r-----—+—-- ----------------~------

ヽ I l • 
日同 三 "i 201 301 611 10'111 211 

不明 1: : I 11 1 11 I 
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Vlb Vic Vld 珊 合計

完 i殻 l破 ：備完 ： 殻：破 ：備完 ： 殻 ： 破 ：備完：殻：破完：殻 i破
形！頂 l 片 ｝考形 l 頂 ， 片 I 考 形 ， 頂 l 片 l 考形 I 頂 l 片形 ， 頂 し且：

ー I I I I I I 

,--------i------」------+------------し_Ql_l__:____ __~------ ___ ]Ji飢------l--------仁-----------~-----—• ------__ _1位~l-----111,_;___ Q八
I I 1 I I I I I I I I I I 
, l 1 
I I I I I I I I I I I I 

-----—:—-------!-----—+------ , ___ ___ト----――:― ----—+----- ------t------t-―-----:--------------!-----—+------ ------ト______: _____ _ 
I I I I I I I I I I I I : 

ljO_j I l I I I I I I ljO I 
--- - --------!------ ------------「―-----:—-------1------- - --- - —+-----—• ------1------- --------1------+---------- --1------」------

I I 2 I I I I I I I I I 
I 2 

1LO I lLO : : ljO : I : I ' ' I  : 2j0 : 210 l 
--- -7―----, ―------r-----------「―-----r----------- ------y------トー―----:-------------,―------r-------------- -_______ , 

I I 9 I I I 17 I I I I I 「 7 12 
I 

312」 I I 1j叫 011し」 1/0l I I 」 , 5j2 L Ojl」-----------'-------:----------------------------------------~ —-----~----- -------------:----------------------
I I I I I I I I I 

I lLO : : : I : I I : I I I lf O I ------,-----,-----―ナー一―---------r------r-----,------ -------r------,-------,------ ----- -~------+----- - ·- -----,--- - -ナ-----
I I I I I I I I I I I 

I I I I I I I I I I .J .L _ L  L I 
I I -------------1------------------ト----- ------'------______ _L ______  ------'------ _____  .J ______ .i ______ ______ L _____」------
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大作原古墓群 1号墓

※慎喜屋隆

第 1節はじめに

大作原古墳群 1号墓の所有形態と墓室の構造について、まず参考文献をもとに、沖縄にお

ける墓の所有形態と墓室の構造を紹介し、次に大作原古墳群 1号墓の事例を報告する。

第 2節所有形態と墓室の構造

1 . 所有形態

沖縄における墓の主な所有形態は以下のとおりである。

①家族墓

家族単位での墓所有。王府官人、首里那覇の士族および有力な地方役人などは直系の

家族ごとに墓を所有することが原則とされた。近年では身分や地域を問わずこの形態が

とり入れられている。

②門中墓

特定の父系血縁集団である門中で墓を所有する形態。沖縄本島南部に比較的多く分布

しており、大規模な門中墓から小規模な兄弟墓まで親族集団の所有形態は広範囲である。

③模合墓

特定の父系血縁集団の範囲をこえ、友人、隣人や複数の門中が物資や費用を出し合っ

て共同墓を所有する形態。

④村墓

村落共同体で墓を所有する形態。現在では使用されていないものもあり、神三月の神

清明などに拝むだけの対象になっているところもある。

2. 墓室の構造

シルヒラシ、タナ、ノーシの 3カ所からなる。シルヒラシは墓口から入って手前にある。

火葬が普及する以前はシルヒラシに棺を置き、遺体を白骨化させた。洗骨した遺骨を厨子に

納めタナに安置した。沖縄で火葬が普及したのは1950年代且主であるが、現在は、火葬して遺

※沖縄国際大学社会学科卒民俗学専攻
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骨を納めた最も新しい厨子をジョーバン（門番）としてシルヒラシに安置する。タナに安置し

た厨子は手前から新しいものを置き、古いものは奥へと移す。門中墓の場合、墓室内が厨子

で狭くなると最終的に墓室内にあるノーシ（イケ）に合葬する。家族墓にはノーシのような合

葬施設はなく夫婦、親子などの単位で同一の厨子に遣骨を入れて合葬する。

第 3節 大作原古墓群 1号墓の場合

1 . 墓の所有形態

1号墓に関係のある親族の話門こよると、 1号墓は家族墓である。しかし親族の要望で被

葬者の系譜など詳しい調査を行うことは出来なかった。

2. 墓室の構造

墓室内の構造および厨子の配置は図 Iの通りである。墓口から入って手前にシルヒラシが

あり、左右に 1段ずつ、奥に向かって 3段のタナがある。墓室内にはノーシなどの合葬施設

はない。

図 1 墓室内・厨子の配置状況（略図）

□ Nol 
［二 No4 口 No3 口 No2

二 No5

（ ) No6 

N゚o7 

3. 厨子・銘書

厨子の総数は 7基で、内訳は御殿型 5基、甕型の厨子甕 2基である。 No1~5 は御殿型

で墓室正面のタナに、 No6・7は甕型で墓室左のタナにそれぞれ置かれていた。
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すべての厨子に銘書が確認された。厨子に記された銘書で最も年代の古いものは道光2年

(1822)で、年代の古い順に明治25年(1892)、大正 3年(1914)が 3基、昭和 2年(1927)、昭

和 9年(1934)とつづく。

表 l 厨子甕銘書の一覧

No 銘書の位置 銘書の内容 西暦年

1 身の正面 道光二年辛巳八月四日死去次男樽嶋袋 1822 

2 身の正面・蓋の縁 先骨日明治廿五年七月十日仲本ノ島袋築登ノ妻ナベ 1892 

3 身の口縁部 昭和九年旧十二月□日洗骨島袋加那妻仲本島袋マカト 1934 

4 蓋の裏側 仲本ノ島袋加那父ノ樽姉ウシ丑ノ骨大正三年旧十一月洗骨 1914 

5 蓋の裏側 金加那島袋義正昭和二年十二月先骨卯年 1927 

6 蓋の裏側 伊礼ノ次男ノ島袋次□長男蒲骨□時死大正三年旧十一月洗骨 1914 

7 蓋の裏側 仲本ノ島袋加那三女カメ骨大正三年旧十一月洗骨 1914 

銘の書き方は、死去年月日・名の順に書かれたもの (No1)、洗骨年月日・名の順に書か

れたもの(No2・No 3)、名・洗骨年月日の順に書かれたもの(No4・5・6・7)がある。

Nolは死去年月日のみ、その他は洗骨年月日のみが記載されていた。名は、仲本ノ (No2・ 

3・4・7)、伊礼ノ (No6)、といった屋号的なものがみられた。 No2には築登の位階名

がみられる。合葬と推定される厨子は 3基(No2・3・7)で、 No2・3は夫婦、 No7は

父・娘を合葬したと考えられる。

第 4節まとめ

大作原古墳群 1号墓の所有形態と墓室の構造、厨子の配置・銘書の事例をみてきたが、以

下のことが考えられる。

墓室の構造上の特徴として、墓室内には村墓や門中墓に見られるノーシなどの合葬施設は

なく、合葬と推定される厨子があることから家族墓の形態であると考えられる。

厨子の配置は、御殿型が墓室正面、甕型が左側のタナに安置されており最も年代の古いも

の(No1)が中央の一番奥に置かれていたが、その他の厨子に関しては配置に年代的な規則

性は見出せなかった。

最も年代の古い銘書は道光 2年(1822)で、シルヒラシにはジョーバンとしての厨子はな
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く最も新しい厨子が昭和 9年(1934)であることから大作原古墳群 1号墓は、 19世紀頃から

火葬が普及する以前の昭和初期にかけて使用されていたことが分かる。
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大作原古墓群についての聞き取り調査

※伊波直樹

第 1節はじめに

本古墓群にて発掘調査を行ったA地区(1-3号墓）、 B地区(4-7、11-14号墓）、 C地

区(8-10、15-17号墓）全17基中、 1号墓と 14号墓を除き、空き墓となっていることが分

かった。空き墓となる主な要因としては、基地内の墓を移動する命令によって移転を余儀な

くされたためだと考えられる。

空き墓の所有者については、 A・B地区は平安山・浜川出身の人達の墓が混在しており、

発掘期間中に、調査担当である山城と平安山• 浜川郷友会の人達と一緒に、発掘現場で立ち

入り調査を行った。

郷友会のメンバーの中には、 2号墓の所有者であった照屋仁盛氏（浜川）、 6号墓の所有者

であった照屋文吉氏（平安山）も含まれており、現場で調査中の墓やその周囲の様子を見ても

らった結果、 A・B地区の11基の内、 7基は所有者、あるいは所有していた屋号名が判明し、

戦前の墓や周囲の様子、 2号墓と 6号墓は墓の造築年代も知ることが出来た。尚、 C地区の

墓 6基については、墓の所有者、あるいは所有していた屋号名を特定する事が出来なかった。

発掘調査終了後、箪者が前回現場で聞き取った内容の確認と、墓を使用していた時期から

空き墓に至るまでの経緯、本古墓群で出土した遺物（主に厨子甕）に関する事を聞き取りする

為に、照屋仁盛氏、照屋文吉氏、前回現場で立ち入りした際のメンバーで、調査地域の近く

に墓を所有していた島袋吉盛氏にそれぞれ話を伺った。

聞き取りした内容は、下記の通りである。

第 2節墓に関する聴取

1 . 前回の聴取の確認

(1) 墓の所有者、あるいは所有していた屋号名

墓番号 所有者

1号墓 島袋善弘氏

2号墓 照屋仁盛氏

3号墓 ナカザゲンセイ氏

5号墓 島袋ゼンコウ氏（島袋善吉氏の叔父）

6号墓 照屋文吉氏

7号墓

14号墓

※沖縄国際大学 社会学科卒民俗学専攻
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屋号名 字名

ナカムトゥ 平安山

テイーラペーチン 浜川

ナカザグアー 平安山

ハワイアガリウフヤグアー 平安山

照屋 平安山

ウードゥグアー（小渡） 平安山

マティーシグアー（又吉小） 平安山

「一」は不明



(2)墓の造築年代(2号墓.6号墓）

調査対象者 墓の造築年代

照屋文吉氏(6号墓・屋号名：
昭和 6、 7年頃で、文吉氏は当時小学校を卒業する年齢であ った。

照屋）

＇ 

照屋仁盛氏(2号墓・屋号名： 祖父が亡くな ったとき (45オぐらい。大正五年没）と、その後すぐ祖母も亡

ティーラペーチン） くなったので、その際に慌てて墓を造ったと思う 。大正の半ば頃である。

2. 照屋文吉氏(6号墓）の墓造りの様子

(1)墓を造る以前

6号墓を造る以前に使っていた墓は、 6号墓の近く（現在の国体道路の辺り）にあり、昔の

小さい墓だったので、文吉さんのお父さんが造り替えた。

(2)墓造りの状況

①祖母の親戚に石大工がいたので、その人に造ってもらった。

②墓石は殆どが具志頭の港川石が使われており、一部は読谷からも運ばれている。

③港川から石を運ぶ際は、港川→汽車（桑江駅まで）→馬車（墓の近くに行ける所まで）→人

カ（切った松の木を組んで石に載せ、墓まで）。

④墓石を運ぶ時は字（平安山）全体で手伝った。

⑤墓室内は切り石で巻くように造った。（マチ墓）

⑥ 7~8 ヶ月ぐらいで完成。

(3) 墓の完成

ハカヌスージ（墓完成のお祝い）は親戚一門と、石運びを手伝ってもらったから字の人達を

呼んで、お祝いをした。

3. 戦前の墓とその周囲の景観

(1)戦前の墓

① 2号墓（照屋仁盛氏）

『当時使っていた頃と前回立ち入り調査した時とを比べたら、随分荒らされている。昔

は墓庭にも芝生が残っていたし、袖垣も左右共にあった。ナカザグアーの墓(3号墓）の脇

から石組みの階段を登って、墓に入っていった。入口も少しだけど石積があった。でも戦時

中の艦砲射撃で、入口の形が崩されたと思う。屋根も石積（平石）があって、高い所まであっ

た。戦前は墓を開けた覚えはない。』
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② 6号墓（照屋文吉氏）

あんまり覚えていないが、シーミー（清明）の時に墓でご馳走を食べた覚えはある。墓を

造った後の使用については、昭和15年に文吉氏の祖母が亡くなってこの墓に納めたが、

文吉氏は兵隊に入る直前であり、内地にいて葬式には立ち合っていない。

(2) 墓の周囲の景観

①シリーヌサク

2・3号墓から北側の谷間一帯をシリーヌサクと言う 。島袋吉盛氏によると、 『シリー

ヌサクで調査区域外の墓は、吉盛さんの墓・メーヌウファグワーの墓・比嘉の墓・ナカン

ダカリグワー（門中墓みたいなもの）・ヨザの墓があり、現在も残されている。谷底は三尺

(90cm)程のハルミチ（畑道）が通っていて、そこから墓に入って行った。A地区 ・B地区間

は竹林だった。』

②カンジャーヌスバ

B地区にある墓地一帯の名称をカンジャーヌスバと言う 。6号墓と 5号墓の間には、畑

があり、 6号墓前の石積の下は下水道（幅は約 lm弱）が掘られていた。カンジャーヌスバ

から下勢頭側へは行き止まりになっていた。

4. 戦時中の墓の状況

(1) 照屋文吉氏

『私は昭和15年（当時21オ）には兵隊に入り、私の父親は鹿児島に、母親は宜野湾の野嵩

に疎開していた。戦時中、私達の墓は防空壕としては多分使われていない。』終戦後、文吉氏

は内地から引き上げる際に、母親が疎開していた野腐にそのまま家族で住み付いた。

(2) 照屋仁盛氏

『私達の墓(2号墓）には避難しないで、掘ってある防空壕(14号墓近くの松林）に隠れてい

た。戦時中は墓の中や防空壕で生活する形になるから、隣の墓に遊びに行ったりしていた。そ

れまでは墓ば怖いところだと思っていたから、なかなか行けなかった。普段、墓というのは

誰か亡くなった時以外開けないものだから、戦時中、墓口が開いていたら、避難して来てい

るのが分かる。墓に避難する時は中にある厨子甕を外に出して隅にまとめておいて、もし戦

争が終わったら、元の状態に据え龍すつもりでいたけど、大体の家族は山原に避難している

から、墓は開いたままにな っていた。』

(3) 島袋吉盛氏

『私は20オの時に海軍志願で長崎（佐世保）に行った。家族は山原に避難していた。自分たち
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の墓を防空壕として、使ったことはない。カンジャーヌスバに浜川の指定防空壕があり、場

所は文吉さんの墓(6号墓）よりもっと東側にあった。亀甲墓は日本軍の陣地と間違われて、

米軍に攻撃されたと思う。』

5. 他の墓について

(1) 14号墓（マティーシグアー）

『大きい亀甲墓だったが、戦時中墓の面に爆弾が直撃した。その時、墓の中に 2, 3家族

ぐらい避難していたけど、爆撃を受けて女の子一人だけ生き残って、後はみんな亡くなった。

戦前は、この墓の前まで馬車道が通り、サトウキビの運搬をしていた。』

(2) 7号墓（ウードゥグアー）

照屋文吉氏によると、戦前は文吉氏より十オほど年上の女性が二人いたが、子息がなく、

後にその女性も亡くなったので、誰が跡を継いだのかは不明である。ウードゥグアーの人た

ちは、元々那覇から来ている士族の出身で、お祖父さん達を頼って、平安山に移り住んだ。

(3) 12・13号墓（所有者不明）

照屋文吉氏•島袋吉盛氏共に、戦前はガヤモー（茅葺き）で、墓があった記憶はないという。

(4) 11号墓（ウフヤグアーかヤマトウシマグアー）

照屋文吉氏によると、戦前 5号墓の西側に、ウフヤグアーとヤマトウシマグアーの墓があ

り、二つ並んでいて同じように造られていたという。また、ウフヤグアーとヤマトゥシマグアー

は同じ島袋姓だが、親戚ではない。一つの墓しか掘り出されていないので、どちらがウフヤ

グアーかヤマトウシマグアーかは分からないと言っていた。 5号墓と 11号墓の間には、 4号

墓があるが、 4号墓と11号墓は並んではいないので、 11号墓の可能性が高いと考えられる。

6. 空き墓となる背景

(1) 墓を移転する際の経緯

先述したように、空き墓となる主な要因としては、基地内の墓を移動する命令によって移

転を余儀なくされたためだと考えられる。筆者が、聞き取りした方々も同様の理由で墓を移

転している。

米軍が基地内の墓の撤去命令（昭和40年頃）を出すまでは、各々の墓でシーミー（清明）等の

行事は行っており、基地内でもフェンスが無くて自由に出入りできたと言う 。

基地内の各墓主へ移転通知をする連絡は、市町村や各部落の公民館が行っていた。甚地内

にある墓は、全て国が買い取る形になり、移転補償も行っている。また、基地内の墓は立ち

退きをする期間が数ヶ月間あり、移転補償金で新しく墓を造ってから、旧墓の移転作業を行
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うのが通常であった。

さらに、島袋吉盛氏によると、大工廻朝盛氏〈註1〉が、基地内にある墓の評価委員をし

ており、墓を移転する際に吉盛氏の父毅がその方を墓に案内して、墓の造り等を見せて検討

してもらったと言う。

(2)墓を移転する準備

墓を移転する前に行うことについては、筆者が聞き取りした方々からは共通点を見出すこ

とはできなかったが、それぞれの事例として報告する。

①照屋文吉氏→終戦後、文吉氏は内地から引き上げる際に、母親が疎開していた野嵩にそ

のまま家族で住み付いた。文吉氏達は、戦後役場から墓を移転しなさいと連絡が来るま

で、墓(6号墓）に行ったことがなかった。米軍によって墓に土が被せられた（何年頃かは

不明）為である。役場から連絡を受けた文吉氏は、一人で土が被せられた墓を確認しに行っ

た。墓を確認した後、文吉氏は墓口まで、被さっていた土をスコップで掘り出すと、既

に墓口は開いていた。戦時中に開けたままになっていたのか、骨董品集めをするために

墓荒らしが空けたのかは分からないが、この一帯の墓は殆ど墓口が開いていた。墓室に

残っていた厨子甕は後日取り出す事にした。

②島袋吉盛氏→米軍が基地内の墓の撤去命令を出すまでは、墓でシーミー（清明）等の行事

は行っていた。墓を移転するまでの経緯は、先述の (1)と同様である。吉盛氏達の新墓は

北谷のウグイス谷に移転することになり、墓を移転する日取りを吉盛氏の母方の誰かが、

サンジンソー（三世相）である金良宗邦氏（註2) とユタのところに行って、いつがいい

か決めてもらった。

③照屋仁盛氏→米軍が基地内の墓の撤去命令を出すまでは、墓でシーミー（清明）等の行事

は行っていた。墓を移転するまでの経緯は、先述の (1)と同様である。仁盛さんの新墓は

浜川に移転することになったが、墓を移転する日取りを決めてもらうことはしなかった。

(3)移転する当日

(2)と同様に事例として報告する。また、照屋仁盛氏は自分たちの墓(2号募）と嘉手納基地

のゴルフ場辺りにあった門中墓の移転も行っており、両方の事例を報告する。本来、納棺や

洗骨で墓口を最初に開ける人は、本来干支が何年の人がいいといった決まりがある。これは

シーヌアタトーン、アタランと言って、昔からの習慣とユタの指示で決まる場合があるのだ

が、基地内からの移転を余儀なくされた今回の事例では、先述した事を行っていない。

①照屋文吉氏(6号墓）

墓室にある厨子甕を持ち出す作業は文吉氏と弟達で行い、厨子甕を持ち出す時は御願以
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下（ウガン）等はしなかった。墓口が開いていたため、墓室へ土が少し流れ込んでいたが、

厨子甕は割れてはいなかった。が、どの厨子甕もひっくり返されて、遣骨が外へ出されて

いた。文吉氏達が外へ持ち出した厨子甕は甕型、御殿型、小さい壺（赤ちゃんの遺骨がはいっ

ていたらしい）の各1個ずつだった。取り出した厨子甕は文吉氏の祖父、祖母、兄のもので、

文吉氏の家族の厨子甕以外は持ち出さなかった。厨子甕を保管する場所がなかったので野

嵩の家まで担いで持ち帰った。作業は一日では終わらなかったので2、3回に分けた。

文吉氏の自宅に持ち帰った厨子甕は新しい墓を造るまでの間、自宅内に仮に穴を掘って石

を積んだところに保管。新しい墓は野嵩に造られ、現在も使用している。

②島袋吉盛氏

移転する当日の参加者は、吉盛氏・父親・弟・いとこの総勢5名程。墓口を開ける前にウ

ガンをした。ユタではなく親戚にウガンの出来る人がいたので、その人にやってもらった。

ウガンの後、吉盛氏のいとこが墓口を開けた。墓室内にあった厨子甕は 2~3 個で、御

殿型とマルガーミ（甕型）があったと思う 。御殿型には吉盛氏の祖父（島袋キチジョウ）と祖

母（本妻）が納められ、マルガーミには祖父の二番目の妻（おそらく本妻が男の子を産まな

いので祖父が新たに連れてきた）が一人で納められている。同じ甕に三名は納められないか

らだと思う。

厨子甕を旧墓から出した後、クチウンチケーを行い、ウグイス谷に造ってある新墓に納

めた。全ての作業は一日で終了した。

③照屋仁盛氏(2号墓）

『当日は仁盛氏と親戚のお婆さん、あとユタも頼んで一緒に墓に行った。本来この墓に

は私の祖父の厨子甕（マルガーミ）と、祖母の甕（味噌甕みたいなもの）が入っていたはずだっ

たが、墓口が既に開いていたので中を見たら何もなかった。私の祖母の話では、戦後になっ

て南洋から両親と兄弟の遺骨が帰ってきたが、私は当時15,6ぐらいだったので、私の叔

父さんが遣骨を引引き取り、墓の中に入れたと言っていたが、本当は木箱の中に遣骨代わ

りに石ころを入れたらしい。』

石ころが入った木箱を旧墓(2号墓）から出す時と、浜川に既に造ってある新しい墓に納

める時は、ユタに移転報告のウガンしてもらった。これらの作業は一日で終了。

④照屋仁盛氏（門中墓）

役場→門中（ムートゥヤー）→仁盛さんへ連絡。この門中墓は既に使用されなくなってい

て（およそ明治以前までには。詳 しい年代は不明）、墓室内に厨子甕も残っているので、厨

子甕を新しい墓に移転することになった。

当日の参加者は総勢12,3名程で、門中のムートゥヤー（照屋姓）、ナカムートゥヤー（新垣

姓）は夫婦で、仁盛氏を含めた各チネー（分家？）からは一人ずつ、そしてユタにも来てもらっ

た。
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旧墓を空ける時はユタにウガン（御願）してもらった。

墓室内の厨子甕はイシジーシ（石製）、御殿型、マルガーミ（甕型）全部で52, 3個あり、

全ての厨子甕の内大半をマルガーミが占めていた。墓室から厨子甕を全部外に出す作業は

重労働の為、墓室内から墓口に出す人（二人）と、墓口から墓庭に運ぶ人を交代しながら行っ

た。外に出した厨子甕は全部蓋を開けてみた。中の遺骨はかなり風化しているものもあった

が、遺骨を別の甕にまとめることはしなかった。蓋に書いてある銘書は読めるのは全部書

き写したが、中には墨が薄くなり読みやすくなるからといって、島酒を銘書にかけてみて

も読めないものもあった。銘書を見るかぎり、 一個に付き一人しか納められていなかった。

銘書の内容から見ても家系のルーツや亡くなった年代（干支しか書かれてない等）が特定出

来ないものがあり、そしてこの門中墓が使用されなくなった年代は特定出来なかった。（仁

盛さんの話では明治以前ではないかと推測）

銘書の判読を終えた厨子甕は旧墓から車に載せて、既に造ってある浜川の新墓に移動。

新墓の墓室内に厨子甕を配置（旧墓の通りには配置はしなかった）した。全ての厨子甕を中

に入れた後、ユタに移動報告等のウガンをしてもらい、 一日で全ての作業を終了した。

移転作業を終えた門中墓（新墓）は現在でもシーミー（清明）は行われているが、神墓とし

て扱われ亡くなった人を納めてはいない。

第 3節厨子甕について

1 . 厨子甕に関する聞き取り

(1) 墓に関する聞き取りの結果

筆者が聞き取りした方々からは墓を移転する際、照屋仁盛氏の墓(2号墓）を除き、厨子甕

は新墓に移設した事が分かったが、発掘調査の結果、照屋文吉氏の墓(6号墓）、照屋仁盛氏

の墓(2号墓）から共に厨子甕片が出土している。

(2)墓から出土した厨子甕片

①2号墓（照屋仁盛氏）

2号墓から出土した厨子甕片はいずれも甕型である。墓庭から出土したのは身の部分が

2個分で、口縁部 1点・胴部 7点あり、接合できなかった。しかし、蓋は 1個分で 6点出

土し、接合すると鍔の部分が3カ所欠損していたが、概ね復元された（実測番号 no.7)。

鍔の内側には銘書が「大正五年・・・照屋仁王」と書かれており、 「・・・」の部分は鍔

が欠損した箇所に当たっていた。

聞き取り調査の過程で仁盛氏に、復元された厨子甕の蓋と銘書を見てもらったところ、

『照屋仁王』は仁盛氏の祖父にあたり、位牌も持っていた。位牌には「大正五年旧十二月

十四日死去照屋仁王」と記されており、銘書と位牌の内容から、 2号墓から出土した厨子
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甕の蓋が仁盛さんの祖父のものだと証明された。

また、 2号墓の墓庭から先述した厨子甕の蓋の周辺で、銅製のジーファー（箸） 1点・煙

管 1点・金属製の輪 5点も出土している。これらの遺物の写真を、聴取の過程で仁盛氏に

見てもらったところ、ジーファーについては私の祖母のものかもしれない、と述べていた。

② 6号墓（照屋文吉氏）

6号墓から出土した厨子甕片は、 墓室・墓庭・墓の外から御殿型が蓋・身合わせて 2個

分、甕型は蓋が 1個分、身が2個分で計 5個分は出土している。

その内、御殿型で蓋と身が揃いになっている厨子甕片があるのだが、出土した場所が6

号墓からは墓室・墓庭前の石積・墓外左側の石積の 3カ所、 7号墓（ウードゥグアー）の前

から、さらに離れた所にある 1号墓（ナカムトゥ）の屋根左側の石積からも出土した。接合

して蓋・身共にある程度復元したところ、蓋の縁の内側には銘書が「明治十八年／同治五

年壬辰十一月十日／お戸／三十□濱川／照屋直五郎」と書かれていた。

聴取の過程で、復元した厨子甕と銘書部分の写真を文吉氏に見てもらったところ、「照

屋直五郎」は文吉氏の祖父にあたり、亡くなった時期も今から120年程前なので銘書にあ

る「明治十八年(1885年）」は、死亡年月日か洗骨年月日かは不明である。

しかし、文吉氏の話によると、 『最初に使っていた祖父の厨子甕はマルガーミ（甕型）だっ

たはずで、もしかしたら墓を造った時（昭和6,7年頃）か、祖母が亡くなった時（昭和15年）

に買い替えたのかもしれない。』と述べていた。

(3) 厨子甕を意図的に割る可能性

墓の発掘現場において、厨子甕は割られた状態で出土するケースが多いのだが、厨子甕が

割れる状況は色々な可能性が考えられるため、出土した厨子甕の状態から、原因を判断する

ことは難しい。

しかし、聞き取りの過程で厨子甕を意図的に割る可能性について聞いたところ、主に二つ

のケースが考えられる事が分かった。

①墓荒らしが割る場合

照屋仁盛氏によると、 『戦後14,5年してから骨董品集めをするために墓荒らしが多かっ

た。墓荒らしによって厨子甕も結構盗られているけど、骨董品にならない厨子甕は石や岩

盤等にぶつけて割ったのではないか。また、墓荒らしは金目のものは何でも盗って行くか

ら。例えば厨子甕は書いてある銘書を消してから売ったり、厨子甕の中から遺骨を出して、

明治・大正の人たちは金歯をしているのが自慢だったから、 金歯を盗っていったりもした』

と言う 。
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照屋文吉氏も墓の移転で厨子甕を移設する際に、「厨子甕は割れてはいなかったが、ど

の厨子甕もひっくり返されて、遺骨が外へ出されていた。」と語っており、墓荒らしについ

ても「墓の中で厨子甕が割られているのがたくさんあったらしいので、墓荒らしの仕業で

はないか。」と語っている。

②遺族による民俗的儀礼によって割る場合

聞き取りの過程で、亡くなった人が三十三年忌を終えたら、厨子甕は遺骨を移し替えた

りするか、と聞いたところ、照屋文吉氏は、「部落（平安山）では、三十三年忌の時は墓に

ウガミしには行くけど、墓を開けて厨子甕を移し替えることはしなかった。基本的に誰か

が亡くなった時以外は、墓口は開けない。」と答え、照屋仁盛氏は「もし亡くなった人が三

十三年忌を終えたら、厨子甕の中の遺骨はイケ（遣骨を捨てる場所）や他の甕に入れるから、

戦前だったら開いた厨子甕は遺族が割って捨てたと思う。墓庭で割って捨てたのか、何処

かに持っていって捨てたのかは分からないけど、墓荒らしが出る以前にも割られている厨

子甕を見たことはある。」と答えた。

また、島袋吉盛氏は厨子甕を割ることについて、「私達はやったことないが、他の所は

墓移転の時にクチウンチケーをして、いらない厨子甕は割って処分したかもしれない。も

し厨子甕を割るとしたら、ユタの指示で余分と認めた場合は、ハンマーか何かで厨子甕

（マルガーミ）を割ったと思う。御殿型を割るのはまず考えられない。」と答えた。

2. 洗骨について

(1)洗骨に関する聞き取り

照屋仁盛氏と島袋吉盛氏は、洗骨に立ち会った、或いは見た事があり、その様子と洗骨時

に使用する厨子甕について、事例として報告する。

①照屋仁盛氏

『洗骨の様子を見たことがある。その時はある人が亡くなって大体一年～一年半してか

ら行った。まずシルヒラシから棺箱を外に出すの作業は、男の人が行い、棺箱から遺骨を

取り出して水を入れた洗面器で遺骨を洗う作業は、女の人が行った。

遣骨を取り出した棺箱は墓の近くで場所を選んで、燃やしたり叩き割って捨てたりした。

又、海辺に近い墓は、浜で燃やしたりした。

洗骨の時厨子甕は家族の誰かが買っていくけど、亡くなった人のサイズに合わせて買っ

た。厨子甕が当時で幾らぐらいだったかはよく分からないけど、御殿型はマルガーミの 4

~s 倍の値段はしたはず。

洗骨時はお坊さんにお経を詠んでもらい、買ってきた厨子甕に銘書を書くのは大体お坊
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さんに書いてももらった。お坊さんは昔から北谷町内の専属の人が何人かいた。遺族によっ

ては洗骨の時はユタに頼んでウガンしてもらって、銘書は遺族が書く場合もあった。基本

的に洗骨時にユタとお坊さん両方を呼ぶことはしなかった。」

②島袋吉盛氏

『戦前、吉盛氏の祖母（二番目の妻）が亡くなって 6-7年後に、その洗骨に立ち会った。

洗骨は亡くなってから 6-7年しないと、遺骨がきれいにならないと言う。洗骨の日取り

も、サンジンソーかユタに決めてもらった。

墓口を開ける前のウガンは、ユタではなく親戚にウガンの出来る人がいたので、その人

にやってもらったと思う。吉盛氏は当時19-20オ頃だったので、墓口を開けるとか棺箱を

出すのは、吉盛氏の父親が行った。洗骨をするのは主に女性で、嫁・子供・孫がやった。ま

た棺箱は、墓の近くの空き地に穴を掘って埋めていた。

厨子甕はマルガーミ（甕型）に遺骨を納めたと思う。銘書を書いたのは、多分吉盛氏のお父

さんで、洗骨は一日かかったと思う。

厨子甕の購入経路については、戦前は桑江駅あたりに雑貨店があり、そこから買ってい

たと思う。また、戦後は沖縄市のゲート通りにある、花城という雑貨店から買いに行きよっ

た。』

第 4節終 わりに

今回の聞き取りの内容は、聞き取りした方々が、自身の記憶や上の世代（親や祖父母など）

から聞いた事（戦前の墓の様子、他の墓について等）と、実体験に基づいた事（墓移転の作業、

洗骨）を語ってもらい、それをまとめたものである。

墓に関しては、戦前の大作原にあった各墓の様子など、所有者ならではの貴重な資料が得

られ、また、墓を移転する際の準備や、移転当日の作業の様子は、聞き取りした3名共に内

容が異なっているため、事例報告という形をとった。

厨子甕に関しては、発掘調査で出土した厨子甕に書かれてある銘書で、持ち主が判明した

厨子甕が分かる等の成果が得られた。一方、出土した厨子甕の中で、特徴的な欠け方をした

甕型の蓋があり、それは鍔の部分を、 1ヶ所（図版22図3)、3ヶ所（図版30図3)、11ヵ所

（図版28図 5)それぞれ剥離したような形跡が見られる。これらのような形にされた厨子甕が

民俗的に何を意味しているのかが、今回の聞き取りでは明らかに出来なかった事であり、今

後の研究課題である。

最後に、調査に御協力して頂いた照屋文吉氏、照屋仁盛氏、島袋吉盛氏に心より深く感謝

を申し上げます。
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＜註＞
1. 大工廻朝盛氏 旧越来村村長(1950-1954年）「コザ市史』 p

2. 金良宗邦氏 北谷町吉原でサンジンソー（三世相）を営まれていた
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